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竣工図及び厨房機器配置図 

資料1 現学校給食センター　竣工図



動力盤表-6

竣 工 図

山形市学校給食センター新築工事
■外　　　構

■建　　　築

■構　　　造

■電　　　気

■給排水衛生

■空調・換気

■昇　降　機

竣　　工　　図

　着工時：2008.04.01

　竣工時：2009.03.31

　施工者：山形建設・鹿島道路共同企業体
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表紙・図面リスト

特記仕様書（１）～（９）

工事区分表

共　　通

建　　築（意匠）

敷地求積図

配置図

1階求積図

2階求積図

各階求積表

防火防煙区画求積表

外部仕上表・内部仕上表（１）

内部仕上表（２）

内部仕上表（３）

ピット平面図

1階平面図

2階平面図

屋根伏図

立面図

断面図

矩計図（１）

矩計図（２）

矩計図（３）

平面詳細図（１）（1階）

平面詳細図（２）（1階）

平面詳細図（３）（1階）

平面詳細図（４）（1階）

平面詳細図（５）（1階）

平面詳細図（６）（1階）

平面詳細図（７）（1階）

平面詳細図（８）（1階）

平面詳細図（９）（2階）

平面詳細図（10）（2階）

平面詳細図（11）（2階）

展開図（１）

展開図（２）

階段詳細図（１）

階段詳細図（２）

建具配置図（１）

建具表（a1）

建具配置図（２）

建具表（a2）

建具表（a3）

建具表（b1）

建具表（b2）

建具表（b3及びＣ）

カーテンウォール詳細図（１）

カーテンウォール詳細図（２）

カーテンウォール詳細図（３）

エキスパンションジョイント詳細図

排水溝詳細図（１）

排水溝詳細図（２）

雑詳細図（１）

雑詳細図（２）

雑詳細図（３）

雑詳細図（４）

雨水排水計画図

外構計画図・植栽計画図

外構詳細図（１）

外構詳細図（２）

外構詳細図（３）

乗用ＥＶ詳細図（１）（参考図）

乗用ＥＶ詳細図（２）（参考図）

小荷物専用昇降機詳細図（１）（参考図）

小荷物専用昇降機詳細図（２）（参考図）

調理機リスト（１）（参考図）

調理機リスト（２）（参考図）

調理機リスト（３）（参考図）

調理機リスト（４）（参考図）

ダクト断面詳細図（参考図）

ダクト1階平面図（参考図）

ダクト２階平面図（参考図）

２階配管平面図（参考図）

建　　築（構造）

建築構造特記事項

鉄筋コンクリート配筋標準図

コンクリートひび割れ防止要領図

スペーサー基準図

梁貫通孔補強要領（RC造）

鉄骨一般共通事項［溶接要領］

鉄骨標準図［S］（１）

鉄骨標準図［S］（２）

鉄骨継手リスト［S］梁・柱

ベースパック柱脚工法設計施工標準図

合成スラブ設計・施工標準仕様書（１）

合成スラブ設計・施工標準仕様書（２）

ボーリング柱状図（1）

ボーリング柱状図（2）

ソイルセメントコラム地業特記仕様書

伏図（1）［ソイルセメントコラム伏図］

伏図（２）［基礎伏図］

伏図（３）［Ｚ1伏図］

伏図（４）［Ｚ2伏図］

伏図（５）［ＺＲ伏図］

軸組図（1）

軸組図（2）

軸組図（3）

軸組図（4）

基礎リスト（１）

基礎リスト（２）

地中梁リスト（１）

地中梁リスト（２）

地中梁リスト（３）

鉄骨部材リスト

柱脚詳細図

床・鉄骨小梁リスト

雑配筋詳細図（１）

雑配筋詳細図（２）

鉄骨詳細図

階段詳細図

天井・機器床置き伏図〔Ｚ2〕

天井・機器吊り伏図〔ＺＲ〕

シャッター受け材伏図

外構詳細図（１）

外構詳細図（２）

外構詳細図（３）

建築構造特記事項

鉄筋コンクリート配筋標準図

コンクリートひび割れ防止要領図

スペーサー基準図

梁貫通孔補強要領（RC造）

鉄骨一般共通事項［溶接要領］

鉄骨標準図［S］（１）

鉄骨標準図［S］（２）

鉄骨継手リスト［S］梁・柱

ベースパック柱脚工法設計施工標準図

合成スラブ設計・施工標準仕様書（１）

合成スラブ設計・施工標準仕様書（２）

ボーリング柱状図（1）

ボーリング柱状図（2）

ソイルセメントコラム地業特記仕様書

伏図（1）［ソイルセメントコラム伏図］

伏図（２）［基礎伏図］

伏図（３）［Ｚ1伏図］

伏図（４）［Ｚ2伏図］

伏図（５）［ＺＲ伏図］

軸組図（1）

軸組図（2）

軸組図（3）

軸組図（4）

基礎リスト（１）

基礎リスト（２）

地中梁リスト（１）

地中梁リスト（２）

地中梁リスト（３）

鉄骨部材リスト

柱脚詳細図

床・鉄骨小梁リスト

雑配筋詳細図（１）

雑配筋詳細図（２）

鉄骨詳細図

階段詳細図

天井・機器床置き伏図〔Ｚ2〕

天井・機器吊り伏図〔ＺＲ〕

シャッター受け材伏図

建築構造特記事項

鉄筋コンクリート配筋標準図

コンクリートひび割れ防止要領図

スペーサー基準図

梁貫通孔補強要領（RC造）

ボーリング柱状図（１）

ボーリング柱状図（２）

ソイルセメントコラム地業特記仕様書

厨房除害槽　構造図

電 気 設 備

特記仕様書（1）

特記仕様書（2）

特記仕様書（3）

工事区分表

電気設備工事凡例

構内配電線路図

受変電設備単線結線図-1

受変電設備単線結線図-2

機 械 設 備

特記仕様書（1）

特記仕様書（2）

特記仕様書（3）

特記仕様書（4）

特記仕様書（5）

特記仕様書（6）

工事区分表

衛生設備　外構図

衛生設備　機器表　桝リスト

衛生設備　器具表（Ａ棟・Ｂ棟）

衛生設備　系統図

衛生設備　1階平面図（排水）

衛生設備　2階平面図（排水）

衛生設備　平面詳細図（１）

衛生設備　平面詳細図（2）

衛生設備　受水槽廻り詳細図

衛生設備　ボイラー煙導詳細図
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図面番号

佐 藤　英 昭表紙・図面リスト

山形市学校給食センター新築工事

１７７２８９

508111

00西邑土屋

ＥＶ中央監視盤詳細図

受変電設備機器外形図

幹線系統図

動力盤表-1

受変電設備単線結線図-3

幹線・動力設備　1階平面図

幹線・動力設備　2階平面図

厨房機器設備　1階平面図

照明器具姿図

電灯設備　1階平面図

電灯設備　2階平面図

非常照明・誘導灯設備　1階平面図

非常照明・誘導灯設備　2階平面図

コンセント設備　1階平面図

コンセント設備　2階平面図

コンセント設備　Ｒ階平面図

動力盤表-2

動力盤表-3

動力盤表-4

動力盤表-5

分電盤表-1

分電盤表-2

分電盤表-3

分電盤表-4

分電盤表-5

動力盤表-7

分電盤表-6

電話・テレビ共聴・ＬＡＮ設備　系統図

構内電話交換機設備仕様書

弱電設備　1階平面図

弱電設備　2階平面図

放送設備　系統図

放送設備　ブロック図・機器姿図

放送設備　1階平面図

放送設備　2階平面図

自動火災報知設備　特記・凡例・点数表

自動火災報知設備　幹線系統図

自動火災報知設備　1階平面図

自動火災報知設備　2階平面図

機械警備設備系統図

機械警備設備カメラ系統図

機械警備設備警備配線1階平面図

機械警備設備警備配線2階平面図

制気口ヒーター設備　1階平面図

温度管理・インタホン・ＷＣ呼出設備　系統図

厨房除害槽電気設備図

機械警備設備カメラ配線1階平面図

E-

E-

56

57

衛生設備　1階（床下配管）平面図（給水、給湯、ガス、蒸気）

衛生設備　1階（天井配管）平面図（給水、給湯、ガス、蒸気）

衛生設備　2階平面図（給水、給湯、ガス、蒸気）

衛生設備　ボイラー室詳細図

製缶類詳細図（3）〈中和処理槽〉

製缶類詳細図（1）〈還水槽〉

衛生設備　煙突詳細図

厨房除害設備　フローシート

厨房除害設備　平面図

厨房除害設備　断面図

厨房除害設備　動力配線図

厨房除害設備　単線結線図・盤姿図

M-

M-

M-

M-

M-

M-

02

01

03

05

04

06

M- 07

M-

M-

M-

09

08

10

空調換気設備　機器表（１）

空調換気設備　機器表（３）

空調換気設備　機器表（４）

空調換気設備　制気口リスト（Ａ棟）

空調換気設備　フードリスト

空調換気設備　機器表（２）

空調換気設備　制気口リスト（Ｂ棟）

空調換気ダクト　1階平面図

空調換気ダクト　2階平面図

空調配管設備　ピット階平面図

空調配管設備　1階平面図

M-

M-

M-

12

11

13

M- 14

M- 15

M- 16

M- 17

M- 18

M- 19

M- 20

M- 21

M- 22

M- 23

M- 24

M- 25

M- 26

M- 27

M- 28

M- 29

空調配管設備　2階平面図

自動制御設備　計装図（１）

自動制御設備　計装図（２）

自動制御設備　計装図（３）

自動制御設備　計装図（５）

自動制御設備　計装図（６）

自動制御設備　計装図（４）

自動制御設備　中央監視システム（１）

自動制御設備　中央監視システム（２）

自動制御設備　機器表・バルブ口径表・盤寸法表

自動制御設備　中央管理点入出力一覧表（１）

自動制御設備　中央管理点入出力一覧表（２）

自動制御設備　機器凡例・配線明細

自動制御設備　外構図平面図

自動制御設備　1階平面図

自動制御設備　2階平面図

非常照明・誘導灯器具姿図

別棟図面（駐輪場、車庫、受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室）電気設備図

製缶類詳細図（2）〈貯湯槽〉

空調設備　ダクト系統図

空調設備　配管系統図

欠番

厨房機器配置図（参考図）



住　　所：

氏　　名：

地名地番：

区　　域：

用途地域：

防火地域：

その他の地域・地区・街区：

日影規制：

その他の主な規制：

１.工事名称

２.建築主

３.敷地の位置

４.主要用途

６.工期

７.敷地

基準建ぺい率：

基準容積率　：

測量年月日： 測量者：

建築面積

延べ面積

％

申請部分 申請以外の部分（既存） 合　　計

％ ≦(許容) ％

２.電気設備

【受変電】

３.空調換気設備

４.給排水衛生設備

５.昇降機設備

【エレベーター】

６.特殊機械設備

【エスカレーター】

【小荷物専用昇降機】

【カーリフト】

２）工事請負契約の条件

ａ　契約は下記の約款（ ・ 印）による。

　　・　民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款

　　・　その他の約款：

ｂ　特許権などの取扱い

　　・特許権、実用新案権、意匠権、商標権など日本国の法令にもとづく第三者の権利の対象となっ

　　　ている工事材料・建築設備の機器、施工方法などを使用するときは、請負者の責任において

　　　必要な手続きを行い、費用を負担する。

　　・施工図などの著作権に係る本建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

ｃ　部分使用、部分引渡

　　・契約者および設計図書により部分使用、部分引渡しの指定がある場合は、法令にもとづいて

　　　必要となる手続きについて発注者に協力する。

ｄ　軽微な変更

　　・現場の納まり、取合いなどの関係で、材料の寸法、仕様、工法、取付け位置または取付け方法

　　　などを多少変更し、または取付け数量を多少増減するなどの軽微な変更は監理者の指示により

　　　行う。この場合請負代金額の増減はしない。

ｅ　設計変更

　　・部分的な変更または一部の追加工事などに関して請負代金額に増減が生じた場合には、請負

　　　者は施工に先立ち、そのつど工事費の増減を精算した内訳明細書を監理者に提出して、書類

を受けた後に施工する。これらの場合の工事単価は、原則として請負代金内訳

ｈ　本工事に含まれない費用の補足

　　・予測しなかった大規模の地下埋設物および障害物の撤去費用。

　　・敷地外の電力、ガス、上下水道の引込み負担金の内、工事区分表で本工事に含まないもの。

　　・工事目的物に含まれる諸設備（電気、ガス、上下水道、電話、地域冷暖房等）の基本料金の

　　　内、工事区分表で本工事に含まないもの。

　　・近隣との紛争解決に要する費用。ただし、工事施工に起因するものは請負者の負担とする。

　　・ＴＶ電波障害の調査および対策に対する費用。ただし、工事施工に起因するものは請負者の

　　　負担とする。

以外の式典費。ただし、式場の設営に請負者は協力する。

ｉ　第三者、近隣住民への対策

「標仕」に記述されていない特別な材料・機器などの工法は、当該製造者の指定工法による。

３）特別な材料・機器などの工法

本工事に使用する建築材料などは、設計図書に規定するもの、またはこれらと同等のものとする。

を受ける。

４）建築材料など

設計図書に添付する参考図は、品質特性、形状、工法などを参考として記載したものであり、特に

監理者の指示がない場合、その材料、形状、工法などについての特定の製造者を示すものではない。

５）参考図の取り扱い

４.管理運営の進め方

ｂ　上記の監理方針は、監理方針書にもとづき説明し、工事の進捗に応じて追加説明を行う場合があ

請負者は、これについても正しく理解し、的確に工事を完成させる。

ｃ　別途工事がある場合は、監理者が行う関連工事相互の調整に従い、各工事の円滑な進捗に協力す

　　る。

３）工事区分

工事区分表（別図参照）による。

３.見積条件

１）見積用設計図書

ａ　見積要項（現場の説明記録、質疑応答書、追加指示事項を含む）

ｂ　特記仕様書

ｃ　設計図

ｄ　標準仕様書

ｅ　その他　　：

現    　況  ：

５.工事種別 ・ 新築　　　・ 増築　　　・ 改築　　　・ その他（　　　　　　　　　　　）

８.面積

内、容積対象外床面積

容積対象延べ面積

容積対象外床面積（申請部分の内訳）

駐車場 地階住宅 住宅の廊下等

建ぺい率： ％ ≦(許容) ％容積率：

１.建　　築

【規模・構造】 増築計画：　　有・無

構　造：

基　礎：

最高の高さ　　：ＧＬ＋　　　　　ｍ　　　（ＧＬ＝Ｚ　＝TP+107.96）【建築物の高さ】

【棟別床面積】

申請部分（　 ）
申請以外の部分（既存）

階

合計

（　　） 合　　計（　　）
階高
（ｍ）

居室の天井高
（ｍ） 主用途

【設計諸元】

【許認可類】

％

【熱源方式】

【空調方式】

【外気処理方式】

【換気方式】

【排煙方式】

【その他】

【給水】

【給湯】

【排水通気】

【衛生器具】

【ガス】

【消火】

【汚水処理】

【雨水処理】

【プール】

【さく井】

【融雪】

９.防火対象物 （消防法施行令別表第１）：　　　　　　 　項　　・ イ　　 ・ ロ　　 ・ ハ

【自家発電】

【静止形電源】

【中央監視制御】

【幹線動力】

【電灯･コンセント】

【構内交換】

【電気時計】

【拡声】

【テレビ共同受信】

【機械警備】

【表示】

【インタ－ホン】

【ナ－スコ－ル】

【監視カメラ】

【構内情報通信網】

・ 屋内キュ－ビクル型 　・ 屋外キュ－ビクル型

・ 屋内　 　・ 屋外　 　・ 空冷 　   　・ 水冷

・ 鉛蓄電池式   ・ アルカリ蓄電池式  　

・ 監視盤（ ・ アナンシェータパネル  　・ 内照式液晶ディスプレイ　　・ ＣＲＴディスプレイ）

・ 単相３線　２１０／１０５Ｖ　・ 三相３線　２００Ｖ

・ 単相３線　２１０／１０５Ｖ　・ 単相２線（ ・ １００Ｖ  ・ ２００Ｖ）

・ ボタン電話式　・ 交換機式

・ 親時計　（ ・ 壁掛形　・ 自立形　・ ラック形）

・ アンプ　（ ・ 壁掛形　・ 自立形　・ ラック形）、　 　 ・ 業務放送　・ 非常放送

・ アンテナ（ ・ ＵＨＦ　・ ＶＨＳ　・ ＢＳ　・ ＣＳ）   ・ ＣＡＴＶ

・ 実装　 　　・ 空配管のみ

・ 伝送方式（ ・ 多線直接式　・ パルス式）　 ・ 表示部（ ・ ＬＥＤ　　・ マグネット）

・ 親子式 　　・ 相互式　　・ EV用配管配線

・ 同時通話方式 　・ 交互通話方式 　・ 自動交互通話方式

・ イ－サ－ネット方式  　・ ワイヤレス方式 　・ 配管配線

・ ル－プコイル方式　・ 赤外線ビ－ム方式

・ 突針方式　・ 棟上導体方式　　　・ 突針＋棟上導体方式　　　・ 

・ 表示盤 （ ・ 発光ダイオ－ド式　・ マグネット式）

・ 自動火災受信機（ ・ Ｐ型 　・ Ｒ型 　・ ＧＰ型　・ ＧＲ型）

・ 映像投射方式　（ ・ 前面　 ・ 背面） ・ 音響 （ ・ ワイヤレス方式　・ ワイヤード方式）

・ 舞台照明操作部（ ・ 壁掛形　　・ 卓上形）

・ スピーカー方式（ ・ 集中方式　・ 分散方式　・ 集中分散方式　・　　　　　　　　　　　　）

・ 低光度　　・ 中光度赤色　　・ 中光度白色 　・ 高光度

・ 架空線方式　　・ 地中線方式

・ 架空線方式　  ・ 地中線方式

・ ＣＡＴＶ対応　・ テレビ電波障害防除装置対応　・ 空配管

【避雷】

【入退室管理】

【火災報知】

【映像・音響】

【舞台照明・音響】

【航空障害灯】

【構内配電線路】

【構内通信線路】

【テレビ電波障害防除】

【駐車場管制】

・ 空冷ＨＰ　・ 空冷　　　・ 水冷　　　　・ 水熱源ＨＰ　　・ 蓄熱（ ・ 氷　・ 水）

・ 吸収式　　・ 冷凍機　　・ ボイラー　　・ チラー　　　　・ パッケージ

・ マルチ　　・ ＧＨＰ

・ ＡＨＵ＋単一ダクト　・ ＦＣＵ＋単一ダクト　・ ＦＣＵ（ ・ 床置型 ・ カセット型 ・ 隠蔽型）

・ ＨＰマルチ（ ・ カセット型　　・ 隠蔽型　　　　・ 床置型）

・ 空気調和機　 ・ 外調機　　　　・ 全熱交換型ファン

・ 機械換気　　 ・ 第１種換気　　・ 第２種換気　　・ 第３種換気

・ 自然換気

・ 自然方式　 　・ 機械方式　　  ・ 機械＋自然方式　 ・ 兼用方式（ ・ 空調　・ 換気）

・ 天井チャンバー方式　　　　  　・ スモークタワー方式

　 給水方式： ・ 直結　　　・ 重力　　　 ・ 圧送

　 給湯方式： ・ 中央方式　・ 局所方式（ ・ ガス　・ 電気）

　 排水方式： ・ １管方式　・ ２管方式 　・ 集合管方式

　 通気方式： ・ 伸頂方式　・ 結合方式 　・ ループ方式 　・ ドルゴ方式

・ 節水型　 　・ 抗菌仕様

・ 都市ガス（ ・ 低圧　・ 中圧）　・ ＬＰＧ

・ 消火器　　 ・ 屋内消火栓　 　　・ 屋外消火栓　　・ 連結送水管　　・ 泡消火

・ スプリンクラー（ ・ 予作動） 　・ 連結撒水（ ・ 内栓兼用）　　 　・ 粉末消火

・ 水噴霧　・ ガス系消火（　　　　　　　　　）　・ 移動式粉末　 　　・ ダクト消火

・ 合併式　：　　　　　　　　方式　　　　　　人槽　　　　　　　　 / 日

　　　　 　　放流水質ＢＯＤ　　　　　ＰＰＭ，ＳＳ　　　　　ＰＰＭ

・ 単独処理：　　　　　　　　方式　　　　　　人槽　　　　　　　　 / 日

　　　　 　　放流水質ＢＯＤ　　　　　ＰＰＭ，ＳＳ　　　　　ＰＰＭ

・ 除害施設：　　　　　　　　方式　　　　　　人槽　　　　　　　　 / 日

　　　　 　　放流水質ＢＯＤ　　　　　ＰＰＭ，ＳＳ　　　　　ＰＰＭ，ノルヘキ　　　　　ＰＰＭ

・ 下水放流　　・ 貯留方式　　・ 浸透方式　　　・ 浸透貯留併用方式

・ オーバーブロー方式　　 　　・ 一般方式　　  ・ オーバーブロー底部併用方式

・ 口径　　　　　　　　 　　　・ 深さＨ＝

・ 井水方式　　・ 温水方式　　・ 電気方式　　　・ 排熱利用法式

１.一般事項

ａ　設計図および特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修による

　　下記（以下工事項目ごとにそれぞれを「標仕」という。）の最新版による。

　　　建築工事　　　　　：公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

　　　電気設備工事　　　：公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）

　　　機械設備工事　　　：公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

　　ただし、改修工事は、設計図および特記仕様書に記載されていない事項について、国土交通省大

　　臣官房官庁営繕部監修による下記の最新版による。

　　　建築工事　　　　　：公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

　　　電気設備工事　　　：公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

　　　機械設備工事　　　：公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

ｂ　「標仕」用語の「監督職員」は民間(旧四会)連合協定「工事請負契約約款」の監理者と同義語と

　　する。

ｃ　建築構造については、本特記仕様書に併せて建築構造特記事項を適用する。

１）仕様書の適用

第１章以降の特記仕様書は、以下の取り扱いとする。

ａ　項目は番号に　　印の付いたものを適用する。

ｂ　上記項目に関する特記事項は、下記の選択式とは異なる記載事項および下記により選択された記

　　載事項を適用する。

　　１） ・ または　　印（以下 ・ 等とする。）の付いたもの。

　　２） ・ の付かない場合は+203B印の付いたもの。

ｃ　特記事項に記載の（  . . ）内の表示番号は「標仕」の当該項目、当該図または当該表を示す。

ｄ　品質性能上、製造者名を記入する場合は、「株式会社」等の記載は省略する。（　）内は製品名

　　を示す。

２）特記仕様書の取扱い

２.工事範囲

建 築 仮設

別途工事本工事工事項目

見積項目 工事範囲

土工

地業

躯体

内装

外装

熱源機器設備

ダクト及び制気口設備

配管設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

給水設備

給湯設備

排水設備

ガス設備

ＬＰＧ設備

消火設備

エレベーター設備

エスカレーター設備

小荷物専用昇降機設備

カーリフト設備

機械式駐車設備

ゴンドラ設備

搬送設備

ゴミ処理設備

造成及び擁壁

雨水排水

舗装

囲障

植栽

付属棟（簡易構造体等）

敷地外整備

解体・撤去

埋設物撤去

工作物撤去

別途工事本工事

工事範囲

見積区分 工事項目

見積項目

見積区分

１）発注方式

２）見積項目及び工事範囲

ａ　下記の発注方式（ ・ 印）とし、工事項目は次の　２）見積項目および工事範囲　による。

　　・　一括発注

　　・　分割発注

ｂ　コストオンとなる工事の有・無は、下記の ・ 印による。有の場合、コストオンする下記の工事

　　項目の発注区分は　２）見積項目および工事範囲　に示す。

　　・　無

　　・　有：

ｃ　本工事期間内に行われる別途工事の有・無は、下記の ・ 印により、有の場合は工事種目を下記

　　に示す。

　　・　無

　　・　有：

見積項目は本工事欄に　　印の付いた工事とする。

気送管設備

エアー配管設備

厨房機器設備

ろ過設備

医療用ガス設備

雨水再利用設備

浄化槽設備

排水再利用設備

プール設備

さく井設備

受変電設備

自家発電設備

静止形電源設備

中央監視制御設備

幹線動力設備

電灯･コンセント設備

構内交換設備

電気時計設備

拡声設備

テレビ共同受信設備

機械警備設備

表示設備

インタ－ホン設備

ナ－スコ－ル設備

監視カメラ設備

構内情報通信網設備

駐車場管制設備

避雷設備

入退室管理設備

火災報知設備

映像・音響設備

舞台照明・音響設備

航空障害灯設備

構内配電線路設備

構内通信線路設備

テレビ電波障害防除設備

衛生器具設備

融雪設備

山形県山形市清住町1-2-18

株式会社山形学校給食サービス　代表取締役　

更地

都市計画区域内

指定なし

指定なし

60

200

法22条地域

なし

（区分　08340）給食センター

34,073.82

70 200

鉄骨造

直接基礎

最高の軒の高さ　　：ＧＬ＋  9,335 ｍ　　　（水上鉄骨天端）

2

1

1

1

2

1

1

準耐火建築物　(不燃準耐)

・省エネ法

・水質汚濁防止法

※雨水処理、融電工事は建築工事

マシンルームレス　車椅子対応型、　45m／min × 1台

積載質量：100kg　、　45m／min ×2台

厨房設備（別途工事）

プレハブ冷蔵庫・冷凍庫（別途工事）

厨房設備

プレハブ冷蔵庫・冷凍庫

（ロードヒーティングは建築工事）

渡邉 輝夫

9,270.74

8,118.49

9,270.74

9,270.74

8,118.49

9,270.74

23.82 27.21

[給食センター]

1,262.88

7,892.71

1,262.88

7,892.71

3.6

4.5

[駐輪場]

28.3725 28.3725

[受水層ポンプ室]

17.50 17.50

[厨房除害槽機械室]

20.25

29.725

20.25

29.725

[自動車車庫]

19.305 19.305

9,270.74 9,270.74

厨房、事務室

休憩室他

駐輪場

ポンプ室

機械室

機械室

車庫

（詳細工事区分は平面図参照）

2.5

2.7

　　　書の単価精算により、その内訳書に出精値引がある場合は、同率に調整した単価精算とする。

ｆ　本工事を完成させるために本工事に付帯して当然必要な作業、材料等は設計図書に記載がない

　　場合でも本工事に含む。

ｇ　本工事に含まれる費用の補足

　　・施工、材料および製品の試験、見本等の作成、検査に要する費用。

　　・工事施工に必要な敷地周辺の障害となるものの移設と復旧。

　　・工事期間中の官公署への必要な届出、手続き、検査などの費用。

　　・工事用機器、材料などの取入れに必要な搬入口および通路の設置とそれらに伴う補強、および

　　　後片付け。

　　・開発工事による公共用地・施設などの帰属手続

　　・工事請負者による変更提案又は施工に伴い設計変更が生ずることにより、設計・監理及び許

　　　認可類・申請・届などの経費増を招く場合（例：特殊工法の採用、施工杭の偏芯発生など）

　　　は、工事請負者がその増加費用を負担する。

　　・これらの計画に際しては、事前に近隣住民の十分な了解を得ることによって、工事の進捗に差

　　　支えのないよう責任を持って処置する。必要な場合は近隣住民と工事協定書を取り交わす。

請負者は、危害防止対策、騒音・振動対策、工事用車両による交通障害対策、塵あい

　　　錆対策など工事の進行によって発生が予想される障害に対しては、事前に万全の工事計画を立

て実行し、その費用を負担する。

厨房設備、プレハブ冷蔵庫・冷凍庫

　　工事請負者はそれを正しく理解し、的確に工事を完成させる。

4H20 1

0 0

12

2規　模：地上　　　階・地下　　　階・塔屋　　　階- -

9.8 ０

300 300 30

空 調

換 気

設 備

撤去

解体・　

外構・  

開発

設 備

特 殊

機 械

昇降機

設 備

設 備

電 気

給排水

設 備

衛 生

　　３） ・ 印等と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

要求水準書、提案書

実測面積：

ｄ　本特記仕様書及び「共仕」に記載されていない基準等については、（社）日本建築学会「建築工

　　事標準基準書」の最新版に準拠する。

ｅ　ｄ項以外の基準等は下記による。

　　　によって承諾

　　・製品検査等における交通費、宿泊費

　　・工事

同等のものとする場合は監理者の承諾

ａ　着工に先立ち、設計図書の要点や監理方針などについて、監理者から工事請負者に説明を行う。

　　り、工事

　　・安全祈願祭

・ 監視盤　（ ・ 壁掛形　・ 自立形　・ ラック形）

H21 3 31 12

Ａ．工事概要 C．共通特記事項

B．建物概要

竣 工 図

山形市学校給食センター新築工事

山形県山形市大字村木沢字向川原4699-4他

着工：　　　　年　　月　　日 　　　　　竣工：　　　　年　　月　　日 　　（全工期　　ヶ月）

前面道路：敷地北東側　道路幅員　20ｍ

都市計画道路：敷地      側、計画幅員　　　ｍ（ ・ 事業決定　　・ 事業未決定　）北西 20

ｍ２

ｍ２ ｍ２

ｍ２ｍ２ ｍ２

ｍ２

３ｍ

３ｍ

３ｍ

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２
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１０ 工事の記録

１１ 工事関係提出図書

１２ 施工管理技術者

１３ 電気保安技術者

　　および改修工事に適用する「公共建築改修工事標準仕様書」に優先する。

ｂ　本特記仕様書および「標仕」に記載されていない基準等については、(社)日本建築学会「建築

　　工事標準仕様書」の最新版による。

ａ 監理者

   １）工事請負契約書および工事請負契約約款による監理者およびその代理者をいう。

   ２）「標仕」で規定している「監督職員」は「監理者」と読み替える。

ｃ　ｂの検査の結果、不合格の個所がある場合はすみやかに補正して、必要な手続きを行い、その結果

　　を監理者に報告する。

ｂ　別途工事との調整に当たって、監理者より指示のある場合はこれに従う。

ａ　設計図書に関する疑義は、工事請負契約前に質疑応答書をもって解決しておく。工事請負契約後に

ｂ　請負代金内訳書に誤謬あるいは脱漏があることを発見した場合は、監理者と協議する。

ａ　発生材の処理

　　特別管理産業廃棄物　　・ 無　 ・ 有：

　　引渡しを要するもの　　・ 無　 ・ 有：

　　汚染土壌　　　　　　　・ 無　 ・ 有：

　　再利用を図る発生材　　・　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　 

　　再資源化を図る発生材　・　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　 

ｂ　セメント・コンクリート廃材等のうち再生可能なものは、原則としてすべて再生プラントへの搬入

　　等を行い再資源化を図る。

ｃ　建設副産物の処理の方法・処分場所の選定には十分配慮し、関係法規等を遵守し適切な処分を行い

　　監理者に報告する。また、環境破壊、周辺からの苦情、事故等が発生しないよう十分注意する。

ａ　総合図

請負者は、各工事の施工に先立ち、各施工図の基準図となる総合図を作成する。

　　２）総合図は施工図作成に先立ち、建築・設備・その他別途発注工事請負者の情報をすべて盛り

　　　　込み、それらの接点の細部調整を行い、施工図作成の進捗に応じて常に更新して、監理者に

　　　　提出する。

　　　　設備その他の各関連工事各施工者は、協力して各工事の機器類等を元図に記載し、相互調整を

　　　　行う。

ｂ　模型、型板、見本など

　　１）工事を完成させるために必要な軽微な模型、型板、見本などは、施工に先立ち、監理者の指

　　　　示により制作して、承認を受ける。

　　２）承認を受けた見本は、使用個所、承認の記録を整理し、完成引渡し時まで保管する。

工事報告書の提出

　　書を月１回提出する。工事報告書には日付入りの工事写真（定点撮影を含む）を添付する。

ｄ　監理者の指示により、手直し工事を行った場合は、手直し工事完了報告書を作成（日付入りの

ａ　工事請負契約書に定める現場代理人は、下記の ・ 印または　　印の資格を適用する。

　　適用する資格が複数ある場合は、契約条件などに特に定めがない限り、そのいずれかの資格とする

　　が、いずれの資格も有さない場合は、監理者の承諾を受ける。

１級建築士

１級施工管理技士（各専門部門に適用）

電気主任技術者

建築設備士（建築設備技術者協会）

設備士（空調衛生工学会）

工事用電力の保安責任者に対する電気保安技術者の資格は下記による。

ａ　「標仕」（1.3.5）の規定以外の施工条件

　　・ 無　  ・ 有：

ｂ　請負者が行う近隣説明、または近隣協定等で、施工日・施工時間・施工方法等に制約がある場合

　　は、その記録を監理者に提出し、その内容を遵守する。

ａ　材料、機器の検査に伴う試験のうち監理者の立会いを要するものは、一般共通事項に定められたも

　　のおよび監理者の指示するものとする。

ｂ　試験方法はＪＡＳＳおよびＪＩＳを標準として、これらの規格制定のないものについては一般に認

　　められた方法から選定するものとし、監理者と協議する。

ｃ　試験は、公的試験所の場合を除き、原則として請負者が立会う。

・ 適用する（下記参照）　　 　・ 適用しない

適用工事種別

　１）・ 鉄筋工事（鉄筋施工） 

　２）・ コンクリート工事（型枠施工）

　３）・ 鉄骨工事（とび）

　４）・ ブロック、ＡＬＣ板工事（ブロック建築、ＡＬＣパネル施工）

　５）・ 防水工事（アスファルト防水工事作業、合成ゴム系防水工事作業、シーリング防水工事作業）

　６）・ 石工事（石材施工）

　７）・ タイル工事（タイル張り）

　８）・ 木工事（建築大工）

　９）・ 屋根工事（建築板金、スレート施工）

１０）・ 金属工事（鋼製下地作業(内装仕上げ施工)）

１１）・ 左官工事（左官）

１２）・ 建具工事（サッシ施工、ガラス施工）

１３）・ カーテンウォール工事（カーテンウォール施工）

１４）・ 塗装工事（塗装）

１５）・ 内装工事（プラスチック系床仕上げ工事作業、ボード仕上げ工事作業、表装）

１６）・ 植栽工事（造園）

ｂ　計画・立案は、工事目的物の品質および性能、工程管理の変更、工事工期、設計変更、変更に起因

　　する官公署等への認可及び届け等の手続きおよび費用負担を含めて行う。

　　１）着工後、すみやかに工事請負契約書および設計図書の内容を十分理解したうえ、工事目的物の

　　　　品質を確認するために必要な社内検査計画書を作成し、監理者に報告する。

　　２）社内検査計画書にもとづき検査を行い、工事目的物が工事契約書および設計図書に示した品質

　　　　を確保しているかどうかを確認し、その内容と結果を記録して監理者に提出する。

　　３）社内検査を行う時期は工事金の中間払いを受ける前、中間検査の受検前、竣工検査の受検前、

　　　　およびその他適時とする。

ａ　完成検査（竣工検査）は、引渡し検査に先立って行う。

ｄ　検査の結果、不適合箇所は全て記録し、その処理方法、処理予定期日などを記載して提出し、工事

　　の手直し後、社内完成検査報告書を提出する。

ａ　工事目的物が完成して、引渡しを行う前に引渡し検査を行う。

ｂ　引渡し検査は発注者が主体となり、監理者が補佐する。

請負者は社内組織としての受検体制を編成する。

請負者は手直し工事完了報告書を提出して、発注者の承認を受ける。

ａ　各所の鍵は、鍵合わせを行う。

ｂ　鍵は整理札を付けて、建具配置図ならびに鍵目録とともに鍵箱に収納して提出する。

ｃ　鍵数はマスターキーを含め、それぞれ３本を原則とする。

ｄ　鍵箱には建具の鍵に限らず、設備関係、操作ボックス関係の鍵類を合わせて収納する。

ａ　工事の着手・施工・完成に当たり、必要な書類を遅滞なく作成し、監理者に提出する。

ｂ　提出する書類の種別・内容は概ね下表により、提出部数は各々２部程度を見込む。

ｃ　提出時期、提出部数、提出書類の詳細は、監理者の指示による。

（１.１.１）

３ 官公署その他への届

　 出手続きおよび検査

４ 関連別途工事への協

　 力と調整

５ 疑義に対する協議等

６ 発生材の処理等

９ 施工図等 １４ 施工条件

１５ 材料の検査に伴う

　　 試験

１６ 技能士

１７ 工法の提案

１８ 現地調査

１９ 製造者・専門工事

　　 業者の選定

２０ 社内検査・自主

２１ 中間検査

２２ 完成検査

２３ 引渡し検査（検収）

２４ 竣工図・竣工写真

２６ 鍵の整理、提出

（１.１.２）

（１.１.３）

（１.１.７）

（１.１.８）

（１.３.８）

（１.２.３）

（１.２.４）

８ 施工計画書

請負者は、工事の着手に先立って、監理者の説明する監理方針を遵守する。

（１.２.２）

種　　別 内　　容

１．着工時書類

提出書類

２．設計製本図

３．工事費内訳明細書

４．敷地現況図及び写真

５．全体工程表

６．総合施工計画書

７．仮設計画書

８．施工図等作成工程表

９．施工計画書・施工要領書

１０．

材料・機器・協力業者選定届

１１．

総合図

１２．

施工図・機器製作図

１３．打合せ議事録

１４．検査・試験記録

１５．工事報告書

１６．法令等検査の記録

１７．竣工検査の記録

１８．検収の記録

１９．引渡し書類

１．１ 工事請負契約書（写）

１．２ 着工届

１．３ 現場代理人届

１．４ 施工管理技術者届

１．５ 現場員編成表

１．６ 事業所組織図

１．７ 社内検査計画書

１５．１ 月間・旬間工程表

１５．２ 作業内容・気象

１５．３ 施工記録（写真添付）

１５．４ 不適合品の管理の記録

１５．５ 出来高調書

１６．１ 検査記録（中間・竣工等）

１６．２ 手直し工事完了報告書（中間・竣工等）

１７．１ 社内完成検査報告書

１７．２ 検査記録（竣工検査）

１７．３ 手直し工事完了報告書（竣工検査）

１８．１ 検収記録

１８．２ 手直し工事完了報告書（検収）

１９．１ 工事竣工届

１９．２ 建物引渡し書・受領書

１９．３ 鍵・予備品等引渡し目録

１９．４ 専門工事業者・材料・機器の実施リスト

１９．５ 諸性能試験記録

１９．６ 保守管理連絡先一覧表

１９．７ 機器取扱説明書

１９．８ 保証書

１９．９ 官公署許認可・届書類

（１.３.２）

建築資　　格 電気 空調 衛生 昇降機

（１.３.３）

（１.３.５）

（１.４.４）

（１.５.２）

（１.５.８）

（１.５.２）

着工時

施工計画

・工事中

完成時

完成図等　　　　　形式 内　　容

１．原図

２．原図（縮小）

３．折込製本

４．観音製本

竣工原図からトレペへ縮小コピーする

竣工図

　　 ・竣工施工図の

５．縮小観音製本

7．デジタルデータ

Ａ１サイズ

Ａ３サイズ

Ａ４版

Ａ２版

Ａ４版

ＣＤ－ＲＯＭ

建築主 監理者

提出部数

二つ折ケース（Ａ４サイズ）

金文字入り黒表紙

文字打ち込み

合分冊：監理者の指示による

仕様：下記参照

文字打ち込み

合分冊：監理者の指示による

竣工写真

1

1

1

1 ２

２

１．カラープリント

２．同上のポジフィルム

３．

主要５カット

キャビネ版

（４Ｘ５）

1

仕様：下記参照

1

1 ２
デジタルデータ

ＣＤ－ＲＯＭ

アルバムに編集する

竣工施工図

１．

２．

３．デジタルデータ

ＣＤ－ＲＯＭ

観音製本

縮小観音製本

Ａ２版

Ａ４版

文字打ち込み

文字打ち込み

合分冊：監理者の指示による

指定する建築写真家の撮影による。撮影個所、アルバム

プリントパネルの形状は、監理者と協議し決定する。

１ 及び２ についての提出要否は、監理者の指示による。

建築主、監理者に提出する竣工施工図の範囲は、監理者との協議による。

　　※ （株）ＳＳ東京　Tel.03-3719-1141

　　・　

　　デジタルデータの仕様は以下による。

竣工図 竣工施工図竣工写真

１．８ 損害保険証書（写）

土木 造園

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

昇降機検査資格 ・

技術士（各専門部門に適用） ・ ・ ・ ・ ・

　　 （竣工検査）

1

２７ ＣＡＤデータの

　　　　　 　　　提出

　　　　　　　　利用

ａ　工事請負者は工事請負契約書および設計図書に規定するかし担保の期間内に、竣工引渡しの工事目

　　的物の工事全般について、かしおよび損耗に関する調査書（調査項目、調査時期、調査方法等を

　　含む）を作成して監理者に報告し、協議する。

ｂ　工事請負者は、調査書にもとづき調査を行い、結果を記録して監理者に提出する。

ｃ　工事請負者は、工事目的物にかしが認められた場合は、監理者と協議して工事請負契約書にもと

　　づく処置を行い、結果を監理者に報告する。

２８ かし担保等

７ 環境への配慮 ａ　環境負荷の低減

　　グリーン購入法により、環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

ｂ　室内空気汚染対策

　　建築基準法施行令第２０条の５及び第２０条の６の規制によるほか、工事請負者は、以下により、

　　竣工引渡し後に人体に有害な化学物質による室内空気汚染を防ぎ、より有利な室内空気質の環境を

　　確保する。

　　（１）厚生労働省が有害な化学物質を特定し、その室内空気濃度の指針値を設定した化学物質につ

　　　　　いて、使用する内装建材からの発散情報を調査し、有害な化学物質を発散しないもの、又は

　　　　　発散がより少ないものを選定する。

　　（２）ホルムアルデヒド発散建材を選定する場合は、原則としてＦ☆☆☆☆等級のもの又は同等品

　　　　　以上のもの（含 大臣認定品）を選定する。

　　（３）特に住宅、幼児・児童施設、老人施設、病院、保健・健康施設および不特定多数が利用する

　　　　　施設（公共施設、物販店舗 等）は、選定する建材の最新版カタログおよびその材料のＭＳ

　　　　　ＤＳを添付した「材料選定一覧表」を作成し、監理者の承諾を得て材料選定を確定する。

　　　　　やむをえない理由で有害な化学物質の発散がより少ない建材を選定できない場合は、「材料

　　　　　選定一覧表」に材料選定した理由を記入して監理者に提出する。

　　（４）材料の変更および顔料等の配合に影響する色彩の決定・変更を行った場合は、建材のＭＳＤ

　　　　　Ｓを更新し、監理者に提出する。

　　（５）次の内装建材については、上記（１）～（４）を準用して適用する。

　　　　　１）ワックス

　　　　　２）シーリング材

　　　　　３）ホルムアルデヒド発散建材の使用面積規制を受けない以下の部分の内装建材

　　　　　　　・回り縁、巾木、手摺等の部分（１／１０規制の適用内外に拘わらず）

　　　　　　　・建具、作り付け家具等の枠等の部分（１／１０規制以内の適用内外に拘わらず）

　　　　　　　・その他 面的な扱いを受けない部分（１／１０規制以内の適用内外に拘わらず）

　　　　　を定め、施工中および施工後の換気を十分に行う。特に、美装工事後の化学物質の発散促進

　　　　　期間を定め、効果的な換気等を十分に行う。

ｃ　化学物質の濃度測定　　　　・ 適用する　　 　・ 適用しない

　　（１）測定は以下による。

　　 検査

（１.４.１）

６．修正ＣＡＤデータ 竣工図データ
1

（検査済証を添付）

２５ 申請図書の整理と

　　 提出

法定保管図書の内訳
内　　容

１．確認申請図書・確認済証

２．計画変更確認申請・確認済証

３．中間検査申請書・中間検査合格証

４．完了検査申請書・検査済証

５．消防法に係る申請書

建築主 監理者（設計者）

保管先

申請書、添付書類及び写真一式

報告書、添付書類及び写真一式

写し1部副本 申請書、図面、計算書（データ共）

認定書、添付書類一式写し1部副本

写し1部副本

写し1部副本

申請書、図面、計算書、

認定書、添付書類一式６．その他関係法令による申請書

写し1部副本

写し1部副本

７．工事監理報告書（建築士法） 写し1部副本

市

ＣＤ－ＲＯＭ

２

２

1

1

1

請負者は、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等の種別、手順、時期等を一覧表

　　にして、あらかじめ監理者に提出する。

請負者は、関係官公署その他関係機関の立会い検査を必要とするものは、監理者と打合せのう　

　　え検査を受け、その結果を監理者に報告する。

請負者は別途工事の施工に協力す

　　ると共に、円滑な工事進捗が行われるように調整する。

　　発見されたものは、すみやかに監理者に報告してその指示を受ける。この場合、原則として請負代

　　金額の増額はしない。

建物の保守に使用できる仕上材

請負者の　

（１.５.９）

施工箇所 種別 個所数／室

・ ホルムアルデヒド

・ トルエン

・ キシレン

・ エチルベンゼン

・ スチレン

・ パラジクロロベンゼン

種別

・ 厚生労働省の基準による

　（シックハウス問題検討委員会）

・ 国土交通省の下記基準による

　 ・ 品確法　　　・ 公営住宅法

・ 文部科学省の基準による

　（臨時環境衛生検査）

・ ・ 

・ 

・ 

学校環境衛生の基準

（文部科学省）

4部屋程度

　　（２）厚生労働省が設定した指針値以下となる測定結果を得るために、工事請負者は必要な工事

　　　　　対策を講じる。

　　（３）測定結果は、監理者に報告し、上記の指針値以下であることを確認した報告書を引渡し前

　　　　　に提出する。

請負者は、工事の着手に先立ち、工事運営の基本的な目的・条件（監理方針を含む）を明確に　

　　し、工事管理の手順を総合的に計画して総合施工計画書を作成し、監理者に提出する。

請負者は、総合施工計画書にもとづき、各工種別の施工計画書等を作成して、監理者に提出する。

請負者は工事の進捗、打合せ事項、指示事項、現場行事、材料の搬入などの状況を示す報告お

　　よび出来高対照表、作業内容・気象、施工状況略図（各階平面キープラン等）を記載した工事報告

請負者は、工事施工の一工程を完了した場合は、その施工が設計図書および施工図に適合する

請負者は、監理者の指示する検査を受けて、検査記録を提出する。

　　ことを検査または確認して、検査・試験記録を監理者に随時提出する。

ｂ　現場代理人および管理技術者または主任技術者は本工事に専任し、原則として現場に常駐するもの

　　とする。非常駐とする場合は監理者の承諾を受ける。

　　※　適用する　　　　・　適用しない

ｂ　現地調査は、工事によって影響を受ける可能性のある以下のような項目について行い、その現況を

　　十分に把握して敷地現況図に盛り込む。

　　１）敷地周辺の環境、周辺の建物、周辺道路の交通状況、道路規制の有無、道路幅や作業時間規制

　　　　など。

下構築物などの詳細な状況。

　　３）敷地周辺および周辺道路に埋設されている上下水道、ガス管、電気ケーブル、マンホールなど

　　　　の仕様、位置、レベル、重要度など。

ａ　工事の着手に先立ち、次の事項および監理者の指示する事項について、現地調査を行い、その結果　

　　分反映させる。

　　を図面および書面、写真にまとめ、速やかに監理者に報告する。それらの調査結果は仮設工事に十

ｄ　製造者・専門工事業者選定届の記載事項は下記による。

　　１）指定の有無

　　２）専門工事業者および製造者（代理店扱いの場合は併記する）

　　３）電話番号およびＦＡＸ番号

　　４）担当者名

　　５）摘要欄

請負者の総括のもとに、各製造者および専門工事業者の作業分担および責任範囲を明らかにし　

　　た選定届を監理者に提出する。

請負者は、契約内容の履行を保証するために、現場組織とは別個の自己検査組織を編成して以　

請負者は、上記の社内検査とは別に、現場組織による自主検査を行う。自主検査は、各工種ご　

　　との工事工程の管理を適切に行い、工事目的物が工事契約書および設計図書に示した品質を確保さ

　　れているかどうかを確認し、その内容と結果を記録して監理者に提出する。

請負者は、監督官庁その他の検査での指摘事項はすべて記録して、指摘事項の改善方法、今後の

対策などを盛り込んだ中間検査報告書を作成し、指摘状況および改善状況を写した写真を添えて監理

者に提出する。

ｂ　監督官庁その他の検査は、請負者がその責任において受検し、検査の結果は、中間検査の検査記録　

　　に準じて検査記録を作成し、監理者に提出する。監理者の立ち会いについては協議による。

請負者は、工事を完了して完成検査を受ける前に社内検査を行い、工事目的物が完成後充分に　

　　機能することを確認してその結果を記録し、完成検査前に提出する。

請負者は監理者の竣工検査を受け、検査の結果は上記ｃに準じて行い、検査記録、手直し工事　

　　完了報告書を提出する。

、手直し予定期　

　　日などを記載して、発注者の承認を得て手直し工事を行う。

ｂ　撮影カット数は　　　　　　　枚程度とし、撮影箇所・アルバムの仕様等は、監理者と協議する。

　　なお、データの収録方法、ＣＤ－ＲＯＭの体裁等の詳細は、監理者の指示による。

工事請負者は建築基準法及び関係法令により申請した申請書（副）（以下法定保管図書という。）を

整理し、建築主及び監理者に提出する。

工事請負者は監理者の指示する要領で法定保管図書を整理する。写し1部については原本図書のスキャン

に依るPDFデータをCD-Rとして整理し、建築主及び監理者に提出する。

工事請負者は、施工図等の作成のため、または竣工図作成のために、設計図のＣＡＤデータを借用する

場合は、株式会社ＩＮＡ新建築研究所の定めるＣＡＤデータ貸し出しの取扱いに従い、建築主および設

計者に一切の不利益を生じさせてはならない。

　　　　　責任において原因究明と手直し工事を行い、監理者に報告する。

　　（６）（１）に規定する厚生労働省が特定した化学物質を発散する材料の施工は、工法・施工時期

ａ　工事

ｂ　工事

ａ　工事を完成するために密接に関連する別途工事については、工事

再利用可能なものは全て活用する事

再資源可能なものは全て活用する事

請負者は、引渡し後に内装建材による室内空気汚染が発生した場合は、工事　　（７）工事

ａ　工事

ｂ　工事

ｃ　工事

ｄ　工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。

　　工事写真添付）して、監理者に随時提出し、月報にまとめる。

ｃ　工事

ｂ　工事

ａ　工事

　　　　る。展開図においては、パネル割りやＰコン割りを記入する。

　　３）監理者の指示により、建築工事請負者が元図（平面図、展開図、天井伏図等）を全室作成す　

　　１）工事

請負者から設計図書に定められた工法以外で、所定の品質および性能の確保が可能な工法の提　

　　案がある場合は、工事請負者の責任において計画・立案し、監理者と協議する。

ａ　工事

　　２）近隣建物の損傷程度や構築物の構造、形状、特に基礎、地

請負者は、主要材料、製品、機器およびそれらの製造者および専門工事業者については、あら　ａ　工事

　　かじめ監理者の承諾を受ける。

ｂ　指定がない場合または「同等以上」とする場合は、その判定に必要な資料を提出して監理者の承諾

　　を受ける。

ｃ　工事

ａ　工事

　　下の事項を行う。

ｂ　工事

工事

ｃ　工事

ｅ　工事

ｃ　工事

ｄ　検査の結果、不適合箇所はすべて記録し、監理者とその手直し方法を検討した上で

ｅ　手直し完了後、工事

ａ　竣工写真は、建築写真家の撮影により、以下同等以上とする。

を作成する。

日以内に提出する。請負者は工事請負契約時の設計図ＣＡＤデータを竣工時の設計図に修正して竣工図

請負者は、以下の竣工図、竣工写真および竣工施工図を作成して以下の内容にまとめ、竣工後３０工事

１ データ仕様

　・メインカット(外観など数枚)のサイズは長辺3500

　　pixcel以上(デジタルカメラも同サイズとする。)

２ ファイル形式

　・メインカットはTIFFファイル形式とする。(ただし

　　マルチTIFFファイルは不可、一面一ファイルとする)

３ ファイル名：

　 ”(当社指定のPCナンバー５桁)＿連番＿写真説明文字”

　 で作成。　

４ アルバム収録写真全カットと同じ内容・枚数とする。

仕様：Ａ１サイズ：

　・フィルムスキャンを基本とし、プリントと同じ色合　

　　わせをする。

　・一般カットのサイズは長辺2000pixcel×短辺なり

　　ゆき(デジタルカメラ撮影も同サイズとする。)

　・TIFF以外のファイル形式(jpgなど)は監理者協議の　

　　上決定とする。

　　　のＴＩＦＦを

　　　３００ｄｐｉ　

　　　原則とする。

　　　ただし、

　　　マルチTIFFファ

　　　イルは不可、一

　　　　　　する

　　  面一ファイルと　

仕様：Ａ１サイズ：

　　　のＴＩＦＦを

　　　３００ｄｐｉ　

　　　原則とする。

　　　ただし、

　　　マルチTIFFファ

　　　イルは不可、一

　　　　　　する

　　  面一ファイルと　

ａ　本特記仕様書は、図面および国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」

１ 適用範囲

２ 用語の定義

第１章　一般共通事項

竣 工 図

1 1
CADデータとする。

※市提出分はJWデータ、他はDXFデータとする。

35
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・ 16（Ｃ種）防水ブロック　厚さ(mm)　・ 140　　・ 150　　・ 190

「標仕」表8.3.1および下表による

ａ　パネルの仕様・工法

　　ロックウール充填　　　・ 充填品　　　・ 非充填品

ｂ　パネルの長さ、耐火性能等は図示による。

ｃ　耐火構造および防火区画における取付け金物は、ロックウールの耐火被覆を行い所定の耐火性能を

　　確保する。

（８.２.２）１ 補強コンクリート

   ブロック造

２ コンクリートブロッ

　 ク張壁および塀

３ ＡＬＣパネル

４ 押出成形セメント板

（８.３.２）

種　別

配管ピート内人通溝 ・ 100　・ 150　

外壁 ・  1 5 0　

外壁の化粧積み ・  1 5 0　

箇　所 厚さ（ｍｍ）

・ ０８（A種）普通ブロック

・ １６（C種）普通ブロック

・ １６（C種）防水ブロック

（８.４.２）（８.４.３）（表８.４.３）（表８.４.４）

施工箇所

・ 外壁用パネル

・ Ａ種（パネル縦使いスライド）

・ 床用パネル

・ 間仕切用パネル

種　別（取付工法）厚さ(ｍｍ)

・ Ｂ種（パネル横使いボルト止め）

・ Ｃ種（パネル縦使いロッキング）

・ Ｂ種（パネル横使い）

・ Ｃ種（パネル縦使い）

・ Ｅ種（パネル縦使い）

・ 屋根用パネル ※  「標仕」(8.4.5)による

※  「標仕」(8.4.5)による

（８.５.２）（表８.５.１）（表８.５.２）（表８.５.３）

・ Ａ種（縦使いロッキング）

・ Ｂ種（横使いスライド）

パネル工法施工箇所 厚さ（ｍｍ）表面形状

・ デザインパネル（図示）

・ タイルベースパネル

・ 75　・ 100

・ 50　・ 60

・ 60

・ 外壁

・ Ｂ種（横使い）

・ Ｃ種（縦使い）

※ フラットパネル

・ デザインパネル（図示）

・ タイルベースパネル

・ 35　・ 50　・ 60

・ 50　・ 60

・ 60

・ 間仕切

（表９.２.１～表９.２.８）

アスファルト防水の仕様は以下による。

   

      

      

      

      

      

      

      

      

  

・ コンクリート　・ 屋　

外

密着 ・ Ａ-１

・ コンクリート　・ ・ Ａ-２

・ コンクリート　・ 密着 ・ ＡＩ-１

・ コンクリート　・ 断熱 ・ ＡＩ-２

・ コンクリート　・ 絶縁 ・ Ｂ-１

・ コンクリート　・ ・ Ｂ-２

・ コンクリート　・ 絶縁 ・ ＢＩ-１

・ コンクリート　・ 断熱 ・ ＢＩ-２

密着 ・ Ｅ-１

・ Ｅ-２

・ コンクリート　・ 密着 ・ Ｅ-１

・ コンクリート　・ ・ Ｅ-２

屋内

（表９.３.１）

１ アスファルト防水

２ 改質アスファルト

　 シート防水 トーチ工法　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

 

　　　絶縁用シート

　　　　　　※ 発泡ポリエチレンシート(2.0ｍｍ)　　・ 防水剤製造者の仕様による

　　　を受けて施工する。

　　　Ｓ－Ｆ１・Ｓ－Ｍ２の仕上塗料塗り

　　　　　　・ シルバー　　・ カラー

（表９.４.１）３ 合成高分子系ルー

　 フィングシート防水

４ 塗膜防水

厚さ（ｍｍ）施工箇所

・ Ｓ－Ｆ１（加硫ゴム系）接着工法 ・歩行　・非歩行

・ Ｓ－Ｆ２（塩化ビニル樹脂系）接着工法

・ Ｓ－Ｆ３（熱可塑性エラストマー系）接着工法

・ Ｓ－Ｍ１（加硫ゴム系）絶縁工法

・ Ｓ－Ｍ２（塩化ビニル樹脂系）

※  1 . 2　

※  2 . 0　

※  1 . 5　

※  1 . 5　

※  1 . 2　

・歩行　・非歩行

・歩行　・非歩行

・歩行　・非歩行

・歩行　・非歩行

使用区分

（表９.５.１）（表９.５.２）

種別

保護、仕上施工箇所

・ Ｘ－１（ウレタン２回塗）通気緩衝シート

・ Ｘ－２（ウレタン３回塗）補強布

・ Ｙ－１（ゴムアスファルト系）

仕上塗料　・ シルバー　・ カラー

仕上塗料　・ シルバー　・ カラー

※ 保護緩衝材

・ 

種別

・ Ｙ－２（ゴムアスファルト系） ・ 保護コンクリート　・ 保護モルタル

２ 仮設計画書

１ 敷地の状況確認 （２.２.１）

　　１）敷地境界と建築物等の位置

　　２）敷地および道路の高低と建築物等のレベル設定

　　３）その他の関連事項

　　・ その他 ：

工事の着手に先立ち、以下の事項を含む仮設計画書を作成して監理者に提出する。

３ 仮囲い

工事現場の敷地周囲の仮囲いは、下記による。

（２.２.４）

４ 監理者事務所 ａ　監理者事務所の規模

　　・ １０　 程度　　　  ・ ２０　  程度　　　  ・ ３５　 程度

　　・ ６５　 程度　　　  ・ １００　 程度　     ・ 　　　 程度

　　・ 上記規模の他に会議室（施工者と供用で可　　　　　 　 程度）

　　・ 上記規模の他に休憩室、更衣室　　　　　　 程度

　　※ 上記およびその設備、備品に要する費用は、維持、運用費を含め工事費に含む。

ｂ　監理事務所の仕上げは、仮設事務所の標準的な仕様とするが、監理者と協議する。

ｃ　監理事務所の設備、備品等

　　１）以下を備える。ただし、請負者と供用する場合は監理者の承諾を受ける。

　　　　○ 電話　　　　　　　○ 机・いす　　　○ パソコン・プリンター　○ 製図道具一式

　　　　○ 見本棚　　　　　　○ 書棚　　　　　○ 図面棚　　　　　　　　○ 事務用品

　　　　○ 複写器　　　　　　○ ＦＡＸ　　　　○ 作業着（上下）　　　　○ 雨かっぱ・防寒着

　　　　○ ゴム長靴・安全靴　○ 安全帯　　　　○ 検査道具一式　　　　　○ 衣料ロッカー

　　　　○ ホワイトボード　　○ 消火器　　　　○ 懐中電灯　　　　　　　○ 安全帽

　　　　○ 冷暖房設備　　　　○ 表示看板　　　

　　　　※パソコンはワード・エクセル・オートキャドおよびメールのソフトを備え適切な利用ができ

　　　　 るものとする。

　　２）上記以外（ex.応接セット、洗面設備、冷蔵庫、給茶設備、掛時計、温湿度計等）は、監理者

　　　　と協議して必要な場合は備える。

　　３）安全帽、表示看板の仕様（ロゴマーク、タイプ等）は、監理者の指示による。

（２.３.１）

５ 工事看板 設計事務所による工事監理であることを示すサインを設置する。看板（サイン）の仕様は監理者の指示による。

６ 工事用水

７ 工事用電力

６ 床付け

５ 排水（遮水）

４ 根切り

３ 事前の確認事項

２ 建設発生土の処理

・ 乱された部分、凍結した部分の処理

・ 構内指定場所に敷きならし　　　 　・ 指定なし

・ 地盤　　　　　・ 地下水　　　　　・ 既存構築物

・ 埋設物　　　　・ 近隣の状況処理

１ 埋戻し及び盛土

他現場の建設発生土の中の良質土

種　別

・ Ｄ種

・ Ｃ種

※ Ｂ種

・ Ａ種

再生コンクリート砂

根切り土の中の良質土

山砂の類

材　料

（３.２.３）（表３.２.１）

水締め、機器による締固め

機器による締固め

機器による締固め

水締め、機器による締固め

工　法

７ 山留め

（３.２.５）

（３.２.１）

（３.２.２）

（３.３.１）

下記の事項について十分検討を行い、適切な対策を講じて逆打ち計画書を作成して監理者に提出する。

　１）予想される先行応力に対する躯体の補強

　２）躯体とは別に仮受け支柱を設置する場合の工事への影響

　３）躯体コンクリートの水平打継ぎ部に生ずる空隙その他の欠陥

　４）作業条件に伴う工事目的物への影響

　５）その他の必要事項

８ 逆打ち工法

１ 施工管理技術者 （７.１.４）

２ 耐火被覆

・ ラス張りモルタル塗

・ 耐火板張

・ 耐火材吹付

種　別

・ セラミック系耐火材コテ押え

・ けい酸カルシウム板

・ 湿式吹付ロックウール

・ 半乾式吹付ロックウール

・ 乾式吹付ロックウール

・ セラミック系耐火材吹付

－

材料・工法 部位

（７.９.２）

建築基準法施行令第107条の規定による要求性能を有するものとする。

・

・

・

・

・

・ 耐火塗料

３ 溶融亜鉛めっき

　　　　　　　・ 露出鉄骨部材の一部： ・ 外階段　　・ 鉄骨庇　　・ 広告塔　　・ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　　　　・　

亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえ

　　　　　　　・ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　+203B Ｃ種

・ 亜鉛めっき面錆止め塗料

　　　　　　　・ Ｂ種　JASS 18 M-109：変性エポキシ樹脂プライマー（屋外、屋内に使用）

　　　　　　　・ Ｃ種　JPMS-21：水系錆止めペイント（屋内に使用）

付着量

　　型鋼および鋼板類の亜鉛めっきは、最小板圧に対するめっき付着量とする。

（７.１２.３）（１４.２.３）（表１４.２.２）（１８.２.４）（表１８.２.３）

溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

表面処理方法

※ Ａ種

種別

・ Ｃ種

・ Ｂ種 ＪＩＳ Ｈ８６４１

規格番号 規格名称

ＨＤＺ３５

ＨＤＺ４５

ＨＤＺ５５

記　号

２種

めっきの種類

１.６以上

３.２以上

４.５以上

最小板圧

（ｍｍ）

（表１８.３.２）

・ １６（B種）普通ブロック 間仕切壁、地下二重壁、塀 ・ 100　・ 150　

備　　考

　 セメント板の耐風圧

５ ＡＬＣ・押出成形

ａ　変形に対する性能

　　１）面内性能（追従性）

　　　 １ パネルおよび取付け金物は、下記の層間変位量に対して右欄の程度を超えない。

（８.２.２）

　 ・耐震性能基準

備　考

階高の１／３００

　かつ１２ｍｍ以内

　かつ２５ｍｍ以内

層間変位量 程　度

保護層（仕上材） 施工箇所

保護

防水

標準仕様書
種　別

絶縁

露出単層防水用 Ｒ種

厚さ　+203B 4.0ｍｍ

　　　・　

非露出複層防水用Ｒ種

厚さ　+203B 2.5ｍｍ

　　　・　

露出複層防水用Ｒ種

厚さ　+203B 3.0ｍｍ

　　　・　

非露出複層防水

用Ｒ種

厚さ

  +203B 2.5ｍｍ

  ・　

・

ＡＳ－１

・

ＡＳ－２

改質アスファルトシート

下層用 上層用
増張用シート 備 考種別施工箇所

改質アスファルトシート

備 考

を

　　　受けて施工する。

・ 横使いアンカー工法 製造会社の仕様による

露出

防水

保護

防水

地下外壁

屋内

・ Ｄ種（パネル縦使い）

外壁用パネルＢ種による

外壁用パネルＣ種による

表8.4.4

表8.4.4

　 　　 　　（ＥＣＰ）

記号

Ｄ

Ｔ

Ｆ

Ｄ

Ｔ

※ フラットパネル ・ 35　・ 50　・ 60Ｆ

庇

（７.９.７）

（７.９.４）

（７.９.５）

（３.３.３）

・

・
・ 耐火材巻付け

（７.９.６）

・ １００

・ １２０

・ １５０

・ 　７５

・ １００

・ １２０

・ １５０

ａ　パネルの取付け工法

ｂ　パネルの化粧加工、長さ、耐火性能等は図示による。

ｃ　耐火構造および防火区画における取付け金物は、ロックウールの耐火被覆を行い所定の耐火性能を

　　確保する。

・ 外壁用ライトパネル ・ 　５０ 製造会社の仕様による

・ Ｄ-１

・ Ｄ-２

・ この項は「標仕」（9.1.2）、（9.1.3）を適用する。

     

     

     

     

一般事項

　１）請負者は防水専門工事業者とともに、下地処理を含め責任施工を行う。

　２）防水層は、そのメーカーの責任ある仕様で施工する。

材料

　１）防水剤は、JIS A 1404（建築用セメント防水剤の試験方法）による公的機関の試験所での

　　　試験成績表を添付する。

　２）セメント・砂・水などは、１５章（左官工事）による。

下地

　１）モルタル防水の下地となる鉄筋コンクリートは、密実なコンクリートを打設する。

　２）コンクリート壁面で、モルタル防水箇所の型枠緊張剤はコーンを使用する。

　３）コンクリートスラブ面は不陸のないように木ゴテ押えとする。

　４）ルーフドレインはコンクリート打込みとする。

工法

　１）防水層施工の前に以下の下地処理を行う。

　　 １ コーン部

　　　 イ.樹脂エマルションやゴムラテックスを混入したポリマーセメントモルタルで外壁面まで埋め

　　　　　る。

　　　 ロ.次にコーン周囲径 100ｍｍ以上の範囲に高分子系セメント防水剤を塗布する。

　　 ２ 打継ぎ目地は、下記イ・ロ・ハの順序で処理する。

　　　 イ.不良部分を取り除き、未地部に高分子系セメント防水剤を塗布する。

　　　 ロ.樹脂エマルションやゴムラテックスを混入したポリマーセメントモルタルで外壁面まで埋め

　　　　　る。

　　　 ハ.次に幅 100ｍｍ以上の範囲に高分子系セメント防水剤を塗布する。

　　 ３ ひび割れのある箇所

　　　 イ.ひび割れの幅が 0.3ｍｍ未満の場合は、合成ゴム系防水剤を幅 50ｍｍでパテかいする｡

　　　 ロ.ひび割れの幅が 0.3ｍｍ以上の場合は、ひび割れ部にエポキシ樹脂注入を行い、外壁面に

　　　　　は幅 50ｍｍで合成ゴム系防水剤をパテかいする。

　　 ４ じゃんかなどの不良個所

６ ステンレスシート

７ モルタル防水

（ＪＡＳＳ 8.2）

施工箇所 材質 厚さ（ｍｍ）

※ SUS304 ※ 0.4 ・ Ｎ ２Ｄ（ダル）

・ SUS316 ・ ・ 焼付塗装

・・・

備　考表面処理

・ 防水剤はJISによる試験に合格またはJASSの規格に適合したものとし、防水剤製造者の仕様に基

　 づき施工する。

５ セメント系塗膜防水 （９.１.２）（９.１.３）

施工箇所

・ 水和凝固形塗布防水

・ ケイ酸質系塗布防水（浸透性塗布防水）

・ セメント防水

種　別 備　考

　 防水

施工箇所 備　考８ その他の防水 種別等

・ １２５

防火区画部（飛散防止要）

陸屋根（室外機置場）

陸屋根

設備基礎

屋根（ZR） ハイタフシート

工事の着手に先立ち下記事項の確認を行い、その結果設計図書に定められた条件を満足させることが不

可能になった場合には、すみやかに監理者に申し出て、その措置について協議する。

○ 敷地状況図

○ 周辺状況図・近隣関係概要図

○ 看板・仮設建物の概要・配置計画

○ 搬出入路計画

○ 仮設荷場計画

○ 発生材処理計画

○ 環境配慮計画

○ 敷地・道路現況図・写真

○ 仮囲い

○ 足場・桟橋・防災設備計画

○ 工事用機械器具概要・配置計画

○ 仮設動力・ガス・用水計画

○ 警備・保安・安全計画

○ 近隣対策計画（工事説明・公害対策等）

25人程度の会議が可能な広さ

構内既存の施設　　　※ 利用できない　　　・ 利用できる（　※ 有償　　・ 無償）

構内既存の施設　　　※ 利用できない　　　・ 利用できる（　※ 有償　　・ 無償）

　　　良質土とは原則として、粘土分の少ない砂質土とする。

※ 場外搬出適切処理　　　　　　　　 ・ 構内指定場所にたい積

※ のり面の崩壊防止　　　　※ のり面の荷重・振動防止　　　　　・ のり面養生

※ ひび割れの観察・地表面の移動測定

※ 流入水の排水、遮水　　　※ 排水による周辺への影響防止　　　・ 地盤改良

※ 監理者の抽出検査（設計床付面に対して不陸５ｃｍ未満）

め計画書を作成し、監理者に提出する。

※ 適用する　　・ 適用しない

適用範囲　　　※ 屋外露出鉄骨部材

　　　　　　　※ Ａ種　JIS K 5629：鉛酸カルシウム錆止めペイント（屋外、屋内に使用）

※ 16（Ｃ種）普通ブロック　厚さ(mm)　・ 140　　・ 150　　・ 190

　　　 ２ 建物本体の最大層間変形角（・ 1/100　・ 1/125　・ 1/150　・  /    ）による

　　　　　変形に対しては、パネルの破損、脱落を発生させない。

　　２）面外性能

　　　 １ パネルの最大たわみは、支点間距離の1/100以下、かつ20ｍｍ以内とし、有害な亀裂の

　　　　　発生及びたわみの残留等がない。

　　　 　 ただし、下記の条件による。

　　　　　　・ 地震力：震度　水平方向　1.0

　　　　　　・ 設計用風圧力（建築基準法）

　　　 ２ 建物本体の変形に追従するパネルの面外変形に対しては、１）面内性能 １ の階高を支点間

　　　　　距離と読み替えて各層間変位角に対して、程度欄の内容を越えない。

ｂ　強度に対する性能

　　　パネルおよび取付金物は、風圧力・地震力等による応力に対して、許容値以下とする。

　　　ただし、地震力は下記による。

　　　　震度　水平方向（Ｋｈ）　※ 1.0

　　　　　　　垂直方向（Ｋｖ）　※ 1.0　　　・ 0.5

何ら損傷なく、雨仕舞いを含め機能性が確保され

ている（無損傷）。

パネル、取付金物に損傷はないが、シーリングの

補修が必要な程度の損傷にとどめる。

押え金物　　　　　　※ アルミニウム製 　　　　・ ステンレス製 

断熱材（保護防水）　材質　　　　※ 押出法ポリスチレンフォーム　保温板 ３種 ｂ

　　　　　　　　　　　　　　  　

　　　　　　　　　  厚さ（ｍｍ）※ 35　　 ・ 30 

断熱材（露出防水）　材質　　　　※ 硬質ウレタンフォーム　保温板 ２種

　　　　　　　　　　　　　　  　・　図示による　

　　　　　　　　　  厚さ（ｍｍ）※ 30　　 ・ 

絶縁用シート　　 　・ ポリエチレンフィルム厚さ0.15ｍｍ以上（保護防水）

　　　　　　　　　 ※ フラットヤーンクロス70ｇ/　 程度（断熱工法） 

脱気装置（露出防水の場合）

　　　　　　　　　 ※ 設ける（材種：メーカー仕様　　数量：80　 ／ヶ所　程度　　）

　　　　　　　　 　・ 設けない 

伸縮調整　目地材 　・ 成型伸縮目地材（※ 付着層タイプ ・ アンカータイプ）

　　 目地巾（ｍｍ）・ 20　　　※ 25（一般部）　　　※ 30（外周部） 

防水立上り部の保護材  

　　　　　　　　　 ・ 押出成形セメント板

　　　　　　　　 　・ アスファルト増張り砂付ルーフィング

　　　　　　　　 　・ 

（９.２.２）

（９.２.２）

（９.２.２）

（９.２.２）

（９.２.２）

（９.２.２）

アスファルトの種類　※ ３種（一般地域）　　　 ・ ４種（寒冷地域） 

　　押え金物　　　　　　　※ アルミニウム製　　　　・ ステンレス製

　　下地シートの種別　

　　　　　　　　　　　・ ジョイントキャップ　 ・ 両はぜ折り　 ・ 片はぜ折り 　

　　シーム溶接後の仕上げ部の処理

　　腐食条件（地域）　・ 弱（一般）　　・ 強（海岸地域など腐食性因子の大きい地域）

　　風環境（地域）　　・ 一般　　　　　・ 強風（台風の強襲頻度の高い地域）

　２）防水層の施工に先立ち、コンクリートに十分な水湿しを行う。

　３）バルコニー・庇などには、３ｍ内外で防水層まで達する収縮目地を設けて、ＪＩＳＡ５７５８

　　　（建築用シーリング材）に適合するシーリングを行う。

　４）防水層の施工完了後３日間は湿潤養生を行う。

施工箇所：

　　　 イ.じゃんかなどが内部まで入り込まず、表面で留まっている場合は、粗骨材表面のセメント　

　　　　　ペーストをワイヤーブラシ等で十分に取り除き、高分子セメント防水剤を塗布した後、ポリ　

　　　　　マーセメントモルタルで外壁まで埋める。

　　　 ロ.じゃんかなどが内部まで入り込んでいる場合は、監理者と協議して豆板部分をはつり取り、　

　　　　　無収縮モルタルなどを充填した後、補修した周辺に高分子系セメント防水剤を塗布する。

RC立上がり部、建具取合部

関係法令等を事前に確認し、工事目的物に障害を残さず、安全でかつ近隣に支障を及ぼさない工法を選定して山留

ａ　山留め杭の撤去

　※　存置する　　（竣工図に存置箇所を明記する）

階高の１／１５０

ｃ　耐風圧性能

　　　設計用の風圧は、風洞実験等を行なった場合にはその結果により算定する。行なっていない場合　

　　　は、基準法施工令、建設者告示により算定した値を用いる。高さ１３ｍ以下の建物の場合は、最　

　　　小風圧力を±１２００Ｐａ以下とする事。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 スキン層付　（特定フロンを含まないもの）

　　脱気装置　　　　　　　※ 設ける（材質　・　　　　　　　数量　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　・ 設けない　　（20　　以内の小規模に限る）

　　　絶縁工法の場合、脱気装置は数量６０　 /ヶ所程度、材種はメーカー仕様により監理者の承諾

　　　Ｘ－１の場合、脱気装置は数量６０　 /ヶ所程度、材種はメーカー仕様により監理者の承諾

　※ 鋼板製ＳＯＰ仕上げ 高さ３ｍ以上　 　・ シート囲い　H=2.0ｍ程度　　・　バリケード

第２章　仮設工事

第３章　土工事

第４章　地業工事　　　　（特記仕様書　構造編による）

第５章　鉄筋工事　　　　（特記仕様書　構造編による）

第６章　コンクリート工事（特記仕様書　構造編による）

第７章　鉄骨工事    　　（下記以外は特記仕様書　構造編による）

第８章　コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板工事

第９章　防水工事

・ １００

竣 工 図

　・　工法　：　シートパイル（C棟；厨房除害層部）

　・　撤去する　　撤去の範囲　　（　全撤去　）

　　　　　　　　　抜き跡の充填材（　埋戻し土　）

　　製造所の仕様による。

2F配管ﾋﾟｯﾄ、消火水槽 パラテックス　B-2工法

厨房除害槽(C棟)陸屋根 シート防水　ネオ・ルーフィングRV-101工法

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

Av 3.01
土屋 西邑 １７７２８９ 佐 藤　英 昭

山形市学校給食センター新築工事

特記仕様書（３） 03

508111



下地モルタルの表面仕上げ精度

石の品質

・ テラゾ・擬石張り

外壁石張り

　・ 湿式工法　　※ 流し筋工法　　・ あと施工アンカー工法

　　　　　　　　 ・ あと施工アンカー･横筋流し工法

　　　　　　　　 目地材　　　※ セメントモルタル　　・ シーリング

　・ 乾式工法　　裏面および裏打ち処理

　　　　　　　　 　※ 行わない　　・ 行う（裏面処理の場合小口共）

　　　　　　　　 目地材　　　※ シーリング

 

内壁石張り

　・ 空積み工法　※ あと施工アンカー･横筋流し工法　　・ あと施工アンカー工法

　　　　　　　　 目地　　　　※ セメントモルタル　　 ・ シーリング　　・　

　・ 乾式工法　　裏面および裏打ち処理

　　　　　　　　 　※ 行わない　　・ 行う（裏面処理の場合小口共）

　　　　　　　　 目地材　　　※ シーリング　　・　

床石張りの裏面処理

屋内のワックス掛け

　　　　　　　　 ・ 行わない

ａ　風圧力・地震力に対する性能

　　１）面内性能（追従性）

　　　 １ 石材および取付け金物は、下記の層間変位量に対して右欄の程度を超えない。

ａ　剛性の確保

　　石材の剛性が不足する場合には、ＦＲＰ補強などの処理を行う。

ｂ　白華などの防止

　　１）裏込めモルタル、目地モルタル、あるいは正面からの透水により、白華現象または他の化学現

　　　　象が現れるおそれのある場合には、白華防止用混和剤を使用する。

　　２）白華や石のぬれ色の心配のある石材を使用する場合には、裏面および小口処理を行う。

ｃ　付着力の増強

　　付着性の必要な部分に張付ける石材の裏面処理は、付着力増強のための処置をとる。

ｄ　乾式工法

　　１）原則として１段目の石までは、衝撃による石の破損を防止するための砕石またはモルタルを裏

　　　　込めする。

　　２）石の裏側へ侵入した水の処理は、巾木上端部分の防水処理を施し、巾木上で外部へ侵入水を排

　　　　出する機構とする。防水処理は塗膜防水を施し、巾木石とその上部の石との目地を15ｍｍ以

　　　　上の空目地とするか、ドレンパイプを設ける。

　　３）裏込めモルタルを施す巾木などは裏面処理を行う。

　　４）伸縮目地および変位吸収目地の位置および幅は施工計画の段階で十分に検討する。

ｅ　湿式工法

　　室内の石張りの場合は、衝撃による破損防止のために、原則として床面より300ｍｍ以上は全と

　　ろ工法として、これより上部は石の水平目地の取付金物部分に上下100ｍｍ程度の幅で帯状に裏

　　込めモルタルを充填する帯とろ工法とする。帯とろは適当な間隔で切って上下の通気をとる。

　　伸縮目地および変位吸収目地の位置および幅は施工計画の段階で十分に検討する。

（１０.２.１）１ 天然石張り

２ その他の石張り

３ 壁の石張り工法

４ 床及び階段の石張り

６ 乾式工法による石張

７ 材料・工法一般

（表１０.２.１）（表１０.２.２）（１０.３.２）（１０.４.２）（１０.５.２）

品質（産地、程度）施工箇所 表面仕上厚さ(ｍｍ) 裏面処理 工 法

（表１０.２.１）（表１０.２.２）（１０.３.２）

（１０.２.１（b））（表１０.２.１）（表１０.２.２）

（１０.３.３）（１０.５.３）

（１０.６.２）（１０.６.３）

６ 下地モルタル

工　法 仕上げ工法 面の凹凸（ｍｍ/3ｍ）

積上げ張り

壁タイル接着剤張り

密着張り・改良積上げ張り

改良圧着張り・マスク張り

モザイクタイル張り

くし目引き ± 4.5以下

木ごて押え ± 3.5以下

木ごて押え ± 2.5以下

木ごて押え ± 2.0以下

金ごて押え ± 1.5以下

　・ 行う　　（ ・ 48時間試験　　・　　　　　　　　）　　・ 行わない11 防水の水張り試験

13 各種槽内の仕上

下団仕様に

よる種別 工法

・厨房除害槽

２
プ
ラ
イ
ラ
イ
ニ
ン
グ

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス

ｔ>1.30

２
プ
ラ
イ
ラ
イ
ニ
ン
グ

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
ガ
ラ
ス
マ
ッ
ト

ｔ>2.00

１
プ
ラ
イ
ラ
イ
ニ
ン
グ

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス

ｔ>0.70

１
プ
ラ
イ
ラ
イ
ニ
ン
グ

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
ガ
ラ
ス
マ
ッ
ト

ｔ>1.00

コ
｜
テ
ィ
ン
グ

無
溶
剤
型
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系

コ
｜
テ
ィ
ン
グ

無
溶
剤
型
タ
｜
ル
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系

酢
ビ
系
樹
脂
モ
ル
タ
ル

自
閉
性
樹
脂
防
水
変
性
エ
チ
レ
ン

ｔ>2.40

天
井
　
　
コ
ン
ク
リ
｜
ト
打
放
し

コ
ン
ク
リ
｜
ト
打
放
し

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

床
・
壁
　
モ
ル
タ
ル
防
水
金
ゴ
テ

専
門
業
者
に
よ
る
蓄
熱
断
熱
仕
様

工　　法 ライニング工法 コーティング工法

Ｄ種 Ｃ種 一般防食仕様
防水

断熱

汚水槽

雑排水槽

中水槽

工業用排水槽

消火水槽

雨水槽

自家発冷却槽

補給水槽

駐車場排水槽

湧水槽

蓄熱槽

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・・・

10 その他の防水処理

９ シーリング

シーリング材の箇所は図示および以下により、シーリング材の種類は被着体に応じて以下による。

ただし、カーテンウォール工法の場合を除く。

ＳＲ－１

ＳＲ－１

ＭＳ－２

ＰＵ－２

ＭＳ－２

ＭＳ－２

ＳＲ－２

ＰＳ－２

（９.６.２）（表９.６.１）

シリコーン系

ポリサルファイド系

ポリサルファイド系

ポリサルファイド系

変性シリコーン系

変性シリコーン系

変性シリコーン系

ポリウレタン系

ポリウレタン系

ポリウレタン系

変性シリコーン系

ポリウレタン系

変性シリコーン系

ポリウレタン系

ポリサルファイド系

シリコーン系

変性シリコーン系

ポリウレタン系

ポリサルファイド系

変性シリコーン系

変性シリコーン系

シリコーン系

ＭＳ－２

ＭＳ－２

ＭＳ－２

ＭＳ－２

ＭＳ－２

ＰＳ－２

ＰＳ－２

ＰＳ－２

ＰＳ－２

ＰＵ－２

ＰＵ－２

ＰＵ－２

ＰＵ－２

ＰＵ－２目地塗装あり

目地塗装なし押出成形

主成分による区分記号
被着体による区分

シーリング材の種別（ＪＩＳ Ａ ５７５８の付属書２参照）

タイル

目地塗装なし

目地塗装あり

押出成形セメント板 目地塗装なし

目地塗装あり

ＡＬＣコンクリート 目地塗装なし

目地塗装あり

ひび割れ誘発目地

石、タイル

目地塗装あり

プレキャストコンクリート

打継目地 目地塗装なし

ガラス

押出成形セメント板

目地塗装なし

石、タイル

ＡＬＣ

目地塗装あり

コンクリート

ガラス

金属

上記以外の目地

方立目地金属

石　乾寸工法の目地

ＡＬＣ

押出成形セメント板

タイル

セメント板

アルミニウム製建具の工場シール

ガラス

石

内部水廻りの防水処理

　水廻り箇所および水の被害が予想される所では、全面的に防水層を施工していない場所でも、以下の

　下地処理を行う。

　１）コンクリートブロック積みの場合は、コンクリートの立上りを設ける。

　２）コンクリートスラブと立上りとの打継ぎ部分には、幅 500ｍｍ程度でウレタン系塗膜防水を

　　　行う。

外壁などの防水処理

　１）外壁開口部廻りは開口部枠から外側に300ｍｍ幅程度の範囲にウレタン系塗膜防水を行う。

　２）直接土に接する面の型枠緊張剤にはコーンを使用し、防水処理を施す。ただし、フーチンの類、

　　　地下室のない地中ばり部分は除く。

　３）土に接する外壁、地下室の耐圧盤その他で、前面に防水層を施工しない場合は、以下の処理を

　　　行う。

　　 １ 型枠緊張剤には、止水セパレーターを使用する。

・ 合成高分子ルーフィングシート防水

12 防水の保証期間

・ シーリング材

・ モルタル防水

・ ケイ酸質系塗布防水

・ ステンレスシート防水

・ 改質アスファルト防水

・ アスファルト防水

・ 塗膜防水

防水種別

・ ノンワーキング部は10年とする※ 　５年　・ ７年

※ 　５年　・ 

※ 　５年　・ 

※ １５年　・ 

※ １０年　・ ７年

※ １０年　・ 

※ １０年　・ 

※ １０年　・ 

保証期間 備　考

・ 花こう岩類

施工箇所

・ 大理石

工 法厚さ(ｍｍ)品質（産地、程度） 表面仕上 裏面処理

・ 

施工箇所 工 法厚さ(ｍｍ)品質（産地、程度） 表面仕上 裏面処理

・ 

施工箇所 工 法厚さ(ｍｍ)品質（産地、程度） 表面仕上 裏面処理

・ 人造石・加工石張り

施工箇所 工 法厚さ(ｍｍ)品質（産地、程度） 表面仕上 裏面処理

施工箇所 工 法厚さ(ｍｍ)品質（産地、程度） 表面仕上 裏面処理

（１０.５.２）

（１０.４.３）（１０.５.３）

（１０.５.２）

（１０.１.５）

５ 目地 ａ　目地幅は以下によるが、乾式工法による目地幅は９ｍｍとする。目地深さは石の表面から１ｍｍ

　　程度後退した仕上がりとする。

叩き

・ 花こう岩類 磨き

磨き

磨き

磨き

内部（ｍｍ）

・ 大理石

・ テラゾブロック

・ テラゾタイル

ジェットバーナー

外部（ｍｍ）

床　用

外部（ｍｍ）

壁　用

内部（ｍｍ）
表面仕上石の種類

６ ６ ６ ４

８ ６ ４６

８ ６ ４６

－ ねむり ４－

－ ねむり ４６

－ ねむり ４４

（１０.３.３（ｅ））（１０.４.３（ｅ））

　 の耐風圧・耐震性能

　 基準

８ その他の石工事 ・ コンクリートはつり仕上げ

　 　・ つつき仕上げ　　・ ビシャン仕上げ　　・ 小叩き仕上げ　　・ サンドブラスト仕上げ

備　考程 度層間変位量

階高の1/300以内

かつ12ｍｍ以内

以内

かつ25ｍｍ以内

７ 叩きによる検査 ａ　内外部のタイル張りは、モルタル硬化後全面にわたり打設用ハンマーにより叩き検査を行い、その

　　記録を監理者に提出する。

ｂ　浮き、亀裂などが発見された場合は、目地部分を切断して張り直し、上記 ａ を行う。

８ 接着力試験 ａ　外壁、吹抜け部分および見上げ部分のタイル張りは、引張り力試験機による引張り強度を測定し、

　　その記録を監理者に提出する。引張り強度は、0.4 Ｎ/　  以上（後張り工法）を合格とする。

　　寒冷地の場合は0.7 Ｎ/　  とする。

    ただし、安全上監理者がその必要がないと判断した箇所の測定は省略することができる。

ｂ　試験体は、目地部分をコンクリート面まで切断して周囲と絶縁したものとし、材齢は強度が出たと

　　思われる時期とする。

　　試験体の個数は、1面の箇所あたり、100平方メートルまたはその端数につき１個以上、かつ３個

　　以上とし、試験体の位置は監理者の指示による。

ＡＬＣ

注）

注）

・

・

以下の他、寸法等は図示による。

・ 構造用集成材

施行部位 樹　種

１ 木材の品質

２ 集成材等

３ 接着剤

・ １　※ ２

（表１２.１.１）

構造材、下地材の基準

造作材の基準

含水率

表面仕上げの程度 

・ Ｃ種（自動機械かんながけ仕上げ）

※ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ａ種（超自動機械かんながけ仕上げ）

代用樹種の適用
・ 適用しない箇所：

（表１２.２.１）

１２.２.１（ｂ）（4）

（表１２.２.２）

（表１２.２.３）

材面の品質（種） 備　考

（１２.２.２（2））

（１２.２.２（2））

施工箇所

・ 床板

・ 敷居の溝底､沓摺

・ 鴨居､落掛け

備　考

※  1.5以上 　

※  1.2以上 　

※  3.0堅木 　

※  0.6以上 　

（１２.２.６）

　　集成材、積層材、床張り用合板等は、Ｆ+2606+2606+2606+2606 等級、または非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　のものとする。

・ 柱､枠､額縁

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性とする。

ホルムアルデヒド発散建築材料　　　※ Ｆ☆☆☆☆

（１２.２.２）

図示による

強度等級

・ 柱

（１２.２.２（1））

・ １　※ ２図示による・ 桁

・ １　※ ２図示による・ 梁

・ 

・ 

・ カウンター

・

・

の品質

１等

１等

１等

１等

１等

１等

見付材面

化粧薄板厚さ（ｍｍ）

樹　種

化粧薄板芯材

※  1.2以上 　

※  1.5以上 　

施工箇所

・

・

・

・

単材の樹種 備　考見付材面の品質

１等

１等

（１２.２.２（2））

施工箇所

・エントランスホール

・ 

備　考

・ 

化粧加工の方法等

・ 化粧加工： ※ 天然木加工　 ・ 塗装加工　

・ 化粧加工なし：等級 ・ １ 　・ ２ 　・ ３

・ 化粧加工： ※ 天然木加工　 ・ 塗装加工　

・ 化粧加工なし：等級 ・ １ 　・ ２ 　・ ３

・ 化粧加工： ※ 天然木加工　 ・ 塗装加工　

・ 化粧加工なし：等級 ・ １ 　・ ２ 　・ ３

変性シリコーン系ＭＳ－２

石

９ 剥離防止工法 ａ　ＭＣＲ工法

ｂ　高水圧による目荒らし工法

　　３０Ｎ/　　以上の水圧でコンクリート表面の目荒らしを行なう工法　  　  

（構造材　20％以下・下地材　15％以下・造作材15％以下）

（構造材　20％以下・下地材　15％以下・造作材15％以下）

厚さ

・

・

４ 木材保存剤 （１２.２.１）

木材保存剤（木材の保存・防蟻処理）は、非有機リン系とし、クレオソート油を使用しない。

防腐・防蟻処理の方法

　　工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

　　ただし、現場における加工が生じた場合は、加工した箇所に対して、現場にて木材保存剤を塗布

　　する。

５ 防蟻処理

行う箇所（　　　　　　　　　　　　）

※クロルピリホスを使用しない。

（１２.２.９）

６ 床板張り （１２.７.１）（表１２.７.１）

フローリング及び縁甲板張り床

　　下張り用床板　・ 有り（※ 合板張りＦ☆☆☆☆　　・ 板張り　　）

　　　　　　　　　・ 無し

　　床板　　※ フローリング（19.5.2）による）　　 ・ 縁甲板（※ ひのき　　・　　　）

畳敷き

　　畳下床板　　　・ 有り（※ 合板張りＦ☆☆☆☆　　・ 板張り　　）

　　　　　　　　　・ 無し

ｂ　耐温度差性能

　　部材の年間温度差変化（　 Ｔ＝75℃（+60～-15℃）に対して、構造上、美観上有害な欠陥を

　　生じないものとする。

ａ　タイルの種類

ａ　タイル張り工法

　

・ 適用基準　「陶磁器質タイルのコンクリート直張り工事標準仕様書」

　　　　　　　（社）全国タイル業協会

ａ　外壁の場合、張付け用モルタルを含むタイルの伸縮目地を3ｍ以内ごとに設け、第９章 ９ による

　　シーリングを行う。

ｂ　躯体に打継目地・誘発目地(第６章 6・7 参照)がある場合は、その目地の位置に伸縮調整目地を

　　合せる。

（１１.２.１）

磁器
備考

せっ器 陶器 有 無 標準 注文

きじ 役物 色調形状寸法

（ｍｍ）
施工箇所

（表１１.３.２）

１ 陶磁器質タイル等

２ 壁タイル張りの工法

３ 壁用タイル直張り

４ 伸縮調整目地

種　　　別 適　用　タ　イ　ル

タイルシート工法

目　地　桝　法
　小口タイル、二丁掛タイル

・ 桟　　木　　法

（１１.２.２）（表１１.４.１）

　 工法

ｂ　外部において他の部材との見切り目地は、第９章 ９ によるシーリングを行う。

ｃ　タイル目地材

　　※ 一般部分

　　　 一般目地材は原則として既製調合目地材を使用し、メーカーの仕様による。

　　　 目地の色あいは監理者の承諾を受ける。

　　・ 特殊部分

　　

（表１１.１.１）（１１.１.３）

５ 目地

タイルの種類 タイルの大きさ 工　　法

-内装タイル

外のユニット

タイル

内装タイル以

外装タイル
小口以上

二丁掛け以下

小口未満

２５ｍｍ角を超え

小口未満

張付け材料

種　類 塗厚（ｍｍ） 備　　考

改良積上げ張り

改良圧着張り

マスク張り

壁タイル接着剤張り

密着張り

改良積上げ張り

モザイクタイル張り

モルタル １枚ずつ張り付ける。

有機質接着剤

モルタル

モルタル

１３～１８

２～３（注）

５～８

４～７

下地側　４～６
タイル側３～４

３～４

３～５

１枚ずつ張り付ける。

ユニットごとに張り付ける。

－

・ 製造所指定工法

　大型タイル

ｂ　タイル型枠先付工法

・ ハイタフシート ・ １０年

EVピット

パ
ラ
テ
ッ
ク
ス
防
水

（
Ｂ

-2
）

エントランス・ポーチ床

同上巾木

300×300

100×100

腰壁

　　　　ＳＳＧ工法、バックマリオン方式、ガラス点支持工法およびガラススクリーン

　　注）以下の場合、シーリング材の種類は図示による。

　　塗膜防水に用いるシーリング剤は、「標仕」（9.5.2 (ｄ)）による。

　　※　ワーキングジョイントは２面接着、ノンワーキングジョイントは３面接着を原則とする。

防水工事およびシーリング工事は専門工事業者による責任施工とし、保証に関する資料を監理者に提出

する。保証期間は下記による。

　流入水が55℃を越えることがある場合はビニルエステル樹脂系を使用する。

　　　　　　施設、部位

　　Ｄ種　　Ｃ種の環境条件で構造上の条件より、事実上補修等のメンテナンスが困難と考えられる

　　Ｃ種　　硫化水素の滞留が多く、腐食が厳しい環境

　日本下水道事業団の腐食環境条件による分類

ｄ　乾式工法以外の伸縮調整目地位置は、図示による。

ｃ　目地材をシーリングする場合は、第９章９による。

　　雨掛り部分や水を持ち込む床などは眠り目地としてはならない。

　　（塩化ビニル、シリコンなど）を張り、石の伸縮による小口破損を防止する。

ｂ　ねむり目地は目地幅１.０～１.５ｍｍとし、小口に糸面をつける。また、小口に絶縁テープなど

　　　 ２ 建物本体の最大層間変形角（ ・ 1/100　・ 1/125　・ 1/150　・  /    ）による

　　　　　変形に対しては、石材の破損、脱落を発生させない。

　　２）面外性能

　　　 １ 取付金物の最大たわみは、支点間距離の1/100以下、かつ20ｍｍ以内とし、有害な亀裂

　　　　　の発生及びたわみの残留等がない。

　　　　　ただし、下記の条件による。

　　　　　　・ 地震力：震度　水平方向　1.0

　　　　　　・ 設計用風圧力（建築基準法）

　　　 ２ 建物本体の変形に追従する取付金物の面外変形に対しては、１）面内性能 １ の階高を支点

　　　　　間距離と読み替えて程度欄の内容を超えない。

　　３）強度に対する性能

　　　　取付金物は、風圧力・地震力等による応力に対して、許容値以下とする。

　　　　ただし、地震力は下記による。

　　　　　震度　　水平方向（Ｋｈ）　※ 1.0

　　　　　　　　　垂直方向（Ｋｖ）　※ 1.0　　・ 0.5

石材、取付け金物に損傷はないが、シーリングの

補修が必要な程度の損傷にとどめる。

何ら損傷なく、雨仕舞いを含め機能性が確保され

ている（無損傷）。

ｄ　タイルの見本焼き　　※ 行う　　　・ 行わない

、７ 叩きによる検査 を全数について行うほか、８ 接着力試験　により安

　　全を確認する。

ｂ　釉薬（無地・施釉）は図示による。

　　　　　を受ける。

　　　特に屋内側に断熱材兼用型枠（「標仕」6.9.3（ｄ））などを使用する壁はコンクリート両面

　　　の打ち上がり品質を確認できないので絶対行ってはならない。

　２）ＭＣＲ工法のコンクリート増打ち厚さは第６章 コンクリート工事 ４ で指定した厚さに含む。

　３）乾式タイル張りは、専用の石綿成形セメント板にタイル張りしたもので製造者の仕様による。

　４）タイルの試験張り　　　

　１）打設後のコンクリート品質が確認できないタイル形枠先付け工法は原則として行わない。

　　（注）下地モルタルに混和剤使用の場合、張付け用モルタル使用混和剤と同一剤とする。

※ Ｂ種（中自動かんながけ仕上げ）

※ Ａ種　　・ Ｂ種

※ 適用可

　　　構造用集成材の日本農林規格に適合するものとする。

　　　接着性能及び使用状態による使用環境 １ 又は ２ 等は、図示による。

造作用集成材

・ 造作用集成材

造作用集成材の日本農林規格（集成材の日本農林規格）に適合するものとする。

・ 敷居､框､階段板

　　　造作用集成材の日本農林規格（集成材の日本農林規格）に適合するものとする。

　　　単板積層材の日本農林規格に適合するものとする。

　　 ２ コーン部はモルタル防水の項目を参照する。

　　 ３ ひび割れのある箇所はモルタル防水の項目を参照する。

内装仕様（床、壁、天井とも）　　※マンホールの仕様は指定工法を保持出来る仕様

階高の1/150

　　　　　　　　 ドレンパイプ　　※ ＳＵＳ３０４　　 ・ プラスチック

　壁およびその他の石材　　※ １等品　　・ ２等品

　床用石材　　　　　　　　※ １等品　　・ ２等品

ｃ　役物：標準曲がりの役物は一体形成とする。エポキシ樹脂接着役物を用いる場合は監理者の承諾

ｅ　タイルは原則として見上げ部分に張ってはならない。やむなく梁底などに張る場合は、剥離防止

　　処理として９ により

ａ　外壁タイルの目地仕上げ面の深さはタイル厚さの1/2以内とする。

・ 化粧ばり

　　　化粧ばり

　　　ホルムアルデヒド発散建築材料　　　※ Ｆ☆☆☆☆

　　　ホルムアルデヒド発散建築材料　　　※ Ｆ☆☆☆☆

・ 単板積層材

　　　ホルムアルデヒド発散建築材料　　　※ Ｆ☆☆☆☆

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
 
防
食
被
覆

・

第１０章　石工事

第１１章　タイル工事

第１２章　木工事

玄関ホール 中級品 本ミガキ

(一部ｼﾞｪｯﾄﾊﾞｰﾅｰ)

目地材　　　　　 ※ 目地モルタル　　・ 目地シーリング

　　　　　　　　 ※ 行わない　　　　・ 行う

　　　　　　　　 ※ 行う：ジェットバーナー及びウォータージェット仕上は水性樹脂ワックスとする

表面仕上げ　　　 大理石　　※ 水磨き　　　　　

　　　　　　　　 花こう石　※ ジェットバーナ　

竣 工 図

　　 試験箇所：　室外機屋場、2Ｆ配管ピット、厨房除害槽、防火水槽

・ パラテックス防水 ・ 　３年

30

揚物焼物室 100×100

給食ｴﾘｱ内腰壁 100×100

不燃加工

（ＮＭ-0918）

２ｍｍ
２ｍｍ

２ｍｍ

Av 3.01

山形市学校給食センター新築工事

特記仕様書（４）

508111

04 佐 藤　英 昭１７７２８９土屋 西邑



ａ　外部に面する鉄鋼部は原則として溶融亜鉛めっきとする。

ｂ　亜鉛めっきの使用箇所および種別は図示なき限り下記による。

　　　外部に面する鉄鋼部材　　　　　※ Ｃ種　　・　

　　　厨房、トイレ等の水廻りおよび床下ピット内の鉄鋼部材　　※ Ｃ種　　・　

　　　室内手摺の鉄鋼部材　　　　　　※ Ｅ種　　・　

　　　ＡＬＣパネル等の取付金物　　　※ Ｆ種　　・　

ａ　スタッド高さによる種類の適用区分は、図示なき限り以下による。

　専門工事業者は製造所の指定業者とする。

　製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 アスファルトルーフィング940

・ 竪どい材種（露出）　　※ 硬質塩化ビニル管　　・ 配管用鋼管

　　　　　　　　　　　　 ・ ステンレス鋼管

　　※ 配管用鋼管　　・ トミジ管

・ 軒どい材種　　　　　　

※ 鋼管製といの防露　　　※ (表13.6.5)による　　　　　・ 図示による

伸縮継手　　　連続するといは、1箇所/ 10ｍ以内に設ける。

掃除口　　　　　　　　　 ※ 有り　　　　　　　　　・ 無し

ａ　特殊な材料・工法は製造所または専門工事業者の仕様により、監理者の承諾を受ける。

　　：

ｂ　異種金属との接触腐食防止処理を行う（第14章 11参照）。

ｃ　Ｗ折板の場合は、温度差による音鳴り防止対策を行う。 　ａ　工法規格は製造所の基準とし、図示による。

　ｂ　製造所は（社）全国建設室内工事業協会会員およびロックウール工業会会員とし責任設計施工と

　　　する。

　ｃ　耐震対策

ａ　電位差の大きい異種金属の接触部分は、下表または監理者の承諾を受けた適切な方法により腐食防

　　止処理を行う。

ｂ　下表のアルカリ製材料は、アルミニウム材の周囲に充填するモルタルおよびその他のアルカリ製材

　　料がアルミニウム材に接触する場合に腐食防止処理を行う。

屋根葺形式 材　種

・ 瓦棒葺

・ 平葺

・ 横葺

・

板厚（ｍｍ） 備　考

※ 0.4

・

・

・

※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板

・ 塗装溶融亜鉛アルミニウム合

　 金めっき鋼板

・ 塗装アルミ鋼板

（１３.２.２）（１３.２.３）（表１３.２.１）１ 長尺金属板葺

４ とい

５ 材料・工法一般

６ 強度性能

　寸法　　　　　　山高：　　　　　　　　　ｍｍ　　　　　　山ピッチ：　　　　　　　　ｍｍ

　耐火性能　　　　※ 30分耐火　　　　　　・ 無し

　重ね形折板の、けらば先端に取付ける変形防止材は、Ｌ－30×30×3　以上とする。

　　　　　　　　　・ステンレス製

　　　　　　　　　・鋼鉄製　表面処理：「標仕」（表14.2.2）のＣ種

　　　　　　　　　　　　　　上塗り材：屋根材に合わせる

（表１３.６.１）

（１４.２.１）

種　類

・ ＰＨＬ

備　考施工箇所

・ ＮＯ.２Ｂ程度

・・ バフ仕上（ＮＯ.７）

１ ステンレスの表面

　 仕上げ

２ アルミニウムおよび

　 アルミニウム合金の

　 表面処理

３ 鉄鋼の亜鉛めっき

４ 軽量鉄骨天井下地

   の補強

６ 軽量鉄骨壁下地

９ アルミニウム製笠木

５ システム天井

11 接触腐食の防止

（１４.２.２）（表１４.２.１）

表面処理 施工箇所

・Ａ－１種

・Ａ－２種

備　考

・Ｂ－１種

（１４.２.３）（表１４.２.２）

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種

種別（付着量・最小板厚） 適用環境

溶融亜鉛めっき

表面処理方法

（５５０ｇ／　 以上・４.５ｍｍ以上）

（４５０ｇ／　 以上・３.２ｍｍ以上）

（３５０ｇ／　 以上・１.６ｍｍ以上）

ａ　吊ボルトを鉄骨材に取り付ける場合の金物は外れ止め付とする。

ｂ　天井下地に間仕切壁等を取り付ける場合は天井下地をブレース等で補強すること。

ｃ　内部の天井ふところ寸法が １.５ｍ 以上の天井下地補強は、ｅの場合を除き下記による。

（１４.７.２）（表１４.２.１）（表１４.７.１）

表面処理

・ １００形

・ ２５０形

・ ３５０形

・

固定間隔 備　考

※ １.３ｍ程度・ Ａ－１またはＢ－１種

・ Ｂ－２種（色：　　　　）

・

板厚（ｍｍ）種　類

１.５

２.２

３.０

・ ライン方式

方　式 バー材種 天井材、厚さ（ｍｍ） 備　考

・ アルミニウム製

施工箇所

・ スチール製・ グリッド方式

接触材料 それぞれの側の接触腐食防止処理

アルミニウム 陽極酸化被膜（9μｍ以上）＋クリヤー塗装（7μｍ以上）

塗装（20μｍ以上）

緩衝材による絶縁（合成樹脂パッキンなどの挿入）

亜鉛めっき処理

　　亜鉛の付着量：電気亜鉛めっき8μｍ以上

　　溶融亜鉛めっき350ｇ／　 以上

　　表面処理亜鉛めっき鋼板　片面90ｇ／　 以上

錆止め塗料２回塗り（30μｍ以上）

陽極酸化被膜（9μｍ以上）＋クリヤー塗装（7μｍ以上）

塗装（耐アルカリ性塗料20μｍ以上）

陽極酸化被膜（9μｍ以上）＋クリヤー塗装（7μｍ以上）

塗装（耐アルカリ性塗料20μｍ以上）

塩化ビニル系塗料またはアスファルト塗料

無処理

無処理

クリヤー塗装（20μｍ以上）

表面処理亜鉛めっき鋼板　片面90ｇ／　 以上

　＋錆止め塗料１回塗り（15μｍ以上）

亜鉛めっき処理

　　亜鉛の付着量：電気亜鉛めっき8μｍ以上

　　　　　　　　　溶融亜鉛めっき350ｇ／　 以上

鋼鉄側

側

アルミニウム

側

アルミニウム

側

両側

ステンレス側

銅　側

銅　側鋼鉄

鋼鉄側

銅

銅

鋼　鉄アルミニウム

アルカリ性材料アルミニウム

ステンレスアルミニウム

（SUS304）

銅

ステンレス

（SUS304）

（SUS316）

・ ・

・

・ 塗装ステンレス鋼板

・

３ その他の屋根葺

・ Ｄ種

電気亜鉛めっき ※ Ｅ種

※ Ｆ種

（２０μｍ 以上・　－　）

（１３μｍ 以上・　－　）

（　８μｍ 以上・　－　）

（１４.５.３）（表１４.５.１）

スタッド（※） スタッドの高さによる適用区分種類

　５０形

　６５形

　５０×４５×０.８

　６５×４５×０.８

高さ ２.７ｍ以下

高さ ４.０ｍ以下

　９０形

１００形

　９０×４５×０.８

１００×４５×０.８

高さ ４.０ｍを超え４.５ｍ以下

高さ ４.５ｍを超え５.０ｍ以下

・　図示

無処理ステンレス側（SUS316）

　　もの。

１ 防火材料

２ モルタル塗り材料

３ 床コンクリート

　 直均し仕上げ

４ セルフレベリング

５ 仕上塗材仕上

　 材塗り

・ 吸水調整材

する製造所

　　　　　　　　 

（１５.２.２）

（１５.２.２（ｇ））

仕上り精度は、「標仕」（表6.2.4）による。

（表１５.４.１）（１５.４.２）（１５.４.３）

（１５.５.２）（表１５.５.１）（表１５.５.２）

　 仕上がり精度

※ セメント系 ※  １ ０ 　

種　類 厚さ（ｍｍ） 施工箇所 備　考

・ せっこう系

（備考）

Ｅ　＝合成エマルション系

Ｓ　＝合成樹脂溶液系

Ｗ　＝水溶性樹脂系

Ｃ　＝セメント系

Ｌ　＝消石灰・ドロマイトプラスター系

６ ロックウール吹付け

７ 樹脂モルタル薄塗り

９ モルタル塗りひび割

　 れ防止・下地処理 　　　　　　　 　　　　　　　　 の全面に張る。　誘発目地：間隔 2.0ｍ内外

（１５.７.２）

（１５.１.５）（１５.２.４(e)）

鉄骨工事における耐火被覆を除く乾式工法によるロックウールに適用する。

方　式 厚さ（ｍｍ） 備　考施工箇所

・ 断熱用

・ 吸音用

天井材、厚さ（ｍｍ）

・ 乾式　・ 半乾式　・ 湿式 ・  図 示 　

・ 乾式　・ 半乾式　・ 湿式 ・  図 示 　

材　料

・ セメント系下地調整材

・ 薄塗セメントモルタル材

・ 合成樹脂エマルションシーラー

施工箇所 備　考

８ その他の仕上げ

　　屋内の補修用モルタルは、可塑剤および接着剤を含まないものとする。

ａ　材料は、製造後 3ヶ月以内のものとする。

ｂ　仕上り精度は、3ｍｍ以下/3ｍとする。

室内に使用する仕上塗材は、下塗材、主材および上塗材とも Ｆ+2606+2606+2606+2606 等級のものとする。

 設ける（施工箇所は図示）

８ 金属成形板張り （１４.６.２）（表１４.２.１）

形　状 製　法 材　種 表面処理

・ スパンドレル形 ・ Ｂ－１種

厚さ（ｍｍ）寸法（ｍｍ）

・ 押出し ※ アルミニウム製

・ Ｂ－２種（色：　　 　）・ ロール

・ パネル形 ・・ プレス

・・ 折曲げ

（１４.６.３）

７ 手摺およびタラップ
（１４.８.２）（１４.８.３）

・ 手すり

種　類 材料の種別 表面処理 備　考

・ 鉄鋼

ステンレスＳＵＳ３０４ ※ ＨＬ程度　・ 

　 等
施工箇所

・ タラップ

※ 

・ 鉄鋼

ステンレスＳＵＳ３０４ ※ 研磨無し

・ 

※ 溶融亜鉛めっきＣ種

・ 

・ 

施工箇所

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 砂壁状　　・ ゆず肌状　・ 

上塗材

・ 防水型外装薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓ

・ 内装薄塗材Ｌ

・ 外装厚塗材Ｃ

・ 内装厚塗材Ｃ

・ 複層塗材ＣＥ

・ 可とう形複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材Ｓｉ

・ 複層塗材Ｅ

※ 複層塗材ＲＥ

・ 複層塗材ＲＳ

・ 防水形複層塗材ＣＥ

・ 防水形複層塗材Ｅ

・ 防水形複層塗材ＲＳ

・ 吹付用軽量塗材

・ こて用軽量塗材

・ 薄付け

　 仕上塗材

・ 複層

　 仕上塗材

・ 軽量骨材

　 仕上塗材

・ 厚付け

　 仕上塗材

・ 砂壁状　　・ 

・ ゆず肌状　・ さざ波状　・ 凹凸状

 　砂壁状

・ 平坦状　　・ ゆず肌状　・ さざ波状

・ スタッコ状　・ 

・ スタッコ状　・ 掻き落し状

・ 平坦状　　　・ 

・ ゆず肌状　・ 月面状　　・ 平坦状

耐候性　※ ３種　　　

　溶媒　※ 水系　　　・  溶剤系

　樹脂　※ アクリル系

　 　 　 　

　外観　※ つやあり　・ つやなし

　　　　・ メタリック

　防水形の増塗材　　 ※ 行う

砂壁状

平坦状

種　類 呼び名 仕上の形状等

・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ ・ ゆず肌状　・ 

・ 外装薄塗材Ｓｉ ・ 砂壁状　　・ 

・ 内装薄塗材Ｓｉ ・ 砂壁状　　・ ゆず肌状

・ 内装薄塗材Ｅ ・ 砂壁状　　・ ゆず肌状　・ さざ波状

・ 内装薄塗材Ｗ ・ 京壁状　　・ 繊維壁状　

・ 内装薄塗材Ｃ

　 砂壁状

・ 外装厚塗材Ｓｉ

・ 外装厚塗材Ｅ

・ 内装厚塗材Ｌ

・ 内装厚塗材Ｇ

・ 内装厚塗材Ｓｉ

・ 内装厚塗材Ｅ

・

Ｇ　＝せっこう系

ＣＥ＝ポリマーセメント系

Ｓｉ＝けい酸質系

ＲＥ＝反応硬化形合成樹脂エマルション系

ＲＳ＝合成樹脂溶液系

・ 防水形複層塗材ＲＥ

10 その他 種　別 線　形 施工箇所

・ ひし型金網

適　用

２.６（１２＃）

網　目

による。 

・ クリンプ金網

・ きっ甲金網

・ 溶接金網（正方形）

・ 溶接金網（長方形）

４０

２５

１６

２.６（１２＃）

０.９（２０＃）

３.２ ５０×１００

３.２ ５０×５０

種　類 施工箇所品　番

材　質 打抜型
（ｍｍ）

芯々距離

（ｍｍ）

孔径

（ｍｍ）

板厚
施工箇所

・ 金網類

○　耐震対策にかかる天井面の地震加速度は１Gとする。

○　ブレースの配置は、図示による。

○　ブレースの取付は、吊ボルト（上部）とＴバー受けチャンネル（下部）を適切な方法により

　　固定する。

　　　天井面が連続しない場合（ライン方式）：Ｔバー受けチャンネルと同材にて、ブリッジ補

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強等を行い、天井下地を連続させる。

　　　Ｔバー受けチャンネルがない場合（グリット方式）：ブレース構面位置に、Ｔバー受け

　　　　　　　　　　　　　　　　チャンネルを直交させ、Ｔバーハンガーとともに固定する。

○　一般天井との取合い：一般天井部は、ブレースにより、当該天井面全体の補強を行なう。

○　天井下地に間仕切り壁等を取り付ける場合：間仕切壁工事にて壁頂部を構造体から支持し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブレース補強を行なう。

・ ・ 

仕　様 施工箇所・室

ｄ　天井面に段差がある場合の補強は下記による。

　　※　「標仕」（１４.４.４（ｇ））による補強　　　　　・　図示

ｅ　天井下地の耐震補強

　　下記のいずれかに該当する場合は次の（１）～（４）の耐震補強を施す。

　　　無柱空間が５００　　以上の場合

　　　天井ふところ寸法が １.５ｍ 以上になる無柱空間が ２００　　以上の場合

　　　天井の平面形状が変形している場合

　　１）ブレース

　　　○　ブレースはＶ形または逆ハの字形とし、Ｘ・Ｙ方向に概ね３.６ｍ間隔に配置し、５ｍを超

　　　　　えないものとする（天井の4隅には必ず設けること）。箇所数は図示による。

　　　○　使用する部材は　２０００Ｎ以上の圧縮・引張強度をもつものとし、ブレース主材は天井ふ

　　　　　ところ寸法による計算に基づき以下のものとする。

　　　　　・　　-３８×１２×１.２　　　・　　-３０×３０×３　　　・　　-４０×４０×３

　　　　　・　　－６０×３０×１０×１.６

　　　○　天井ふところ寸法が１.９ｍ を超え２.５ｍ 以下の場合は２段ブレースを設ける。

　　　　　２.５ｍを超える場合は、天井面から２.５ｍ 以内に構造体を設置して、その構造体から

　　　　　天井を吊るものとし、その吊り長さが、１.５ｍ 以上となる場合は、規定するブレースを設

　　　　　ける。

　　　○　ブレースの取付け角度は、天井面に対して概ね ４０°～６０°とし、野縁受材又は増設野

　　　　　縁受材にビス等で固定し、梁等の構造材又は吊ボルトの吊元に専用金物で取付け、吊ボルト

　　　　　やハンガーに応力が集中しないようにする。

　　　○　ブレースを設ける天井下地の吊ボルトは、全て１２φとする。　　

　　２）ハンガー及びクリップ

　　　　下記の部位はビス固定とするか又は耐風圧用金物を使用すること。

　　　　　壁際、ブレース周り、天井段差部、シャッター、防煙たれ壁等の周り

　　３）野縁、野縁受け

　　　　野縁と野縁受は必ず直交させること。

　　４）クリアランス

　　　　下記の部位は天井ふところ高さのＳ造にあっては１／５０以上、その他は１／１００以上の

　　　　クリアランスを確保すること。

　　　　　壁際　　　天井段差部　　　シャッター　　　防煙たれ壁周り

ｆ　屋外の軒天井、ピロティ天井等の補強

　　１）設計風圧力

　　　　高さ１３ｍ以下は １５００Ｎ／　　、１３ｍを超えるものは下記によるものとし、野縁間隔、

　　　　野縁受間隔、吊ボルト間隔、ハンガー、クリップ等の仕様は設計風圧力を満たすものとするこ

　　　　と。

　　　　　設計風圧力　・　２０００Ｎ／　　　・　２５００Ｎ／　　　・　３０００Ｎ／　　　　

　　　　　　　　　　　・　３５００Ｎ／　　　・　４０００Ｎ／

　　２）吊ボルト

　　　　吊ボルトは１２φとし、風圧力と天井ふところ高さにより座屈防止用の補強パイプ等を設ける

　　　　こと（野縁受の間隔に合せる）。

　　３）野縁、野縁受、吊ボルト、ハンガー、クリップは耐風圧仕様とすること。

　　４）ボード厚さ、ビスピッチは設計風圧力によるものとする。

工法形式 材　種

※ 重ね形

・ はぜ締め形（ 　　ｍｍ）

・ かん合形

板厚（ｍｍ） 備　考

※ 0.6

・ 0.8

・

※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板

・ 塗装溶融亜鉛5％アルミニウム合

 　金めっき鋼板

・・

２ 折板葺 （１３.３.２）（１３.３.３）

・ 鏡面仕上（ＮＯ.８）

・Ｂ－２種

・Ｃ－１種

・Ｃ－２種

・Ｄ種

種別

無着色陽極酸化皮膜

着色陽極酸化皮膜

無着色陽極酸化塗装複合皮膜

着色陽極酸化塗装複合皮膜

無着色陽極酸化皮膜

着色陽極酸化皮膜

化成皮膜の上に塗装（注）

　７５形 　７５×４５×０.８ 高さ ４.０ｍ以下

出入口等の開口補強材

　　－

　　６０×３０×１０×２.３

　　６０×３０×１０×２.３

　　７５×４５×１５×２.３

２　７５×４５×１５×２.３

・ エキスパンドメタル

（１５.５.２）

・ 既製目地材　　・ 適用しない　

　　 　　　　　　・ 適用する　　材質・形状：

仕上り精度は、外部 3ｍｍ以下/3ｍ、内部 2ｍｍ以下/3ｍ、建具チリ廻り 2ｍｍ以下とする。

表示値±１.０ ３０分で１ｇ以下

吸水量（ｇ） 接着強度（Ｎ／　　 ） 界面破断率（％）全固形分（％）

０.９８以上 ５０以下

　 　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

・ 防水材（防水モルタル塗り混入剤）

する製造所

　　　　 　　　　

セメント重量の ＪＩＳＲ５２０１の試験８において

凝結時間 曲げ及び圧縮強度比 吸水比混合割合

７０％以上 ９５％以下

透水比

５％以下 始発　　１時間以上

終結　１０時間以内

８０％以下

２９４.０ＫＰａ／ｈ

　 　安全性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。（ＪＩＳＲ５２０１の試験９）

※  １ ０ 　

　 　プライマーのオープンタイム管理を十分に行なう。

　　 塗り厚さは最大でも２０ｍｍ以下とする。

室内で軽微な場合

・　ハイタフルーフィングシステム：製造所の仕様による。

   （耐火30分）

蒸気釜下　ステンレス床

図示

図示・ 手すり ・ 樹脂被覆

鉄骨階段

外部ALC、腰壁

図示

適宜

適宜

内部手摺

室外機置場
飛散防止処理

海岸のような過酷な腐食環境下で､特に厚めっ

きが必要な箇所｡屋外で塗装したくない箇所。

工業地帯のようなやや腐食環境下で､特に厚

めっきが必要な箇所｡

都市地帯のような標準的な環境箇所､および

塗装下地となる箇所｡

屋外で通常の塗装下地となる箇所｡ボルト類

等で溶融亜鉛めっきの困難な箇所｡

屋外で通常の錆止めを必要とする箇所｡塗装

下地でやや程度の良い箇所｡

屋内で簡単な錆止めを必要とする箇所または

塗装下地となる箇所｡

※「標仕」（１４.４.４（ｈ））

による補強

ｂ　戸袋その他壁厚内に納めるなどのため壁厚を厚くする場合のスタッド寸法は、図示による。

高さ４ｍ以上は

防護柵付

隅角部および突当たり

部等の役物は本体製造

所の仕様による。

・ パンチングメタル

使用線材は全てJISSG3532

（鉄線）による亜鉛めっき鉄

線の３種を標準とする。

・ 溶接金鋼　100×100　6φ：かさ上げコンクリート部

ｃ　金属工事に使用するシーリングは、第９章 9により、ＪＩＳ規格品以外のものを使用しない。

※　屋内の壁および天井の仕上材は、防火材料または建築基準法に基づく基材同等の認定表示のある

ロックウールおよび接着剤のホルムアルデヒド放散量は、Ｆ☆☆☆☆とする。

・ コンクリートブロック下地　※ 中塗の溶接金網径2.6ｍｍ以上､網目寸法50ｍｍを誘発目地以外

・ 鋼製金網下地　　　　　　　※ メタルラス　　※ リブラスＡ２号　  

　　　　　　　 　　　　　　　※ ワイヤラス　　※ ひし １２３２　　 

・ ラスシート下地　　　　　 　※ 接合材の防錆処理

・ せっこうラスボード下地　　 ※ 平頭くぎ、その他の金物の防錆処理

 ゴムアスファルト系シート　　※

　　　　　・ アスファルトルーフィング1500

　 下 葺 材 　

　軒先面戸板　　　※ 有り（耐火シールの有無　：　※ 有　　・ 無　）　　・ 無し

　断熱材　　　　　※ 有り　：種別　　　　　　　　　　　　厚さ　　　　　　　ｍｍ　　・ 無し

・ 竪どい材種（隠蔽）　　・ 硬質塩化ビニル管（屋内使用不可）

・ ルーフドレイン　　　　※ 鋳鉄製　　・ ステンレス製

耐風圧性能は建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び地表面粗度区分により算定し、破損や脱

落、有害な残留ひずみのないものとする。

耐積雪性能は建築基準法施行令の積雪荷重に対して十分安全な状態で構造部材に取り付けるものとする。

　ステンレス材質　　※ SUS304　　　　・ SUS316

　（注）常温乾燥形の塗装の場合は、特記による。

天井のふところが1.5ｍ以上の場合は、縦横間隔1.8ｍ程度に吊り

ボルトと同材又は　－19×10×1.2（ｍｍ）以上を用いて、吊り

ボルトの水平補強と斜め補強を行う。

　・ 避雷導体笠木　アルミニウム製笠木を避雷導体として用いる場合は、厚さ２.０ｍｍ以上かつ断面　

　 　積５０　　 以上とする。

 風圧力及び積雪荷重に対応した固定金具の間隔、固定方法を見込む事。

　・ 取付金物は戻り止メ対応品とする。

　・ 外装材及び天井材として使用する場合は３点支持以上とする。

 伸縮調整継手　　・ 設けない　　　※

　　※スタッドの厚さは、強度計算を行い、JIS規格品と同等の強度が確保されると証明された

ｄ　スタッドの高さに高低がある場合には高い方を適用する。

ｃ　スタッドの高さが 5ｍを超える場合は鉄骨で補強する。（構造図による）

錆止め塗料は（１８.３.３）

（１８.３.４）

　　 同形、同ピッチ材は強風による共振音鳴りの恐れが有るので建物角での使用字にはメーカー実績による。

　　 下地との固定は乾式による、現場溶接の場合はローバル等による補修を十分に行なう。

　　 防水材の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤（ＪＩＳＡ１４０４による試験）

　　 製造所　　　※ 監理者の承諾

　　 製造所　　　※ 監理者の承諾

　　 吸水調整材

第１３章　屋根およびとい工事

※ 

・ アルミ押出形材

外部 ※ 溶融亜鉛めっきＣ種

　　 ・ 溶融亜鉛めっき+SOP

エントランスポーチ
外部階段

第１５章　左官工事

第１４章　金属工事

・ ＨＬ程度

竣 工 図

ライニング天板

内部 ※ 錆止め塗装+SOP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合は、0.5mmの使用も可とする。

・ ファンダクトスペース部キャットウォーク：単管、足場板

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍｍ ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍｍ２

  ・

  ・
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特記仕様書（５）



・ 試験の種類　　　・ 耐風圧　　　・ 耐震　　・ 水密　　・ 気密　　・ 遮音

１ 基本要求品質

２ 見本の製作等

３ アルミニウム建具

４ 網　戸

５ 鋼製建具

６ 鋼製軽量建具

９ 自動ドア開閉装置

10 木製建具

11 建具用金物

12 特定防火設備

13 ガラス

14 ガラス留め材

16 大形ガラス

17 重量シャッター

18 軽量シャッター

19 オーバーヘッド

20 耐震ドア

ａ　防虫網（網目１６～１８メッシュ）

　　　網の種別　　※ ステンレス製（ＳＵＳ ３１６）　　　

　　　　　　　　　・ ガラス繊維入り合成樹脂　　　　　　 ・ 合成樹脂製

　　　形式　　　　※ 外部可動式　　　　・ 内部可動式（プリーツ）　　・ 固定式

　　　外部可動式の網戸は脱落防止ストッパー付とする。

ｂ　防鳥対策　　　外部に面するガラリには、ダクト接続の有無に関わらず防鳥網(細目ＳＵＳ３０４

　　　　　　　　　φ1.5×15ｍｍメッシュ)を設ける。

ａ　金物の種類及び見え掛り部の材質は、特記を除き「標仕」表16.7.1による。

ｂ　丁番取付け枚数、握り玉等のバックセット及びシリンダーサイドは、特記を除き以下による。

　　　丁番　　　　　　　建具の高さ1.8ｍ以上　125ｍｍ×3枚

　　　　　　　　　　　　　但し、フラッシュ合板建具の場合は、125ｍｍ×2枚

　　　　　　　　　　　　高さ1.8ｍ未満　　　　125ｍｍ×2枚

　　　バックセット　　　握り玉の場合　　　　　60ｍｍ以上

　　　　　　　　　　　　レバーハンドルの場合　50ｍｍ以上

　　　シリンダーサイド　外側シリンダー、内側サムターンとする

ｃ　建物出入口建具の施錠の防犯性能（指定建物錠の防犯性能表示制度）

ａ　形式・性能等

　　開閉形式　　　　　※ 上部電動式（手動併用）　　・ 手動式

　　外部に面するシャッターは耐風圧性能の安全性を確認し、監理者との協議後に製作図を作成する。

　　スラットの形状　　※ インターロッキング形　　　・ オーバーラッピング形

　　　　　　　　　　　ただし、防煙シャッターのスラットは、オーバーラッピング形とする。

ｂ 材質・仕上げ

 スチールタイプ　　・ アルミニウムタイプ

　　　　　　　　　　・ ファイバーグラスタイプ

　　　

収納形式　　　　　　・ スタンダード形　　・ ローベルト形

　　　　　　　　　　・ ハイリフト形　　　・ バーチカル形

 ステンレス製(SUS304)

１ 一般事項

２ 総括技術者の専任

３　施工図･施工計画書

４ 施工検査

５ 実物大模型製作

６ 性能試験

７ 性能基準

性能の規定は設計図書によるほか、特記事項のない規定は(社)日本建築学会 JASS 14による。

製品検査

　請負者は工場製作工程の途中において、設計図書・施工図・施工計画書および自主検査基準による検

　査を行い記録を作成する。製作完成品は完成検査を実施し、検査記録書を監理者に提出する。必要に

　より監理者の検査を受ける。

取付け検査

　請負者は各ユニットの現場取付け完了後、所定の性能基準を満たしていることを確認し、検査記録を

　監理者に提出する。必要により監理者が検査に立ち合う。

ｆ　遮音性能

　　可動部分を含めた総合透過損失がガラスの遮音性能を下回らないものとする。

　　可動部分のない基準階標準パネル部分の平均透過損失(ｄＢ)の性能

ｂ　水密性能

　　JIS A 1414に規定する降雨条件の下で、下記の風圧力（上・下限±50％脈動圧）について、室

　　内側に漏水が起こらないこと。

　

　　　はめ殺し部の性能値　　※ 正圧最大圧力の１/２を平均圧力とする　 　　・　

施工図

を受ける。

ｂ　施工図には特に下記の事項を記載する。

      層間変位追従方式（構造体への取付け部、ユニット間の接合部）、

      パネル割付け、ガラス厚と割付け、取付金物配置、部材断面、

　　　プレキャストコンクリートパネルの配筋および埋込み金物、

　　　層間区画部分の耐火被覆、結露水および侵入水の排水経路、

　　　パラペット笠木の取合い等の必要事項。

施工計画書

ａ　施工に先立ち施工計画書を作成し、監理者に提出する。

ｂ　施工計画書は特に下記の留意事項について作成する。

　　　カーテンウォールの性能書（計算書・試験報告書など）添付

　　　材料の加工方法・接合方法、組立て要領、製品精度

　　　防食処理、摩擦音の防止方法、

　　　仕上の材料・工法、取付け方法・取付け精度　　　　　　　　等の必要事項。

（１.６.２）

・ 作成する　　　目的：

　　　　　　　　 製作寸法：　　　　　　　　　　　　　仕様：

・ 作成しない

（１７.１.３）

ａ　性能試験

　　　実物供試体による性能試験

　　　　　　　　・ 実施する（供試体の寸法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・ 実施しない

　　　試験項目　・ 耐風圧試験　　・ 水密試験　　　　　 ・ 層間変位追従試験（耐震試験）

　　　　　　　　・ 仕上がり状態、開閉機構の確認　　　　・ 組立て方法の確認

　　　　　　　　・ その他の試験（・ 気密　　・ 遮音　　・ 　　　　　　　　　　　　　）

ｂ　性能試験を実施する場合は、試験に先立ち試験計画書を作成し監理者の承諾を受ける。

ｃ　試験の方法はJCMA（日本カーテンウォール業会）制定のカーテンウォール性能試験基準、

　　JASS 14 実大試験等の解説に準じる。

（１７.１.３）

ａ　耐風圧・耐震性能

　　１）変形に対する面内性能（追従性）

　　　 １ 部材（取付け金物を含む）は、下記の層間変位量に対して右欄の程度を超えない。

（１７.１.３）

ｃ　気密性能 （１７.１.３）

ｅ　耐温度差性能

　　部材は年間温度差において、性能・構造・美観上有害な欠陥が発生しないこと。

ｄ　耐火性能

 建築基準法施行令第107条および第112条10項による。

 火煙防止層および層間ふさぎは法令に基づき、剥離・落下の起こらない耐火措置を施す。

 ＰＣカーテンウォールのパネル接合部目地には耐火認定品の目地材を充填する。

（１７.１.３）

ｈ　耐久性能

（１７.１.３）ｇ　断熱性能

　　基準階標準パネル部分の平均熱貫流抵抗値（Ｒ）

（１７.１.３）

（１６.１.２）

（１６.１.４）

（１６.２.２）（表１６.２.１）

（１６.２.３(e)）

ａ　外部に面する建具（開き戸・引戸に限る）の性能等級は、特記を除きアルミニウム製建具の等級に

　　倣う。

ｂ　屋内の防音ドアの気密性は、下記による。

　　　完全エアタイト（ＰＡＴ） ：ＪＩＳによる気密等級線 Ａ-４ を上回らない

　　　エアタイト（ＡＴ）　　　 ：ＪＩＳによる気密等級線 Ａ-３ を上回らない

　　　セミエアタイト（ＳＡＴ） ：ＪＩＳによる気密等級線 Ａ-２ を上回らない

ｃ　出入口建具の面内変形追従性能は、特記を除き下記による。ただしｈは建具高さとする。

　　　居室、階段室、防災倉庫等　　　D-3（最大の面内変形寸法 1/120 ×ｈ）以上

　　　その他の非居室　　　　　　　　D-2（最大の面内変形寸法 1/150 ×ｈ）以上

ｄ　建具の鋼板類は、特記を除き下記による。

　　　外部　溶融亜鉛めっき鋼板による表面処理亜鉛めっき鋼板とし、めっきの付着量はＺ12とする。

　　　　　　化成処理の種類はリン酸塩処理とするが､鋼材の切口および溶接部はジンクリッチペイント

　　　　　　で補修し、エッチングプライマー塗の上塩酸カルシウム錆止めペイント１回塗りとする。

　　　屋内　「標仕」（16.4.3 (ａ)(1)）による。

ｅ　鋼板類の厚さは、特記を除き下記による。

　　　フラッシュ板（ｍｍ）　　 1.6

　　　力骨・中骨（ｍｍ）　　　 2.3

ｆ　屋外に直接出入する建具は、以下による。

　　　下枠　　水切り金物(特記を除きステンレス製・同材の小口塞ぎ付)を取付ける。

　　　上枠　　建具上部に小庇などが付かない場合は、上枠に水切り金物(建具と同材 W=25程度

　　　　　　　同材の小口塞ぎ付)を取付ける。

　　　丁番取付けの切欠き部周り

　　　　　　　不定形シーリング材を施す。

　 ・ 製造所標準仕様による　

（１６.８.３）（表１６.８.３）

・ フラッシュ戸の材料：図示による　　

・ ふすま縁　　　　　　 ※ 塗装　　　　 ・ 白木縁

・ 障子　　　　　　　　 かまち桟：　　 　　　　　　　 紙質：　 　　　　引手：
（表１６.６.３）

（１６.６.２）

（１６.７.２）（表１６.７.１）

・ 木製防火戸　　　　品質・規格：　　　　　　　　　　　　製造所：

（１６.１３.２）

（１６.１３.４）

（表１６.１３.１）（１６.１３.２(b)）

　  スクリーン

ａ　工法は下記により、製造会社の仕様（ストラクチュラルシーラント（SSG構法）、その他特殊工

　　法に伴う材料など）にもとづき ｂ に規定する性能を満足する施工計画書を作成し、監理者の承

　　認を受ける。

　　　　・ ガラスリブ工法（　・ ガラス吊下げ工法　・ ガラス方立工法　・ 併用工法）

　　　　・ SSG構法

　　　　・ DPG工法

　　　　・ MPG工法

　

ｂ　耐風圧､耐震､水密､気密､耐火､耐温度差､遮音､断熱および耐久性などの性能基準は､第１７章 7 性能

　　基準 を準用して適用する。ただし、建物本体の最大層間変位角は下記による。

　　　　・ 1/100　　・ 1/125　　・ 1/150　　・  /    

ｃ　ガラスの種別は、透明フロート板ガラス(ＪＩＳ Ｒ 3202)とする。

ｄ　シーリング材の種別

による。

　　　　・ 図示による。

（１６.１０.２(d)）

（１６.１０.２(f)）

ａ　形式・性能等

　　開閉形式　　　　　※ 上部電動式（手動併用）　　・ 手動式

　　外部に面するシャッターは耐風圧性能の安全性を確認し、監理者との協議後に製作図を作成する。

　　スラットの形状　　※ インターロッキング形　　　・ オーバーラッピング形

　　ガイドレール等　　※ ステンレス製　SUS304(厚さ1.5ｍｍ)　　　・ 鋼板製　

　　　　　　　　　　　・ アルミニウム製

ｂ　材質・仕上げ

　　ドア

（１６.１２.２）

（１６.１２.２）

（１６.１２.２）

（１６.１２.３）（表１６.１２.２）

ａ 外部に面する建具の性能

     

     

　 

施工箇所

※ Ａ－３

　（２０００Ｐａ）

種　類 気密性

・ Ｓ－４ ※ Ｗ－４

水密性 遮音性 枠見込み（ｍｍ）

※  ７ ０  

※ Ａ－３

　（２４００Ｐａ）

・ Ｓ－５ ※ Ｗ－４ ※  ７ ０  

※ Ａ－４

　（２８００Ｐａ）

・ Ｓ－６ ※ Ｗ－５ ※  １０ ０  

※ Ａ－４

　（３６００Ｐａ）

・ Ｓ－７ ※ Ｗ－５ ※  １０ ０  

・ 　　 　Ｐａ

・ 　　 　Ｐａ

・ 　　 　Ｐａ

・ 　　 　Ｐａ

Ａ－１種

種　類 表面処理 塗膜厚さ（μｍ）

無着色陽極酸化被膜

（シルバー被膜）

※ 15以上

・

被膜厚さ（μｍ）

－

Ａ－２種 着色陽極酸化被膜

（２次電解着色被膜：カラー）

※  9以上

・
－

Ｂ－１種 無着色陽極酸化塗装複合被膜

（シルバー被膜＋クリアー塗装）

※  9以上

・ 15以上

Ｂ－２種 着色陽極酸化塗装複合被膜

（ ・ ３次電解着色被膜＋クリアー塗装）

※  9以上

Ｃ－１種 無着色陽極酸化被膜 ※  6以上
－

Ｃ－２種 着色陽極酸化被膜 ※  6以上
－

Ｄ種 化成被膜の上に塗装

（着色塗料の種類は下記による）

・

　（内装）

　（内装）

（ ・ ２次電解着色被膜＋クリアー塗装） ・

・

※  7以上

※  7以上

（表１４.２.１）

種　類 備　考

・ 高温硬化型（熱可塑性）フッ素樹脂系塗料

・ 常温硬化型（熱硬化型：中温、低温）フッ素樹脂系塗料

・ 常温硬化型（熱硬化型：中温、低温）アクリルシリコン樹脂系塗料

・ 焼付型ポリウレタン樹脂系塗料

・ 常温硬化型（熱硬化型：中温、低温）ポリウレタン樹脂系塗料

・ 熱硬化型（中温）ポリエステル樹脂系塗料

・ 熱硬化型（中温）アクリル樹脂系塗料

高耐久性塗料

一般環境塗料

７ 鋼製軽量自閉装置付

　 引き戸

※ 製造所の標準仕様による。

８ ステンレス製建具 　外部に面する建具の性能等級はアルミニウム製建具の等級に倣う。

　曲げ加工　　　　※ 普通曲げ　　　・ 角出し曲げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１６.５.４）

（１６.５.５）

開閉方法

※ 熱線スイッチ　　・ 光電スイッチ

施工箇所センサの種別

※ スライディングドア

備　考

・ マットスイッチ

・ 光線スイッチ　　・ 音波スイッチ

※ 熱線スイッチ　　・ ・ スイングドア

種　別

・ フロートガラス

種類、仕様等

・  透 明 　 　

ａ　ガラスの種類・仕様

・ 網入り､線入板ガラス ・ 型板　　・ 磨板　　・ 熱線吸収　・ 熱線反射　・ 波形

・ 熱線吸収板ガラス ・ グレー　・ ブルー　・ ブロンズ　・ グリーン

・ 熱線反射板ガラス ・ シルバー系　  ・ ゴールド系

・ 高性能熱線反射板 ・ シルバー系  　・ ゴールド系 　  ・ ブロンズ系 　・ ブルー系

　 ガラス ・ グリーン

・ 合わせガラス ・ ガラスの種類：　　　　　　　　　・ 性能：

・ 複層ガラス ・ ガラスの種類：図示　　　　　　　・ 性能：

・ 強化ガラス ・ フロート　  　・ 型板

・ 倍強度ガラス ・ フロート　  　・ 熱線吸収　 　  ・ 熱線反射

・ 色焼付ガラス ・

・ 特殊ガラス

・ Ｘ線遮蔽ガラス  　・ ＵＶカットガラス

・ ガラスブロック

　（ＪＩＳ Ａ ５２１２） ・ 

・ 

・ 飛散防止ガラス ・

・ ・

・ ・

※ クリア　・ 熱線反射

・ 乳白　　・ カラー：

寸法（ｍｍ） 色調

※ 無し

・ 有り

防災認定柄

ｂ　耐風圧に対してガラスの安全性を確保する(耐風圧強度)。

ｃ　出入口廻りのガラスの安全性を確保する(ガラスの安全基準)。

ｄ　ガラスの切断、小口処理は「標仕」（16.13.4）による他、網入り板ガラスをトップライトに使

　　用する場合は以下の防錆処理を行う。

　　　　単板ガラス、合せガラスの場合：4辺をブチルゴム＋アルミテープを張付けてカバーする。

　　　　複層ガラスの場合：封着用の高モジュラスシリコンシーリング材を網入りガラスに5ｍｍの

　　　　　　　　　　　　　段差をつけてシーリングが多くかかるように盛り上げてカバーする。

　　特に以下のガラスを使用する場合は、熱割れ計算を行い、安全性を確保する。

　　　　網入り板ガラス（トップライト等に使用する場合および熱割れの恐れのある場合）

　　　　熱線吸収板ガラス

　　　　熱線反射板ガラス

ｅ　熱線反射ガラスの映像調整　　　

ａ　留め材の材質

建具の種類

アルミニウム製

材　　質

※ シーリング材　 ・ ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材） 

鋼製 ※ シーリング材 　・ ガスケット 　

ステンレス製 ※ シーリング材 　・ ガスケット　 

※ パテ（木製用） ・ 木製

15 ガラス用フィルム ａ　フィルム張りの仕様

・ 日射遮へい･ガラス

・ ガラス飛散防止

名　称

仕上げ

シャッターケース

スラット

ガイドレール

材　質名　称

種　類

ＪＩＳ Ａ 5759 第１種

張り面

※ 内張り　・ 外張り

飛散防止率　Ｄ１

・ 日射遮へいフィルム ＪＩＳ Ａ 5759 第３種 ※ 内張り　・ 外張り

性能等

ＪＩＳ Ａ 5759 第２種

　 飛散防止フィルム

　 フィルム

※ 内張り　・ 外張り

（１６.１１.２）

（１６.１１.２）

まぐさ

座板包み板

開閉ボックス

グリル

・ 鋼製　※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 ・  塗 装 　

・ 鋼製　・ アルミ　・ ステンレス

※ ステンレス　・ 鋼板

※ ステンレス　・ 鋼製　

・ ステンレス　・ 鋼板

・ ステンレス　・ 鋼製　

・ ステンレス　・ アルミ　・ 鋼製　

・ 塗装　・ ＨＬ

・  Ｈ Ｌ 　

・ ＨＬ　・ 塗装

・ ＨＬ　・ 塗装

・ ＨＬ　・ 塗装

・ ＨＬ　・ 塗装

仕上げ

シャッターケース

スラット

ガイドレール

材　質名　称

まぐさ

座板包み板

・ 鋼板　・ ステンレス　・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 ・  塗 装 　

・ 鋼板　・ ステンレス　・ アルミ

・ ステンレス　・ 鋼板　・ アルミ

・ ステンレス　・ 鋼板　・ アルミ

・ ステンレス　・ 鋼板

・ 塗装　・ ＨＬ

・ ＨＬ　・ Ａ－１　・ Ａ－２　・ 塗装

・ ＨＬ　・ Ａ－１　・ Ａ－２　・ 塗装

・ ＨＬ　・ Ａ－１　・ Ａ－２　・ 塗装

（１６.１１.２）

（１６.１１.２）

（表１６.１１.２）

備　考

階高の１／３００

　かつ１２ｍｍ以内

　かつ２５ｍｍ以内

層間変位量 程　度

部　位 備　考内外圧力差　Ｐａ

部材の種別 備　考部材の年間温度差

可動部

はめ殺し部

１０において

１００において

１０において

１００において

通気量（　 ／ｈ・　 ）

０.１以下

１.０以下

０.０１以下

０.１以下

・ 暗色の金属材

・ 明色の金属材

・ その他の部材

※  ８０℃　　

※  ７０℃　　

※  ６０℃　　

（１７.１.３）

指定建物錠

シリンダー錠

性能項目 性能表示

耐ピッキング性能

耐鍵穴壊し性能

耐サムターン回し性能

耐カム送り開錠性能

耐こじ破り性能

耐ピッキング性能

耐鍵穴壊し性能

耐サムターン回し性能

シリンダー

サムターン

・ ５分未満　※ ５分以上　・ １０分以上

・ ５分未満　※ ５分以上　・ １０分以上

・ なし　　　※ あり

・ なし　　　※ あり

・ なし　　　※ あり

・ なし　　　※ あり

・ ５分未満　※ ５分以上　・ １０分以上

・ ５分未満　※ ５分以上　・ １０分以上

（１６.４.３）

（表１６.３.２）

・ 着色塗料の種類（Ｄ種の場合） 

　（臨海地域 等）

断熱性

（１６.５.３）

（表１６.６.３）

（表１６.６.４）

　マスターキー等

　　　マスターキー　　　　　　※ 製作する（※ ３枚　・ 　　　　　　）　・ 製作しない

　　　コンストラクションキー　・ 製作する　　　　　　　　　　　　　　　 　　※ 製作しない

　　外部出入口建具に取り付くシリンダー錠は、ＣＰ－Ｃ認定製品を使用し、以下による。

　鍵箱

　　工事完成時に鍵ごとに室名または建具位置を示す札を付け、目録書および縮小版平面図による鍵の

　　種別図を添え、鍵箱に収納し提出する。

　　必要により設備関係、操作ボックス関係の鍵類も合わせて収納する。

（１６.１３.２）

種　別

・ シリンダ箱錠

品質・規格・認定及び評定品

・ シリンダ本締まり錠

・ ドアクローザー

・ 棒鍵錠

・ ピボットヒンジ

・ ヒンジクローザー

・ フロアヒンジ

備考

　 （旧甲種防火戸）

※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板

（臨海地域とは海岸線から2km以内の地域をいう）

　2400  Ａ－４ Ｗ－５  Ｔ－2 Ｈ－1 70 外部サッシ

図示

・ 防虫フィルム ※ 内張り

メーカーの仕様による

メーカーの仕様による

メーカーの仕様による

メーカーの仕様による

・ 性能確認試験　　※ 行わない　　・ 行う

・ 試験体の製作　　※ 製作しない　・ 製作する（寸法：※ 実物大　・　　　　　　　）

・ 建具見本の製作　※ 製作しない　・ 製作する（寸法：※ 実物大　・　　　　　　　）

  　 水密性能　Ｗ－４(３５０Ｐａ) Ｗ－５(５００Ｐａ）その他(　　　Ｐａ)

　　 遮音性能　Ｔ－１(２５等級線) Ｔ－２(３０等級線) Ｔ－３(３５等級線) Ｔ－４(４０等級線)

　　 断熱性能　Ｈ－１(0.215) 　 Ｈ－２(0.246) 　 Ｈ－３(0.287) 　 Ｈ－４(0.344)

　　 　　　　  Ｈ－５(0.430)　　　 　注)（　）内は熱貫流抵抗値（　 ・Ｋ/Ｗ）を示す

ｂ 表面処理

　　 外部建具　・ Ａ－１　※ Ｂ－１

　　　　　　　 ・ Ａ－２  ・ Ｂ－２（・ ブラウン系 ・ ブラック ・ ステンカラー ・ 　　 　 ）

　　　　　　  　

　　　　　　　 ・ Ｂ－２  ・ Ｃ－２（・ ブラウン系 ・ ブラック ・ ステンカラー ・ 　　 　 ）

               

ｃ　外部に面する引戸・開き戸の室内側結露受けは、特記を除き以下による。

　　※ 住居系用途の居住室等の建具は、結露水排水型とする。ただし、竪軸回転などの場合は、結露

　　　 水受水型とする。

    ・ 上記以外の用途の場合、上記に倣い結露受けを設ける。

ｄ　外部に面する連窓建具の連続する無目は、3ｍ以内ごとに伸縮継手を設ける(上下材のアンカー金

　　物はスライド式とする)。

ｅ　表面処理の種別

  　 気密性能　Ａ－３(８等級線)　 Ａ－４(２等級線)

（表１４.２.１）

　フロントドアなどで框形式の場合は、モヘア付とする。

　　　補助機構　　　※ 補助光線スイッチ　　・ 全半開機構　　　・ パニックオープン機構

　　　制御盤　　　　建具工事に含む

　　　防振処理　　　・ 行わない　　※ 行う：防振ゴムによる静音ドア仕様及び防振アンカー

・ 框戸の樹種　　　　  　：　　　　　　　　　　　　　鏡板：

※ フラッシュ戸および框戸またはそれらを構成する建材は、Ｆ☆☆☆☆ 等級以上のものを使用する。

　　注）シリンダー錠及びシリンダーのかぎ本数は、各３本以上とし、監理者の支持による。

により、バックアップ材は下記による。

　　　　 　・ ポリエチレン独立気泡発泡体

　　　　 　・ 合成ゴム製　 ＪＩＳ Ｋ 6380（工業用ゴムパッキン材料）のB　 410、B　 610

　　　・ グレイジングガスケット（グレイジングチャンネル・グレイジングビート）類

　　　　 　※ 軟質塩化ビニル製 ＪＩＳ Ａ 5756（建築用ガスケット）

　　　　 　・ 合成ゴム製 　ＪＩＳ Ａ 5756（建築用ガスケット）

ｃ　ジッパーガスケットを使う場合は、下記による。

　　　材質　　　　※　クロロプレンゴム　　・　EPTゴム（寒冷地）

　　　形状　　　　・ Ｙ型　　　・ Ｈ型

　　　寸法・色は図示。

　　　原則としてジッパー側を屋内とする。

ｄ　防火戸のガラス留め材等は防火設備の規定またはその認定品による。

ｂ　留め材の種別

ｂ　網入りガラスには原則としてフィルムを張ってはならない。

ｃ　強化ガラスの飛散防止フィルム張り　　・ 行う　　　※ 行わない

　　　・ シャッターの２段降下方式　　　※ 採用する　　・ 採用しない

　　適用箇所は、図示による。

ｄ　防火・防煙以外のシャッターケース　　・ 設ける　　　・ 設けない

　　　・ 障害物感知装置　　　　　　　　※ 設ける

ｃ　保護装置

請負者は施工に先立ち、該当カーテンウォール工事について技術経験のある総括技術者を定め、関連す

る専門工事業者・製造者の担当技術者を加え、性能基準・施工の技術検討、品質管理等について総括

する。また必要により専門委員会を設けて実施する。

何ら損傷なく、雨仕舞いを含め機能性が確保され

ている（無損傷）。

部材に有害な変形が発生せず､ガラスの破損もないが､

シーリングの補修が必要な程度の損傷にとどめる｡

　　　 ２ 構造本体の最大層間変形角（ ・ 1/100　・ 1/125　・ 1/150　・  /    ）による

　　　　　変形に対しては、部材などの破損、脱落を発生させない。

　　２）変形に対する面外性能

　　　 １ 部材の最大たわみは、支点間距離の1/100以下、かつ20ｍｍ以内とし、有害な亀裂の発

　　　　　生及びたわみの残留等がない。

　　　　　ただし、下記の条件による。

　　　　　　　・ 地震力：震度　水平方向　1.0

　　　　　　　・ 設計用風圧力（建築基準法）

　　　 ２ 建物本体の変形に追従する部材の面外変形に対しては、１）面内性能 １ の階高を支点間

　　　　　距離と読み替えて各層間変位角に対して、程度欄の内容を越えない。

　　３）強度に対する性能

　　　　部材は、風圧力・地震力等による応力に対して、許容値以下とする。

　　　　ただし、地震力は下記による。

　　　　　　　　　　震度　水平方向（Ｋｈ）　※ 1.0

　　　　　　　　　　垂直方向（Ｋｖ）　　　　※ 1.0　　　・ 0.5

　　　※ 30ｄＢ以上　　　　　　　・ 35ｄＢ以上　　　　　　　・ 40ｄＢ以上

　　　※ 0.3　 ・Ｋ/Ｗ 以上　　　・　

　　　　　　　 （常温乾燥形の塗装は特記による）

　　 内部建具　・ Ｂ－１  ※ Ｃ－１　・ Ｄ

　　　　　　　　　清掃用の点検口をチャンバー等に用意する。

　　　出入口枠（ｍｍ）　　　　 2.3（外部・防火戸）　　1.6（一般部分）

　　　沓摺（ｍｍ）　　　　 　　1.5（16.3.3（ｂ））

ｅ

ｆ

ｄ　建具金物の種類

・ ふすまの上張り　　　 ※ 新鳥の子　　 ・ 鳥の子　 　・ ビニル紙

　　　凍結防止措置　※ 行わない　　　　　　・ 行う（外部オートドア）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（予備電源付）

　　　　　　　　　  ・ 自然発色（カラーステンレス）

・

・

　表面仕上げ　　　※ ＨＬ仕上げ　　・ 鏡面仕上げ　　・ バイブレーション仕上　　

・　ステンレス鋼板　※ ＳＵＳ３０４　・ ＳＵＳ３１６

・

　 特記仕様（　　　　　　　　　　　　）

品質規格　　　　　　※ 公共建築工事標準仕様書による（１６.４.２）

・ 地震感知自動錠鋼製建具（形式　・ 　　　　　　変位寸法（ｍｍ）　・　　　　　　　）

保護装置　　　　　　障害物感知装置　　※ 設ける

　　　　　　　　　　・ アルミニウム製　　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板

ガイドレール　　　　

開閉形式　　　　　　※

セクション材料　　　※

 バランス式　　　　・ チェーン式　 ・ 電動式

　　耐風圧性能による区分　　・ ５０　　・ ６５　　※ ８０

　　耐風圧性能による区分　　・ ５０　　・ ８０　　※ １２０

　　　　※ 表９.５.１

　　　　・ テンションマリオン工法

　　　※ シーリング材の種別は表９.６.１

ａ　施工に先立ち、施工図を作成し監理者の承諾

階高の１／１５０

　　　可動部の性能値　　　　平均圧力（Ｐａ）　　※ 650　　・ 500

　　※

　　※

　　※

　　一般地域において通常の保守管理されたカーテンウォール部材は、竣工後１０年間は有害な損傷が　

　　なく、大がかりな補修を要しないものとする。

・

第１６章　建具工事 第１７章　カーテンウォール工事

　　　グランドマスターキー　　・ 製作する（※ 　　　・ 　　　　　　）　※ 製作しない

消毒器とのインターロック

・ 電磁遮蔽ガラス  　・ 耐熱ガラス

竣 工 図

・ ガラス入り防火戸　品質・規格：ファイヤード　　　　　　製造所：三和シャッター㈱

耐風圧性能（Ｐａ）　・ 500　　・ 750　　・ 1000　　・ 1250　　・ 1500　　・風速30m/sに耐えられる仕様とする

ｍ２

ｍ２３ｍ

ｍ２

Av 3.01

山形市学校給食センター新築工事

特記仕様書（６）

508111

06 １７７２８９ 佐 藤　英 昭土屋 西邑



する業者

１ 共通事項

２ 塗装業者

３ 素地ごしらえの種別

４ 錆止め塗料種別

５ 錆止め塗料塗り

６ 合成樹脂調合ペイン

　 ト塗り    （SOP）

７ 木部クリヤー

   ラッカー塗り（CL）

８ フタル酸樹脂

　 エナメル塗り（FE）

９ アクリル樹脂系非水

　 分散形塗料塗り

10 アクリル樹脂

　 エナメル塗り（AE）

11 ２液形ポリウレタン

　 エナメル塗り

　　　　　 （2-UE）

12 アクリルシリコン

　  樹脂エナメル塗り

　　　　  （2-ASE）

13 常温乾燥形ふっ素

　  樹脂エナメル塗り

　　　　  （2-FUE）

14 つや有合成樹脂エ

　 マルションペイン

　 ト塗り　（EP-G）

16 多彩模様塗料塗り

17 合成樹脂エマルショ

　  ン模様塗料塗り

　 　　　　（EP-T）

18 木部ウレタン樹脂

　 ワニス塗り  （UC）

19 木部油性ステイン

　  塗り 　 　 （OS）

20 マスチック塗料

　  塗り

22 アクリル樹脂

　  エナメル焼付塗装

23 ふっ素樹脂

　 エナメル焼付塗装

24 ラッカーエナメル

 　 塗り

25 ウレタン樹脂エナ

　　メル焼付塗装

26 常温乾燥形

　　アクリルシリコン

　  樹脂塗り

ａ　屋内の壁および天井の塗装仕上材は、防火材料または建築基準法に基づく基材同等の認定表示の

　　あるものを使用する。

ｂ　塗料の使用制限(室内空気汚染対策)

　　第１章 一般共通事項７の規定によるほか、室内の塗装は、以下による。

　　１）壁・天井の室内仕上げに使用する塗装は、特記を除き、水性エマルション系塗料の低ＶＯＣ

　　　　対策品とし、以下のものを使用する。

　　２）建築基準法の運用上 室内仕上げ材の使用面積規制を受ない部分（回り縁、巾木、手摺等の部

　　　　でＶＯＣの発散がより少ないものを使用する。

　　３）室内空気環境をより有利にするために、工事請負者は、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレ

　　　　ン、エチルベンゼン、テトラデカン等の発散が少ない塗装を比較検討して監理者に報告する。

　　　　特に、代替塗装を使用する場合の性能は、ＪＩＳ規格品またはＪＩＳ準用品等の確認を行う。

　　４）ホルムアルデヒド発散等級を指定した塗装は、仕上げ・下地材（亜鉛めっき面に施すプライ

　　　　マー、錆止め塗装、塗装工程の各層を含む）の各層を同等以上の等級とする。

工　程 面の処理 備 考塗料その他種別､Ａ種

１

２

３

汚れ・付着除去

油類除去

化成被膜処理

スチールウール、布等で除去する

苛性ソーダ等で洗い、水洗い

クロム酸塩化成被膜処理後、水洗い乾燥

－

－

－

○

○

○

工　程 面の処理 備 考塗料その他種別､Ａ種

１

２

汚れ・付着除去

油類除去

スチールウール、研磨布等で除去する

溶剤ぶき

－

－

○

○

鉄鋼面

　屋外　　　　　※ Ａ種　　 　　・ Ｂ種

　屋内　　　　　・ Ａ種　　　　 ※ Ｂ種

亜鉛めっき面

　※ Ａ種　　 　　・ Ｂ種　　 　　・ Ｃ種

但し､ＥＰ－Ｇ仕上げ（屋内）の鉄鋼面、亜鉛めっき面は、Ｃ種を適用する。

（表１８.３.１）

木部・鉄面亜鉛めっき面

鉄面および亜鉛めっき面

（表１８.４.１）（表１８.４.２）（表１８.４.３）

（表１８.５.１）

（表１８.６.２）

屋内コンクリート面、モルタル面

（表１８.８.１）

（表１８.９.１）（表１８.９.２）（表１８.９.３）

適用下地　屋外の鉄面、亜鉛めっき面、コンクリートおよび押出成形セメント板面

・ Ａ種　　　　・ Ｂ種　　　　・ Ｃ種：

（表１８.１５.２）

（表１８.１７.１）

木部に適用する（面的な部分は禁止）。　　　　　　　・ Ａ種　　　※ Ｂ種

工　程 摘 要

１

２

９

エアーブロー

下塗り

焼付け

材料・その他

塗装面をエアーブローし、ごみなどを除去

エポキシ樹脂プライマー

熱風乾燥炉　180℃ 30分

（μｍ）

標準膜厚

３ セッティング 5～10分

４ 焼付け 熱風乾燥炉　180℃ 20分

５ 上塗り（１） 熱硬化型アクリル樹脂塗料

６ セッティング 10～20分

７ 上塗り（２） 熱硬化型アクリル樹脂塗料

８ セッティング 10～20分

素地ごしらえ －

－

－

－

－

－

－

15

20～25

20～25

工場塗装

－

　（注）　１）焼付け温度は、被塗物の表面温度で管理する。

　　　　　２）塗装工程は３コート３ベークとしてもよい。

　　　　　３）裏面は原則として下塗りまでとする。

　　　　　４）塗装ラインは、素地ごしらえと連続した処理ラインを備え、他と隔離して粉塵防止を施

　　　　　　　したクリーンゾーンを形成していること。

工　程 摘 要

１

２

９

エアーブロー

下塗り

焼付け

材料・その他

塗装面をエアーブローし、ごみなどを除去

ふっ素樹脂プライマー

熱風乾燥炉　180℃ 30分

（μｍ）

標準膜厚

３ セッティング 5～10分

４ 焼付け 熱風乾燥炉　180℃ 20分

５ 上塗り（１） ふっ素樹脂塗料

６ セッティング 10～20分

７ 上塗り（２） ふっ素樹脂塗料

８ セッティング 10～20分

素地ごしらえ 表18.2.3 －

－

－

－

－

－

－

15

20～25

20～25

工場塗装

　（注）　１）焼付け温度は被塗物の形状､塗装ライン､気温などで変わるので､最適条件で管理する。

　　　　　２）塗装工程は３コート３ベークとしてもよい。

　　　　　３）裏面は原則として下塗りまでとする。

　　　　　４）塗装ラインは、素地ごしらえと連続した処理ラインを備え、他と隔離して粉塵防止を施

　　　　　　したクリーンゾーンを形成していること。

工　程 摘 要

１

２

エアーブロー

下塗り

材料・その他

塗装面をエアーブローし、ごみなどを除去

ふっ素樹脂プライマー

（μｍ）

標準膜厚

３ セッティング 10～20分

４ 焼付け 235℃ 10～20分

５ 上塗り（１） ふっ素樹脂塗料

６ セッティング 10～20分

７ 上塗り（２） ふっ素樹脂塗料

８ セッティング 10～20分

素地ごしらえ アルミニウム面素地ごしらえ －

－

－

－

－

－

－

5～10

10～15

20～25

工場塗装

９ 焼付け 235℃ 10～20分

合計膜厚 35以上－

Ｆ－３　アルミニウム面に適用する（メタリックカラー・工場塗装）。

工　程 摘 要

１

２

エアーブロー

下塗り

材料・その他

塗装面をエアーブローし、ごみなどを除去

ふっ素樹脂プライマー

（μｍ）

標準膜厚

３ セッティング 10～20分

４ 焼付け 235℃ 10～20分

５ 上塗り ふっ素樹脂塗料

６ セッティング 10～20分

７ 235℃ 10～20分

９ セッティング 10～20分

素地ごしらえ 化成処理 －

－

－

－

－

－

－

5～10

25～35

工場塗装

１０ 焼付け 235℃ 10～20分

合計膜厚 40以上－

アルミニウム・亜鉛めっき鋼板・ステンレス類に適用する（工場塗装）。

　（注）　１）焼付け温度は、被塗物の表面温度で管理する。

　　　　　２）塗装工程は３コート３ベークとしてもよい。

　　　　　３）裏面は原則として下塗りまでとする。

　　　　　４）塗装ラインは、素地ごしらえと連続した処理ラインを備え、他と隔離して粉塵防止を施

　　　　　　　したクリーンゾーンを形成していること。

　　　　　５）亜鉛めっき鋼板の溶接部は、研磨仕上げを行い、エポキシ系ジンクリッチプライマー処

　　　　　　　理を行ってから工程２に移る。

Ｆ－１　亜鉛めっき面に適用する（工場塗装）。

Ｆ－２　アルミニウム面に適用する（ソリッドカラー・工場塗装）。

　（注）　１）焼付け温度は被塗物の形状､塗装ライン､気温などで変わるので､最適条件で管理する。

　　　　　２）塗装工程は３コート３ベークとしてもよい。

　　　　　３）裏面は原則として下塗りまでとする。

　　　　　４）塗装ラインは、素地ごしらえと連続した処理ラインを備え、他と隔離して粉塵防止を施

　　　　　　　したクリーンゾーンを形成していること。

焼付け

塗膜塗 ふっ素樹脂クリアー８

－

10～20

工　程

１

２

９

下塗り

研磨紙ずり

上塗り（２）

材料・その他

オイルプライマー　　　　　　　　 JIS K 5591

研磨紙＃180

ラッカーエナメル

（kg／　 ）

塗布量

３ パテ付け オイルパテ

４ 研磨紙ずり 研磨紙＃240

５ 中塗り オイルフェーサー　　　　　　　 　JIS K 5593

６ 研磨紙ずり 研磨紙＃320による水研ぎ

７ 上塗り（１） ラッカーエナメル

８ 研磨紙ずり 研磨紙＃400による水研ぎ

素地ごしらえ －

0.09

－

－

－

－

0.08

－

0.14

0.08

種別

Ａ種 Ｂ種

研磨紙ずり 研磨紙＃400による水研ぎ －１０

上塗り（３） ラッカーエナメル 0.08１１

研磨紙ずり 研磨紙＃800による水研ぎ －１２

磨き上げ ポリシングコンパウンドおよびつや出しワックス －１３

－○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

－

－

－

－

アルミニウム・亜鉛めっき鋼板・ステンレス類に適用する（工場塗装）。

工　程 摘 要

１

２

下塗り

材料・その他

エポキシ樹脂プライマー

10～20分

（μｍ）

標準膜厚

３

セッティング

強制（100℃,20分）または自然乾燥（20℃,16時間）

４ 反応硬化形ウレタン樹脂

５ 上塗り（２） 反応硬化形ウレタン樹脂

素地ごしらえ 各金属面の素地ごしらえ －

－－

30～35

20～25
現場塗装

木部に適用する（工場塗装）。

上塗り（１）

乾燥

20～25

工場塗装

　（注）　１）裏面は原則として下塗りまでとする。

　　　　　２）亜鉛めっき鋼板の溶接部は、研磨仕上げを行い、エポキシ系ジンクリッチプライマー処

　　　　　　　理を行ってから工程１に移る。

　　　　　３）塗装ラインは、素地ごしらえと連続した処理ラインを備え、他と隔離して粉塵防止を施

　　　　　　　したクリーンゾーンを形成していること。

Ａ－１　屋外の鉄面・アルミニウム・亜鉛めっき面に適用する。

工　程

１

２

下塗り

研磨紙ずり

材料・その他

ウッドシーラー

研磨紙＃240～320

（kg／　 ）

塗布量

３ 中塗り ウレタン樹脂エナメル

４ 研磨紙ずり 研磨紙＃320～400

５ 上塗り ウレタン樹脂エナメル

素地ごしらえ －

0.1

－

－

0.1

－

0.1

工　程

１

２

下塗り（１回）

下塗り（２回）

材料・その他

エポキシ系ジンクリッチペイント

エポキシ樹脂系プライマー

（μｍ）

標準膜厚

３ 補修処理 付着物の除去､塗膜層損傷部の補修

４ 下塗り（３回） エポキシ樹脂系プライマー

５ パテかい 不飽和ポリエステル樹脂パテ

６ 研磨紙ずり 研磨紙＃320

７ 中塗り
中塗り用塗料

８ 上塗り
上塗り用塗料

素地ごしらえ 各金属面の素地ごしらえ －

－

－

－

－

30

（kg／　）

塗布量

工場塗装

現場塗装

－

－

－

－

－

0.14

種別

Ａ種 Ｂ種

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
常温形アクリルシリコーン樹脂

常温形アクリルシリコーン樹脂
300.14

300.14

300.14

摘 要

工　程

１

２

９

吸込み止め

穴埋め、パテかい

中塗り

材料・その他

２液形エポキシ樹脂ワニス

２液形エポキシ樹脂パテ

２液形エポキシ樹脂エナメル

（kg／　 ）

塗布量

３ 研磨紙ずり 研磨紙＃150

４ 下塗り ２液形エポキシ樹脂ワニス

５ パテかい ２液形エポキシ樹脂パテ

６ 研磨紙ずり 研磨紙＃150

７ 中塗り ２液形エポキシ樹脂エナメル

８ 研磨紙ずり 研磨紙＃240

素地ごしらえ －

－

－

0.08

－

－

0.14

－

－

0.14

種別

Ａ種 Ｂ種

研磨紙ずり 研磨紙＃240 －１０

上塗り 常温形アクリルシリコーン樹脂エナメル 0.1１１

研磨紙ずり 研磨紙＃400 －１２

上塗り 常温形アクリルシリコーン樹脂エナメル 0.1１３

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

－

－

○

○

○

素地の乾燥を十分に行い､汚れおよび付着物を除去する

８ 材料と取付け方法

９ メタルカーテン

　 ウォール

ｃ　取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）および材質

  

  

  

  

（１７.２.２）（９.６.２）（表９.６.１）

ｂ　カーテンウォールユニット間の接合方式

　　　メタルカーテンウォール

　　　　・ オープンジョイント方式　　・ ダブルシール方式　　・ シングルシール方式

　　　　・ 各種混合方式：　　　　　　　　　　　　　 　・　

　　　ＰＣカーテンウォール

　　　　　 オープンジョイントのユニット接合部は、室内側シールへ雨水が伝わらない構造とする。

　　　　　 ユニット間の外側目地は変成シリコーン系シーリングとし、内側目地はクロロプレンゴム

　　　　　 のタッチ式とし、耐火上必要な範囲は耐火目地材を充填する。

　　　　　　 耐火目地材　　　　　　　・ ロックウール系　　・ セラミックファイバー系

　　　　　　 ユニット間の目地寸法　　・ ２５ｍｍ　　　　　・ ２０ｍｍ　　　・　

（１７.２.５）

（１７.３.５）

ｃ　ガラスの支持方式と映像調整

　　・ 不定形シーリング材工法　　　　・ 構造ガスケット工法　　

　　・ グレージングガスケット工法　　・ ＳＳＧ工法：

　　・ ＤＰＧ工法：

（１７.２.６）（１７.３.６）

ｄ　断熱材料

　　　断熱材料は断熱および結露防止のために張付けまたは吹付ける。

　　　材種は断熱性能と所定の防火性能を有し、接触する金属等に腐食を起こさないものとする。

　　　　指定材料：　　　　　　　　　　　　　　　施工箇所：

（１７.２.２）（１７.３.２）

（１７.２.５）

ｅ　摩擦低減材料

　　　部材のはつ音・摩擦音防止と層間変位追従のための摩擦低減材料は、すべり性能と耐久性の高い

　　　ものとする。

（１７.２.２）

ｆ　耐火材料

   

   

   

   

　 　 　

ｇ　管理用ゴンドラガイドレール

　　ゴンドラに接する部材の性能

　　　　　　　　　　 ドラが受けたとき、ゴンドラに接触する部材に残留変形がないこと。

　　　風、地震による荷重

　　　　　　　　　　 残留変形がないこと。

　　　ガイドレールの精度　　レール間隔　　　　　　±3ｍｍ以下

　　　　　　　　　　　　　　レールの接続部のずれ　±1.5ｍｍ以下

　　　　　　　　　　　　　　レールの傾き　　　　　1/200以下

金属材料の種類

・ アルミニウム材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・　

　 　表面処理

・

ＭＳ－２

ＳＲ－２

・

・

・

シリコーン系

主成分による区分記号
被着体の組合わせ

シーリング材の種別（ＪＩＳ Ａ ５７５８）

メタルカーテンウォール

上記以外の目地

方立目地

ガラス

石・タイル

ＭＳ－２ 変成シリコーン系

・ ・

・ ・

プレキャストコンクリート

石

ガラス

金属

（金属）

ＰＣカーテンウォール

（プレキャスト　

コンクリート）

　　※ 上記以外のシーリング材と被着体の組合せは（表９.５.１）による。

施工部位 種　別

・ ファスナー部

・ 取付けブラケット部

・ パネル耐火目地部

・ 層間区画パネル

規格等

・

・ Ａ－１種

種　類 塗膜厚さ（μｍ）

－

・ Ａ－２種

・ Ｂ－１種

・ Ｄ種 ・

※ 　７以上　

備　考

・ Ｂ－２種

※ １５以上　

被膜厚さ（μｍ）

※   ９以上　

※ 　９以上　

・

※ 　９以上　

塗膜厚さ（μｍ）

※ 　７以上　

－

・ 無着色

・ クリヤー塗装

・ ブラウン　　　　・ ブラック

・ ステンカラー　　・ ３次元カラー

　　　・ つや有り　・ つや無し

・ 塗装材料：

・ 焼付塗装：（　）コート（　）ベーク

（１７.２.２）

（１７.２.２）

（１７.２.２）

（１７.３.２）（１４.３.２）（表１４.２.２）

外　部

ＰＣ打込み金物

ＰＣ打込み取付ボルト

２次ファスナー

内　部金物種別および部位

取付ボルト

レベル調整ボルト

※  Ｅ 種 　 　 ※ Ａ種　　　　　　　

※  Ｅ 種 　 　

※  Ｅ 種 　 　

※  Ｅ 種 　 　

※  Ｅ 種 　 　

※ ステンレスボルト　

※ Ａ種　　　　　　　

※ Ａ種　　　　　　　

※ Ａ種　　　　　　　

ａ　木部、鉄鋼、亜鉛めっき、モルタル、コンクリート、ALC、押出成形セメント板およびボード面

　　などの素地ごしらえによる。

　水性系のつや有り合成樹脂アクリルエマルション塗料（Ｆ☆☆☆☆、低ＶＯＣ対策品）または同等品

　以上とする。　　 　種別　・ Ａ種　　※ Ｂ種

（表１８.１３.１）

10 ＰＣカーテン

　  ウォール

ａ　材料の種類および品質

　　　　　　　 　　　石材の表面仕上げ　・ ジェットバーナー　・　本磨き　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  試験を行い、本数は強度計算により決定する。

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　・　

　　・ タイル打込み　タイル打込み工法は「陶磁質タイル型枠先付け」「標仕」(11.4.1)に準ずる。

（１７.３.２）

○

－

－

　　　　　 （EP-M）

ａ　カーテンウォールユニット間のシーリング材

（１７.２.２）（１６.２.３）

21 １液形ポリウレタ

　  ン樹脂エナメル

　  焼付塗装

アルミニウム・亜鉛めっき鋼板・ステンレス類に適用する（工場塗装）。

工　程 摘 要

１

２

９

エアーブロー

下塗り

焼付け

材料・その他

塗装面をエアーブローし、ごみなどを除去

エポキシ樹脂プライマー

熱風乾燥炉　180℃ 30分

（μｍ）

標準膜厚

３ セッティング 5～10分

４ 焼付け 熱風乾燥炉　180℃ 20分

５ 上塗り（１） １液形ポリウレタン樹脂塗料

６ セッティング 10～20分

７ 上塗り（２） １液形ポリウレタン樹脂塗料

８ セッティング 10～20分

素地ごしらえ 各金属面の素地ごしらえ －

－

－

－

－

－

－

10～20

15～25

20～25

工場塗装

　（注）　１）焼付け温度は、被塗物の表面温度で管理する。

　　　　　２）塗装工程は３コート３ベークとしてもよい。

　　　　　３）裏面は原則として下塗りまでとする。

　　　　　４）塗装ラインは、素地ごしらえと連続した処理ラインを備え、他と隔離して粉塵防止を施

　　　　　　　したクリーンゾーンを形成していること。

　　　　　５）亜鉛めっき鋼板の溶接部は、研磨仕上げを行い、エポキシ系ジンクリッチプライマー処

　　　　　　　理を行ってから工程２に移る。

（表１８.７.１）

（表１８.１０.１）（表１８.１０.２）（表１８.１０.３）

適用下地　屋外の鉄面、亜鉛めっき面、コンクリートおよび押出成形セメント板面

（表１８.１１.１）（表１８.１１.２）（表１８.１１.３）

適用下地　屋外の鉄面、亜鉛めっき面、コンクリートおよび押出成形セメント板面

（表１８.１２.１）

15 合成樹脂エマルショ

　  ンペイント塗り

　　　　　　   （EP）

※ 水性系ステインに代替する。

.1による（面的な部分は使用禁止）。

（表１８.３.２）

（表１８.６.１）

　　　　　  （NAD）

（表１８.３.１）（表１８.３.２）

コンクリート ＭＳ－２ 変成シリコーン系

変成シリコーン系

・ １５以上　　（臨海地域 等）

種別

・ 木部（不透明塗装塗り） ※ Ａ種　　・ Ｂ種 （表１８.２.１）

塗装面

・ 木部（透明塗装塗り）

・ 鉄鋼面

・ 亜鉛めっき鋼面

・ モルタル及びプラスター面

・ コンクリート及びＡＬＣパネル面

・ コンクリート及び押出し成形セメント板面

・ せっこうボード及びその他のボード面

・ せっこうボード面継目処理工法

・ Ａ種　　※ Ｂ種 （表１８.２.１）

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　※ Ｃ種 （表１８.２.２）

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種 （表１８.２.３）

・ Ａ種　　※ Ｂ種 （表１８.２.４）

（表１８.２.５）

（表１８.２.６）

（表１８.２.７）

※ Ａ種　　・ Ｂ種 （表１８.２.７）

・ Ａ種　　※ Ｂ種

・ Ａ種　　※ Ｂ種

・ Ａ種　　※ Ｂ種

種別

・ 鉄鋼面　　　　　　　　見掛り部分 ※ Ａ種　　・ Ｂ種 （表１８.３.３）

塗装面

　　　　　　　　　　　　 見隠れ部分

・ 亜鉛めっき鋼面　　　　鋼製建具

　 　　　　　　　　　　　その他

・ Ａ種　　※ Ｂ種

※ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種 （表１８.３.４）

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　※ Ｃ種

　　　　※ オープンジョイント方式としない　　　 　　  ・ オープンジョイント方式

　　　　※ ユニット接合部の構造はパネル四辺の側面中間部に水抜き用の溝を設ける。

 耐火材料または断熱材量は、飛散しないよう表面を処理する。

 耐火材料、断熱材量に漏水、結露水が接触するおそれのある場合、生成された溶液による金　

　　　　 属部分の腐食を避けるため、耐火材料、断熱材量の表面にはっ水または防水処理を施す。

　　　衝撃荷重　　※ ガイドローラーを使用した場合0.5Ｇ、その他の場合1.0Ｇの加速度をゴン

　　　　　　　　　※ ゴンドラが風速16ｍ/ｓｅｃの風圧を受けたとき、ゴンドラに接触する部材に

　　 鋼材・鋼板の種別　： 

　　 防錆処理および仕上げ　：

　　 下地材としての表面処理方法

　　 　・ 鋼製部品は溶融亜鉛メッキを施したもの、または亜鉛めっき等の表面処理したものの上に

　　　　  防錆塗料を施したものを使用する。

　　　 ・ 電気亜鉛めっきはＥ種とする。

　　　 ・ 溶融亜鉛めっきはＣ種とする。

　　　 ・ 防錆塗料は、電気亜鉛めっきの場合は鉛酸カルシウムJIS K 5629による。

　　　 ・ 鋼製部品は雨掛り部分および湿気のある部分には使用しない。

・ ステンレス鋼材

　　 材種　　　　　　　　　※ ＳＵＳ３０４　 ・ ＳＵＳ３１６　　 ・　

　　 表面処理および仕上げ　：

・ 特殊金属材料

　　 材種　　 ・ 耐候性鋼材：　　　　　　　  ・ 銅板：　　　　　　　・ チタン板：　

　　 表面処理および仕上げ　：

　　 カーテンウォールの形式

　　　 ・ 方立方式　　　・ バックマリオン方式（　・ 単独２辺支持工法　・ ＳＳＧ工法）

　　　 ・ パネル方式　　・ スパンドレル方式

　　　 ・ 小型パネル組合せ方式（　・ ノックダウン方式　・ ユニット方式）

・ 鋼材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　コンクリート種類　　　※　軽量コンクリート１種　　・　

　　　所要スランプ　　　　　※　８ｃｍ以下 　　　　　　 ・　

　　　設計基準強度（Ｆｃ） ※　３０Ｎ／　　　　　　　  

　　　※ コンクリート強度の確認試験は、第３者機関とし、回数等は監理者と協議する。

ｂ　表面仕上げ材料

　　　※ 上記以外は「標仕」(17.3.2)による。

　　　鉄筋　　　　　　　 　※　ＳＤ２９５Ａ　　　　　　

　　　所要気乾単位容積質量　※ 　１.９ｔ／　  以下　 　 ・　

　　　　　　　 　　　石材の定着金物　　※ SUS304　3.2φスプリング式シアコネクターは性能

 　　　　　　　　　  石材の裏面処理　　※ エポキシ系またはアクリル系の裏面処理剤を塗布

　　・ 石材打込み　　石材の厚さ　　　　・ ３５ｍｍ　　※ ３０ｍｍ　　・ ２５ｍｍ

 上記以外はカーテンウォール製造者の仕様による。

　　Ａ種：溶融亜鉛めっき付着量 550g/　 以上、Ｅ種：電気亜鉛めっき付着量13μm以上

　　　　※ ＶＯＣ量１％未満　　　・ ＶＯＣ量５％未満

　　　　分、および建具枠・窓台等）の塗装仕上げは、特記を除き、F☆☆☆ 等級または同等品以上

ｂ　アルミニウム面の素地ごしらえ

ｃ　ステンレス面の素地ごしらえ

イプ等）とする。

屋内の一般用錆止めペイント（現場・工場塗装共）は、F☆☆☆☆、且つＶＯＣ対策品（水性系低臭タ

　※ Ｆ☆☆☆☆、且つＶＯＣ対策品（合成樹脂アクリルエマルション系等）に代替する。

　・ 「標仕」による（Ｆ☆☆☆）。

　※ Ｆ☆☆☆☆、且つＶＯＣ対策品（水性ウレタンクリヤー等）に代替する。

　・ 「標仕」による。　　・ Ａ種　　　　※ Ｂ種

　※ Ｆ☆☆☆☆、且つＶＯＣ対策品（水性反応硬化形アクリルエマルション樹脂系等）に代替する。

　・ 「標仕」による。　Ｆ☆☆☆

木部 「標仕」による。　Ｆ☆☆☆

　※ Ｆ☆☆☆☆とする（弱溶剤系）。　 　・ Ａ種　　　　※ Ｂ種

屋外 コンクリートおよびモルタル面　　 　・ Ａ種　　　　※ Ｂ種　　

コンクリート、モルタル、せっこうボード類面は、水性系のつや消し合成樹脂アクリルエマルション塗

料（Ｆ☆☆☆☆、低ＶＯＣ対策品）または同等品以上とする。

種別　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

低ＶＯＣ対策品、または同等品以上のものとし、錆止め塗料は、専用の下塗り材でＦ☆☆☆☆品以上とする。

コンクリート、モルタル、せっこうボード類、木部、鉄および亜鉛めっき面は、水性系のＦ☆☆☆☆で

水性系のウレタンクリアー（Ｆ☆☆☆☆、ＶＯＣ対策品）または同等品以上のものに代替する。

屋内 コンクリート、モルタル、プラスター、せっこうボード、木部面等、鉄面および亜鉛めっき面は、

Ｆ☆☆☆☆で低ＶＯＣ対策品とする。

　　　特記なき場合､鉄面はＡ種とし､亜鉛メッキ面およびアルミニウム面などの塗装工程はＢ種とする。

Ａ－２　屋外のセメント系素地およびプラスター系素地面に適用する。　　　※ Ａ種　　　・ Ｂ種

   　最小厚さ（ｍｍ）　　　板材　※ 2.0　・　　　　　　　　型材　※ 2.0

※ 日本塗装工業会の会員　　　・ 監理者の承諾

 ※

種別　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

・ 「標仕」 表18.16

第１８章　塗装工事
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（１９.２.３）

27 塩化ゴム系

　　エナメル塗り

28 床用塗料塗り

29 防塵用塗料塗り

屋外の金属素地面に適用する。

　

工　程

１

２

下塗り（１回）

下塗り（２回）

材料・その他

ジンクリッチペイント

塩化ゴム系プライマー

（μｍ）

標準膜厚

３ 下塗り（３回） フェノール樹脂系ＭＩＯ塗料

素地の露出している部分に工場工程

４ 補修処理 の下塗りを行う｡塗膜損傷部の補修塗

５ 中塗り 塩化ゴム系中塗り用エナメル

６ 上塗り

素地ごしらえ 各金属面の素地ごしらえ －

15

45

－

（kg／　）

塗布量

工場塗装

現場塗装

－

0.21

－

種別

Ａ種 Ｂ種

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

り､汚れなどの付着物の除去を行う｡

塩化ゴム系上塗り用エナメル

350.19

摘 要

0.13～0.15

0.17

0.17

35

35○ ○

塗布量　　　プライマー塗りのうえ主剤２回塗りとし、総塗布量は0.5kg/　 以上とする。

仕上種別　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

塗布量　　　主剤２回塗りとし、総塗布量は0.25kg/　 以上とする。

２ ビニル床シート

４ 合成樹脂塗り床

８ せっこうボード

　 その他ボード張り

９ 合板張り

11 吸音材料

10 壁紙張り

３ カーペット敷き

12 断熱材
・ 無地　・ マーブル柄

・ 無地　・ 柄物

（１９.２.２）

※  2 . 0　※ コンポジションビニル床タイル（半硬質）

表面処理の種別

・

記 号 備　考厚さ（ｍｍ）

・・ ホモジニアスビニル床タイル

・ コンポジションビニル床タイル（軟質）

ＣＴ

ＣＴＳ

ＨＴ

合板の日本農林規格に適合（含　難燃処理・防虫処理）し、以下による。

　ａ　普通合板の板面の品質は、特記を除き、広葉樹は１等、針葉樹はＣ－Ｄ以上とする。

　ｂ　特殊加工化粧合板の表面性能は、合板の規格（規格：Ｆ、ＦＷ、Ｗ、ＳＷ）に定義する使用個所

　　　例による。

　ｃ　耐水性（規格：接着の程度）は、原則として、水廻り（断続的に湿潤となる個所）は１類、

　　　他（時々湿潤となる個所）は、２類とする。

注）張付け工法は、「標仕」表19.7.3を参照する。

（１９.４.２）（表１９.４.１～表１９.４.７）

種　類

※ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ

仕　上 施工箇所 備　考

・ つや消し仕上げ

※ 薄膜流し展べ仕上げ

・ 厚膜流し展べ仕上げ（※ 平滑　・ 防滑）

・ 樹脂モルタル仕上げ（※ 平滑　・ 防滑）

・ 防滑仕上げ

（表１９.７.１）（１９.７.２）

・ 硬質木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ ロックウール化粧吸音板 ＤＲ

－

・ １５.０（不燃）
・ せっこうボード ＧＢ－Ｒ

・ ９.５（準不燃）    ・ １２.５（不燃）・ シージングせっこうボード ＧＢ－Ｓ

・ １２.５（不燃） ・ １５.０（不燃） ・ 21（不燃）・ 強化せっこうボード ＧＢ－Ｆ

   ９.５・ せっこうラスボード ＧＢ－Ｌ

・ ９.５（準不燃）    ・ １２.５（不燃）・ 化粧せっこうボード ＧＢ－Ｄ

　 １２.５（不燃）    幅 440 程度
・ 化粧せっこうボード

ＧＢ－Ｗ 　 模様 （ ※ 柾目　　・ 板目）

　 ＪＩＳ Ｋ ６９０３ による　厚さ1.2・ メラミン樹脂化粧板 －

　 ９.５（不燃）　　（Ｎ）下張り用 ・ 不燃積層せっこうボード ＧＢ－（Ｎ）

・ ロックウール化粧吸音板

－

－

・ １５　  ・ ２０  　・ ２５  　

・ １５　  ・ ２０  　・ ２５  　

※ フラットタイプ　　 ※ ９　   ・ １２　  ・ 　　

・ 凹凸タイプ  　 　　※ １２

　　ＭＤＦおよびパーティクルボードは、Ｆ☆☆☆☆等級とする。

　　軽量鉄骨下地ボード遮音壁のシール材

（１９.７.２）（表１９.７.３）

（表１９.７.１）

種　類

・ ロックウール吸音材（１号）

・ グラスウール吸音材（２号）

備　考記 号

・  ２ ５ 　

厚さ（ｍｍ）

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ ・ ２５　・　50

（１９.８.２）

壁紙の種類

繊維 質

※ 不燃　・ 準不燃 ・ 難燃

紙 織物 ビニル
化学 無機 防火種別 備　考施工箇所

・ 織じゅうたん（ウィルトン、アキストミンスター、だん通）

　　 種別　　　　　・ Ａ種　 　・ Ｂ種　 　・ Ｃ種　　・ 特種（　　　　　　　　）

　　 パイル形状　　・ カットパイル 　・ ループパイル　・ カット、ループ併用

　　 色柄　　　　　※ 単一色（無地）　　 　・ 柄物（標準品）

　　 帯電性　　　　人体電圧　　・ ２.０Ｋｖ以下　　　 ※ ３.０Ｋｖ以下

    

    

    

      

（１９.３.３）（表１９.３.２）

（１９.３.３）（表１９.３.２）

・ グリッパー工法

※ 全面接着工法

※  4　 　  

・

※  5～ 7　

※  4～ 6　

パイル形状

・ カット、ループ併用

・ レベルループパイル

・ マルチレベルループ

・ カットパイル

パイル長（ｍｍ）

・2.0Kv以下

工　法 人体帯電圧 備　考

（１９.３.３）（表１９.３.２）

・ 0.5Kv以下※ A種　・ B種

・

種類・パイル形状

※ ループパイル

・ カットパイル

種別

※ 1.0Kv以下

人体帯電圧 敷き方

※ 市松

（１９.９.２）（１９.９.３）

※ ２種ｂ・ 押出法

　 ポリスチレン

　 フォーム

　 保温板

・ 吹付硬質ウレタン

　 フォーム断熱材

　 （現場発泡断熱材）

種　類

※ 断熱材補修部分

・ 接地部分

・ 外壁ALC他図示

・ 一般部

施工箇所

※ 一般部

－

※ １５

・ 25

※ ２５

厚さ（ｍｍ） 品質等 備　考

（２０.２.２）２ フリーアクセス

　 フロア

３ 可動間仕切り壁

４ 移動間仕切

 　 (スライディングドア)

５ トイレブース

６ 階段滑り止め

７ 床目地棒

８ 黒板および

　 ホワイトボード

９ 鏡

　　表面仕上材の品質・規格等は19章内装工事　および製造者の規格による。

　　表面仕上げの品質は19章内装工事による。

パネルの表面仕上材

　　　　　　　　※ メラミン樹脂化粧板（アルミ製コーナーエッジ付き）

　　　　　　　　・ 鋼板焼付け塗装（アルミ製コーナーエッジ付き）

 

巾木・足金物  　※ ＳＵＳ３０４巾木　　　・ ＳＵＳ３０４足金物　　　・　

建具表に沓摺り形式の指定がなく、屋内ドア下で床仕上げが異なる場合は床目地棒を設置する。

　　　　　　　　・　

（２０.２.３）

（２０.２.５）

（２０.２.６）

（２０.２.７）

（２０.２.８）

（２０.２.９）

・ 

   ビニル床タイル等

※ 2.3　・ 2.5

備　考厚さ（ｍｍ）

※  2 . 5　・ 発泡層の

　 ないもの

色　柄種　類

・ ビニル床シート張り

・ 横流し

・ 弾性ウレタン

   塗り床

・ エポキシ樹脂

　 塗り床

・水系硬質

ウレタン系塗床材

記号

木
毛

セ
メ
ン
ト
板

備　考区　　分

・ ・ 

・ フレキシブル板
・ ３  　  ・ ４   　 ・ ５

Ｆ
・ ６ 　   ・ ８

・ ３ 　   ・ ４   　 ・ ５   　 ・ ６・ 軟質フレキシブル板 ＮＦ

・ ３  　  ・ ４  　  ・ ５   　 ・ ６・ スレートボード（平板） ＮＦ

・ ３ 　   ・ ４   　 ・ ５  　  ・ ６・ 　　同上　　（軟質板） ＮＦ

タイプ２（無石綿）  　・ ６   　 ・ ８
・ けい酸カルシウム板 ０.８ＦＫ

　　　　　　　     　 ・ １０

・ ・ 

・ ・ 

・ ・ 

繊
維
強
化
セ
メ
ン
ト
板

吸
音
ボ
｜
ド

・ インシュレーションボード タタミボード　 　 ・ １０    ・ １５    ・ ２０ ＩＢ

・ ＭＤＦ ＭＤＦ
・ ３  　  ・ ７   　 ・ ９

・ １２    ・ １５

・ ２.５ 　・ ３.５   ・ ５   　 ・ ７・ ハードボード ＨＢ

・ １５    ・ １８    ・ ・ パーティクルボード －

　　　　　　　　　　　・ １５   ・ １９　  

※ フラットタイプ　　 ※ ９（不燃）

・ 凹凸タイプ  　 　　※ １２

　　　　　　　　　　　・ １５（不燃）

・ 

・ 

・ 

せ
っ
こ
う
ボ
｜
ド

・ ９.５（準不燃）    ・ １２.５（不燃）

・ １２.５（ ・ 準不燃　　　 　　・ 不燃）

　　　　　　　　　（木目）
　 専用下地材付き

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

（１９.７.２(ｈ)）

※ 壁 ※ ４０以下

・ ・

・ 置敷式溝配線工法

施工箇所

構　法

※ スチール（無機質充填）

・ 薄型パネル工法

※ パネル工法　・ 独立支柱型

一般室対応

・

・ 免震工法

※ パネル工法　・ 独立支柱型

電算室対応

※ ５００×５００
サイズ（ｍｍ）

材　質
・ ＧＲＣ

・ アルミダイキャスト

仕上

※ １００　　・ ４０

・ ビニル床タイル

※ タイルカーペット（裏のり付）

・

・

・ メラミン樹脂化粧板

※ 帯電防止タイル

・ ５ｋＮ　たわみ２.０ｍｍ以下荷重（加圧子５０φ）

パネル性能中央集中

床高さ（ｍｍ）

※ ３ｋＮ　たわみ２.０ｍｍ以下

・

・ コンセント対応、本体は別途設備工事

オプション

耐震性能

・ スロープ･ボーダーメーカーの標準仕様

※ 配線取出口　工場加工品

　　 ・無し

・ 空調取出口

※ 配線取出口　工場加工品

・

・ ウイスカ対応（・ 無し　・ 有り）

　　 ※ 有り（ ※ 固定　　・ 可変式）

・ 

・ ５ｋＮ/　  １Ｇクリア

※ ３ｋＮ/　  １Ｇクリア

・

・ コンセント対応、本体は別途設備工事

・ スロープ･ボーダーメーカーの標準仕様

・ 

※ ６ｋＮ　たわみ２.５ｍｍ以下

・ ６ｋＮ/　  １Ｇクリア

※ ５ｋＮ/　  １Ｇクリア

・

※ ６００×６００

・ ５００×５００

※ スチール（無機質充填）

・

・ アルミダイキャスト

※ パネル式

・ スタッドパネル式

※ 60～70 ※ 鋼板 ※ メラミン樹脂または

備　考仕上げ
厚さ（ｍｍ）

構造形式
総厚さ（ｍｍ）

パネル部分の

　 アクリル樹脂焼付

表面材種

・ スタッド式

・ 壁紙張り

（２０.２.４）

遮音性能区分

・ 一般タイプ

※  鋼 板 　

・ 遮音タイプ

表面材厚さ(ｍｍ)

・ 合板アルミフレーム

※  鋼 板 　

・ 合板アルミフレーム

・ 焼付塗装

・ 壁紙張り

・

・ 焼付塗装

・ 壁紙張り

・

備　考表面仕上げ

形　状 巾寸法 材　種 表面処理

※ 35

・ 40 ・ 50　 入フラットエンド型

※ 35

　※ 30

※ 接着工法

・ 埋込工法

・ 接着埋込併用工法

※ 35・ ステンレス製

垂れ寸法

・ アルミニウム製ビニールタイ

　 ヤ入フラットエンド型

・ 磁器質タイル垂れ付段鼻

・ フラット　・ スクリーン引分け

・ 曲面

備　考施工箇所 色　調サイズ（Ｗ×Ｈ:ｍｍ）

※ 緑　・ 黒

・ ホワイト

　 ボード

・ 黒板

種類

　 う

・ 後付け
※ 緑　・ 黒

※ 白

※ 白

・ フラット　・ スクリーン引分け

・ 曲面

サイズ（Ｗ×Ｈ:ｍｍ） 縁厚さ(ｍｍ) 備　　考

　　注）建築工事内外は、工事区分表参照

１ 共通事項 室内空気汚染対策

第１章 一般共通事項７の規定のほか、以下による。

　　する。

ｂ　上記の仕上げが透過性材料（壁紙・カーペット、その他 審査機関が認める場合の材料（例：塗装、

　　コルクタイル・シート等））の場合の下地材・接着剤は、仕上げ材の等級以上の材料とする。

ｃ　パーティクルボード・繊維板・合成樹脂板・木片チップ類の加工板等を基材とした化粧板（既製

ｄ　室内と通常の納まりで区画された天井裏・床下・壁内部等の部分に使用する建材は、以下による。

　　 　換気口を設けた床下の建材等級は、特記による。

　　特にトルエン、キシレン､エチルベンゼン等の発散が、より少ないものを使用する。

ｆ　室内・天井裏等は、ポリスチレン樹脂を使用した断熱材等の使用を避ける。

５ フローリング張り

６ 畳敷き

（１９.５.２）（１９.５.７）（１９.６.２）（表１９.５.１）（表１９.５.４）

樹種

・ フローリングボード

・ フローリングブロック

・ モザイクパーケット

・ 複合二種フローリング

・ 複合三種フローリング

・ 縁甲板

単
層

フ
ロ
｜
リ
ン
グ

※ ひのき

区　　分

７ その他の床材

複
合フ

ロ
｜
リ
ン
グ

畳種別

　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種

畳敷きのホルムアルデヒドの放散量

１ 共通事項 室内空気汚染対策

第１章 一般共通事項７の規定のほか、以下による。

ａ　家具類のユニット建材（収納可能な箱物既成品）は、日本住宅設備システム協会等が管理する住宅

　　部品表示ガイドラインによる室内仕上げ部分及び天井裏等・下地部分に対して、特記を除き、前

ｂ　板状ユニット建材（複合板（既成品））の各構成材は、第１９章１共通事項 ｃ を準用して適用する。

ｃ　施工用接着剤は、第１９章１ ｅに倣う。

（表１９.３.１）

フローリングの規格（日本農林規格）に適合（含防虫処理）し、次による。

　ａ　単層フローリングは、裏面に防湿及び不陸緩和処理の積層材付きのものとする。

　ｃ　複合フローリング表面の化粧加工は、特記を除き、以下による。

　ｄ　表面仕上げは、特記を除き以下による。

　ｅ　釘止め工法の下張りは、特記を除き「標仕」表12.7.1 による。

　ｆ　湿式工法（モルタル埋込み工法）の場合、フローリング裏面の防水処理を行う。

備　考

工法　・ 釘止め（根太張用）　・ 接着（直張用）

厚さ　※ 15 　・ ・

工法　・ 湿式　・ 接着

・

工法　※ 接着

・

・ 釘止め工法

・

厚さ　※ 15 　・ 

厚さ　・ 

　（根太張用）

床板張り工法（「標仕」表12.7.1）

厚さ　・ 15 　・ 

・ 接着工法

　（直張用）

厚さ

　下張り有　・ 15　・ 12

　下張り無　・ 15　・ 12

厚 さ  　

上小節

板幅 105ｍｍ

（１９.５.２）

（１９.５.７）

（１９.５.４）

・ 

・ ミディアムデンシティ

　 ファイバーボード

施工箇所

・ 

・ 

・ チーク　・ マホガニー

・ 

・ ポリエステル

・ メラミン

・ プリント

・ 塩化ビニル樹脂

・ 塗装

・ 

・ 

・ 普通合板

・ 特殊加工

　 化粧合板

・ 天然木

　 化粧合板

合板の種類 樹種等 耐水性

・ しな

・ ラワン ・ １類　・ ２類

・ オーク　・ メープル

・ 

（ｍｍ）

厚さ

張付け工法

・ Ａ種　・ Ｂ種

・ １類　・ ２類 ・ Ａ種　・ Ｂ種

・ １類　・ ２類 ・ Ａ種　・ Ｂ種

・ １類　・ ２類 ・ Ａ種　・ Ｂ種

・ １類　※ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

・ １類　※ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

・ １類　※ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

・ １類　※ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

※ １類　・ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

※ １類　・ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

・ １類　・ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

・ １類　・ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

・ １類　・ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

・ １類　・ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

・ １類　・ ２類 ・ Ａ種　※ Ｂ種

工法・板厚（ｍｍ）等

30 ホルムアルデヒド

　　発散建築材料

※ NC

   （消防法による

   　防災展示品とする）

※3.0Kv以下

（表１９.６.１）

　 （軒天井用）

繊
維
板

ＧＢ－（ＮＴ）

ＭＤＦ 　 ホルムアルデヒドの放出量

　 ※ Ｆ☆☆☆☆　　・ Ｆ☆☆☆

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※ 不燃　・ 準不燃 ・ 難燃

※ 不燃　・ 準不燃 ・ 難燃

※ 不燃　・ 準不燃 ・ 難燃

※ 不燃　・ 準不燃 ・ 難燃

※ 不燃　・ 準不燃 ・ 難燃

（表１８.２.４）（表１８.２.７）

 （スキン層付）

※ ３種ｂ

難燃　※ ３級

　　　・ ２級

・ 30

※ ２５

・

16 その他の材料

・ 断熱材

　兼用型枠

・ 木質系

・ コンクリート系

・ プラスチック系

断熱抵抗

厚さ/熱伝導率

＝0.676以上

（　・K/w）

13 浴室天井材

※ 塗装品

表面仕上げ

※ アルミニウム製
準不燃品

性能材質 備考幅（ｍｍ）

・ 硬質塩ビ製
・ 木目調

・ アルマイト処理品

※ 焼付け塗装品 ※ ２００

・ １００

※ ３００

・ １００

製造所の標準品とする。

回り縁は樋付きとし、

14 ポリエチレン

    フォーム床下地材

畳下地　　　　　　厚さ（ｍｍ）　　※ ４０　　・ ６５　　・ ８０

フローリング類　　厚さ（ｍｍ）　　※ ８０　　・ ９５

15 クロス張りペンキ

塗装の種類クロスの種類 施工箇所
    仕上げ

防火性能

・ メラミン化粧板

遮音性（ｄｂ）

・ ５５ ・ ５０ ・ ４５

・ 40 ・ 50

・ 40 ・ 50

　　　　　　　　　（化粧）

排水溝

ピット内

消毒室

押入れ

居室（図示）

・　内装においては極力リサイクル品または環境対応品の使用を原則とする。

詳細は図示による。

図示による 6.0 防湿鏡

化粧ケイカル板

　　　　　　　りの上に下塗り２回塗りを行う。

　　　　　　　ーまたは研磨紙で金属素地面があらわれるまでさびを落とし、補修用プライマー２回塗

　　　　　３）鉄骨の現場接合部や組立中の下塗り損傷部分は汚れ、付着物を除去し、ディスクサンダ

　　　　　２）ジンクリッチペイントは有機質のエポキシ系ジンクリッチペイントとする。

　（注）　１）工程４の補修用プライマーは金属面用２液形エポキシ樹脂プライマーとする。

　　　・ 鉄面の塩化ゴム系エナメル塗り　　　　　 ※ Ａ種　　　・ Ｂ種　

　　　・ 亜鉛めっき面の塩化ゴム系エナメル塗り　 ※ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　　　　

仕上種別　　※　平滑仕上げ　　　・　防滑仕上げ

材料　　　　ウレタン樹脂系塗料（Ｆ☆☆☆☆）　　※ 標準色　　

材料　　　　水性アクリル系樹脂系塗料（Ｆ☆☆☆☆、低ＶＯＣ対策品）　※ 標準色　

ａ　室内仕上げは、特記を除き、非 ホルムアルデヒド発散建材または F☆☆☆☆ 等級の建材を使用

　　品）は、表面材・基材・接着剤とも、F☆☆☆☆ 等級以上の材料で構成する。

　　※ 特記を除き、F☆☆☆ 等級以上の建材を使用する。尚、チャンバー式の天井裏、室内側に床下

　　･　非ホルムアルデヒド発散建材または Ｆ☆☆☆☆ 等級品とする。

ｅ　施工用接着剤は、ＪＩＳ適合品で、非 ホルムアルデヒド発散建材またはＦ☆☆☆☆等級のもので、

※ 発泡層の

　 あるもの

　　　　　　　  ・ 突き付け　（施工箇所：　　                  　　　　　　　）

・ リノリウム床シート張り

　　 厚さ（ｍｍ）  ※ ２.５　　　 ・ ２.０　　　 ※ 熱溶接工法

・ ビニル床タイル張り

　 　工法　　 　※ 熱溶接工法

　　 厚さ（ｍｍ）  ※ ２　　　 　 ・ 4.0または4.5

・ ビニル巾木

　　 高さ（ｍｍ）　・ ６０　　　　・ ７５　　　　・ １００

　　 厚さ　　　　　※ ２.０

　　 硬さ　　　　　※ 半硬質　　　・ 硬質

・ ゴム床タイル

　　 厚さ（ｍｍ）　・ ３.０　　　 ・ ４.０　　　 ・ ６.０　　　　　

　　 色柄　　　　　・ 無地　　　　・ 柄

・ 帯電防止床タイル張り

　　 性能　　　　  体積抵抗値（ＪＩＳ Ｋ ６９１１による）５.２×（１０ ～１０  )Ω・ｃｍ
105

・ タフテッドカーペット

・ タイルカーペット

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら
※ 複合一種フローリング

　※ Ｆ☆☆☆☆

　ｂ　ホルムアルデヒド放散量は、Ｆ☆☆☆☆の製品（化粧加工材、接着剤等を含む）とする。

　　　　※ 天然木化粧　　　 ・ 特殊加工化粧

　　　　※ ウレタン樹脂ワニス（ＵＣ）Ｂ種　　

　ｄ　ホルムアルデヒド放散量は、Ｆ☆☆☆☆または規制対象外の製品とする。

壁紙はＲＡＬ（ドイツ品質表示協会）、ＳＶ（壁紙製品規格協会）またはＩＳＭ（壁装材料協会）の基

準、性能に適合するものを使用する。

特定フロンを使

用しないもの

　　者（室内仕上げ）を非ホルムアルデヒド発散建材 またはＦ☆☆☆☆ 等級以上の建材で、後者を

　　Ｆ☆☆☆ 等級以上の建材で構成する。

※ ステンレス製ビニールタイヤ

※ 床タイル張り

　材料　　　　　※　ステンレス　6×12　　足金物間隔500程度

※ ほうろ

室内の現場塗装に用いる塗装材料の全てについて適用する。

※ Ｆ☆☆☆☆　　・ Ｆ☆☆☆

　　 種類　　　　  ※ コンポジションビニル床タイル　　　・ホモジニアスビニル床タイル

　　厚さ　※6.5　　ラバー　・ 有り　・ 無し　　寸法500×500

　　 母材及び　　材のホルムアルデヒド発散建材　　※Ｆ☆☆☆☆

　　 コンクリート又はモルタル面に直貼りする場合は下地を十分に乾燥（表面含水率80％以下）させてから施工する。

　　　※ アクリル系シーリング材　　・ウレタン系シーリング材　　・ ジョイントコンパウンド

母材及び　　材のホルムアルデヒドの発散建築材料　　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの発散建築材料　　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

素地ごしらえ

　　モルタルプラスター面　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

　　せっこうボード面　　　　・ Ａ種　　※ Ｂ種

ホルムアルデヒドの発散建築材料　　※Ｆ☆☆☆☆　　

※ 製品は製造所の標準品とする。

　 ホルムアルデヒド発散建築材料　　※ Ｆ☆☆☆☆　　

※ 防火材料の指定がある場合は、製造所の個別認定、指定仕様及び施工による。

　　遮音性は５００Ｈｚパネル単体を表す。

　　天井固定とする場合は、天井内の耐震ブレースを追加する。

第１９章　内装工事

第２０章　ユニット工事

・　天井裏断熱材：グラスウール50t（24kg）フルパック品

・ 高防滑タイプ　7.0mm

・ ３２Ｋ

・　化粧アルミパネル（セオコーポレーション　ＡＤＳパネル）

 （※ ０.６　・ ０.５）

SUS

竣 工 図

給食エリア内

冷蔵庫・冷凍庫

　・ 仕上表による   　　・スタイロタタミ（JIS　A　5902　同等品）

・　浸透性表面強化剤：セラミキュア

6（アイカ　ハイボード不燃　SR5813L・SR5112L）

・ ９.５（ＮＴ）トラバーチン模様 

便所間仕切壁

ボイラー室、C棟ポンプ室

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ２

Av 3.01

山形市学校給食センター新築工事

特記仕様書（８）

508111
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・ 室名表示（つき出し）

10 表示・標識

11 掲示板（屋内）

12 ブラインド

13 ロールスクリーン

14 カーテンおよび

　  カーテンレール

15 カーテンボックス

　 ブラインドボックス

16 天井・壁点検口

17 床点検口

18 流し台ユニット

19 洗面カウンター

20 ユニットバス

　  ユニットシャワー

22 コーナービード

23 配管化粧カバー

 　(配管用ライニング)

24 避難器具

27 くつ拭きマット

28 階段手すり

29 誘 導 用

　　注意喚起用床材

30 防煙垂れ壁

31 煙突・ライニング

32 鋼製書架・物品棚

33 かぎ箱

34 定礎

枠の材種　　　　・ アルミニウム製　　　・ ステンレス製　　　・ 木製（塗装仕上げ）

表面仕上材　　　・ 塩ビ発泡シート張り　・　

サイズ(ｍｍ)

施工箇所

・ カーテンは以下による。

 

 

 

 

 

 

・ 市販品（アルミニウム製　押出し型材）

　　　　　　　　　　　　　　 　 注） 第１６章３ 建具工事 ｂ参照

・

材質　　　・ アルミニウム製（ ・ 額縁タイプ　　　  ※ 目地タイプ　　　  ・ 額目地タイプ）

　　　　　　 仕上げ　　　　　 ※ シルバー　　　　  ・ 塗装

点検口裏面に使用用途を明記する。

大きさ（ｍｍ） ・ ６００×６００　　

防臭対策　　 　・ 有　　　・ 無

防水対策　　 　・ 有　　　・ 無

・ ユニットバス　　　仕上げ材質： ・ 図示　　　・　

　　　　　　　　 　　附属機具類： ・ 図示　　　・　

　　　　　　　　　　 附属機具類： ・ 図示　　　・　コーナー収納棚　2段

材質　　　　　 ・ 図示　　　　　　　・ 甲板：人造大理石、扉：メラミン化粧合板　

奥行き（ｍｍ） ・ 約４５０　　　　　・ 約６００

材種　　　　　　　・ ステンレス製　　・ 木製（塗装仕上げ）　・ 鋼板製（塗装仕上げ）

　　　　　　　　　・ 合成ゴム製（市販品）　　　　　　　　　 

・ ビニル製ハンドレール（幅約 ５０ｍｍ）　

・　

　　　　　　　　　ガラス（・ 線入りガラス　　・ 網入りガラス）

　　　　　　　　　・ 垂直降下式 （ ・ 可動レール　　 ・ 固定レール）

　　　　　　　　　・ 回転降下式 （ ・ 天井同材張り　 ・ 鋼板張り）

　　　　　　　　　・ まぐさ・座板レールの材種

　　　　　　　　　　 （・ 鋼製塗装仕上げ　　 ・ アルミニウム製　　  　・ ステンレス製）

・ 定礎石　　　　 ※ 花こう岩　彫込み文字　　

　　　　　　　　　　 大きさ（ｍｍ）　　　400×300

・ 定礎箱　　　 　※ ステンレス製　　　　　　・ 銅板製　　　 　

　　　　　　　　　　 大きさ（ｍｍ）

・ 定礎銘板　　　 ・ ステンレス製エッチング文字　  　・ 和紙毛筆書き 　 ・ 

１ 排水管

２ 排水桝及び蓋

３ 埋戻し土

４ 浸透管及び浸透桝

・ 側溝　　　　　 ※　形状・寸法は図示により、材種は以下による。

　　　　　　　　　・ Ｕ型側溝 ＪＩＳ Ａ ５３０５ 鉄筋コンクリートＵ型

　　　　　　　　　・ Ｌ型側溝 ＪＩＳ Ａ ５３０６ ・ コンクリートＬ型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　・ 鉄筋コンクリートＬ型

　　　　　　　　　・ コンクリート側溝　図示

・ 排水桝　　　　 ※ 形状、寸法・種類・構造は図示による。

　　　　　　　　　※ 桝に使用するコンクリートおよびモルタルの調合は構造特記事項および

　　　　　　　　　　 第１５章 左官工事による。

　　　　　　　　　・ 桝側壁にコンクリート既製品を使用する場合は、ＪＩＳ Ａ ５３１７による。

・ Ａ種　　　※ Ｂ種　　　・ Ｃ種

・ 浸透管  　　　材質　　：　図示

　　　　　 　　　形式　　：

　　　　　 　　　適用荷重：

・ 浸透桝設置方法　　図示

１ 試験

３ 盛土材料

４ 路盤材料

５ アスファルト舗装

６ コンクリート舗装

７ 透水性舗装

８ 排水性舗装

９ ブロック系舗装

10 砂利敷き

　　　カラー舗装の着色骨材

　　　　　　　　　　　・ 有色骨材（焼成）　　・ 着色骨材（樹脂被覆）

・ 再生加熱アスファルト混合物の種類

  

  

  

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

  

  

  

   

   

１ 植栽基盤整備

２ 植込み用土

３ 土壌改良材

４ 支柱材

５ 幹巻き用材料

６ 芝張り

７ 植栽地の試験

８ 枯補償期間

９ 支給樹木・移植樹木

10 移植樹木の枯損処理

11 吹付け播種

12 屋上緑化

１ 敷地境界石標

２ フェンス

３ 車止め支柱

４ 屋外掲示板

５ 旗ポール

６ 旗竿受金物

（２０.２.１０）

（２０.２.１２）

（２０.２.１３）

（２３.２.１４）

天板材種　　　　　・ メラミン樹脂板ポストフォーム　　・ 人造大理石　　・ ステンレス板

立上り仕上げ　　　・ メラミン樹脂化粧合板　　・ 耐水合板塗装仕上げ　　・ 化粧けいカル板

・ 避難ハッチ  （ ・ スラブ型　　　・ 吊天井型(目隠しボックス付)）

・ 救命袋

・ 緩降機

市販品

材質・厚さ(ｍｍ)　・ 塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）

　　　　　　　　　・ ビニル製（ステンレス製受枠）

　　　　　　　　　・ 硬質アルミニウム製（受枠とも）

　　　　　　　　　・ ステンレス製（受枠とも）

　　　　・ レジンコンクリート製　  ・　

　　　　・　　　　　　　　　　　 　・　

（２０.２.１１）

（２１.２.１）（２１.３.３）（表２１.２.１）

（２１.２.２）

（表３.２.１）

・ Ａ種　　　　・ Ｂ種　　　　・ Ｃ種　　　　・ Ｄ種 （２２.３.３）（表３.２.１）

※ 再生クラッシャラン（ＲＣ-４０）

・ クラッシャラン（Ｃ-４０）またはクラッシャランスラグ（ＣＳ-４０）

（２２.３.３）（表２２.３.３）

（２２.４.２）（表２２.４.１）

（２２.４.２）

（２２.４.３）

（２２.４.４）（表２２.４.６）

（２２.４.５）

（２２.４.６）

（２２.５.２）（２２.５.３）（２２.５.４）

（２２.６.６）

（表２２.７.２）

（２２.７.６）

（２２.８.３）

砂利敷きの種別 （表２２.１０.１）

（２３.２.２）（２３.２.３）（表２３.２.１）（表２３.２.２）

（２３.２.３）

   

   

   

　 施工箇所　　　※ 植込み部分　　　  　・ 図示

・ 樹木地下支持システム

（２３.２.３）（２３.２.４）

（２３.３.２）

（２３.３.２）

（２３.４.２）

土壌の酸度および塩分量の試験　　・行う　　・行わない

種類　　　　  ※ こうらい芝　　　・ 野芝

客土　　　　  ※ 行わない　　　　・ 行う（ ※　畑土　・ 黒土） （２３.２.３）

（２３.１.３）

（２３.３.４）

完成引渡し後の期間

　地被　　　　・ １年　　　　　　

・ 支給樹木

・ 移植樹木

（２３.３.４）

被膜養生　　　・ 行う　　　　　　・ 行わない

　　基礎　　・ コンクリート布基礎（図示）　・ プレキャストコンクリートブロック既製品

仕様

寸法

製品名

地上高さ（ｍ）　・ ６　　・ ８　　・ １０　　・ １２

固定方法　　　　・ 埋込式　　　　 ・ ベース式　　　　　・ バンド式

本数

材種　　　　　　・　ステンレス製 SUS304 市販品

種　類 材質・サイン標記文字 備　考

・ 階数表示

サイズ（Ｗ×Ｈ:ｍｍ）

・ 衝突防止表示

・ 交通標識

・ 車室表示

・ 法令に基づく表示

・ 身体障害者用標識

・ 館名板

※ 手動式

・ 電動式（ ・単独　・ 一斉操作）

操作方式形式

・ 縦型

スラットの種類

※ 横型 ※ アルミニウム合金

スラットの幅（ｍｍ）

・ アルミスラット

・ クロススラット

※ 25　　　・ 

・ 80　　　・ 100

※ 紐式

・ スプリング式

操作方式材種サイズ（Ｗ×Ｈ:ｍｍ）

・ 電動式（ ・単独　・ 一斉操作）

施工箇所 ひだの種類きれ地・品質形　式 装　置

・ トラップ

・ バックガード

備　考品質・寸法（Ｌ:ｍｍ）種　類

・ 耐震取手

・ 流し台

・ コンロ台

・ つり戸棚

※ ステンレス製　

図示

・ 水切り棚

・ システムキッチン

種類 備　考耐荷重による種類

・ 鋼製書架

・ 鋼製物品棚

ＪＩＳ Ｓ １０３９

ＪＩＳ Ｓ １０４０

規格等

・ 水平荷重　　・ 水平荷重　

※ １種　　・ ２種　　・ ３種

材　種 管形状（接合方法）管の種類

・ 遠心力鉄筋コンクリート管

・ 硬質塩化ビニル管

※ 外圧管（ ※ １種　・ ２種）

※ ＶＰ　・ ＶＵ

Ｂ型（ゴム接合）

・ 鋼管 ・ 白管　・ 亜鉛めっき管

・ 水封形

・ 密閉形（テーパーパッキン式）

施工箇所
（ｍｍ）

種　類
・ Ｔ－２用 ・ Ｔ－６用 ・ Ｔ－１４用 ・ Ｔ－２０用

適用荷重 形状寸法

・ 簡易気密形（パッキン式）

・ 中蓋付密閉形

・ 断熱形

・ 鋼製

　 （亜鉛めっき）

・ ステンレス製

※ 受枠付き

・

ボルト固定

形　式材　質

・ 溝蓋用

・ 桝蓋用

・ かさ上げ用

種　類

  ※ 無し

  ・ 図示

・ Ｕ字溝用

・ 歩行用

・ Ｔ－２用

・ Ｔ－６用

適用荷重

・ Ｔ－１４用

・ Ｔ－２０用

※ 細目

※ 普通目

メンバーピッチ

・ 細目

※ 凹凸形

※ 平形

・ 凹凸形

上面形状

２ 路床の構成及び材料

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験をＪＩＳ Ａ １２１１により行い、設計ＣＢＲを確認する。

　試験箇所数：

を受けて上記試験を省略

　することができる。

　　土の種類とＣＢＲ値の目安

（２２.２.５）

土の種類 ＣＢＲ値の範囲（％）

粘土・シルト分が多く、含水量の多い土

含水量の多い火山灰質ローム

粘土・シルト分が多いが、含水量の比較的少ない土

含水量のあまり多くない火山灰土

火山灰土でないローム質の土

砂質ローム

含水量の少ないローム

粒度分布のよい砂

砂質土

３ 以下

３～５

３～７

７～１５

１０～３０

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

※ 無し

・ 有り

※ 無し

・ 有り

・ カラーアスファルト

　 舗装

　 合物

・

※ 図示による

・（表22.4.1による）

舗装の構成・厚さ

区分 ※ 一般地域

表層

基層

※ 密粒度アスファルト混合物（１３）

・ 寒冷地域

・ 細粒度アスファルト混合物（１３）

・ 粗粒度アスファルト混合物（２０）

※ 密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）

・ 細粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）

舗装の種類 部位 縁部コンクリートの立下り

車道部

歩道部

車道部

舗装の厚さ（ｍｍ）

コンクリート舗装

転圧コンクリート舗装

※  １ ５ ０ 　

※  　 ７ ０ 　

※  １ ５ ０ 　

図示

適用時期 種　類

下記以外 ＰＫＲ－Ｔ１

冬期 ＰＫＲ－Ｔ２

舗装の種類 寸法（ｍｍ） 目地材

※ ３００角・ 普通平板（Ｎ）　　・ カラー平板（Ｃ）

厚さ（ｍｍ）

※ ８０

・ 洗出し平板（Ｗ）　・ 擬石平板（Ｓ）

※ 砂

・ モルタル

（２２.８.３）

舗装の種類 色彩および表面加工等

車道部　※ ８０　※ 標準ブロック

厚さ（ｍｍ）

・ 誘導、喚起用ブロック

※ 標準品

・ 透水性ブロック ・ 歩道部　※ ６０　

　　　　※ ８０　・ １００

舗装の種類 目地材

※ 小舗石（花こう岩）

・ 

※ ２級品

目地材

※ うろこ張り

・ 

目地材

※ ８０～１００　

・ 

樹木の樹高 整備範囲等

・ １２ｍ以上

工　法

※ Ａ種

・ ７～１２ｍ

・ 葉張りの範囲

（樹高７ｍ以上分）

・ ３～７ｍ

・ ３ｍ以下（低木）

・ 芝、地被類

※ １００　・ １２０　・ １５０

・ Ｂ種※ ８０　　・ １００

・ Ｃ種 ※ 植込み部分※ ６０　　・ ８０

・ Ｄ種 ・ 図示※ ５０　　・ ６０

※ Ｂ種 ※ 植栽範囲※ ２０

材　種 備　考

・ ビニル被膜エキスパンドフェンス

高さ（ｍ）

・ 樹脂塗装メッシュフェンス

材　料　等 備　考

・ ステンレス製（上下式鎖内蔵型）

高さ（ｍ）

・ ７００ｍｍ
　　・ スプリング式 　・ スプリング無し　 ・ 埋込式

径 １１４.３ｍｍ

・ 鋼管フェンス

・ 鋳鉄製

・ アルミ鋳物製

有効土層の厚さ（ｃｍ）

・ ＳＵＳ

ガラス繊維織物

25 郵便受箱

26 消火器ボックス

市販品　　　　 （ ・ 埋込型　　 　 ・ 壁付型　　　　 ・ 自立ポール型）

材質　　　　　　　※ ステンレス製　　　　　　・　

市販品　　　　 （ ・ 埋込み型　　　　 ・ 露出型） （ ・ 扉無し　　　  ・ 扉付き）

消防法などに適合した形状・設置場所とする。

　　（耐震型）

（２１.３.１）（２１.３.３）

（２２.２.２）（２２.２.３）

（２２.２.４）

（２２.２.２）

（表２２.２.２）

（２２.３.２）（２２.３.３）

（２２.２.２）（２２.２.３）

11 区画線 （表２２.１０.１）

（２３.５.１）

（２３.５.３）

7 その他 ・　スノーポール：図示による

アクリル・フィルム貼り

アルミ全面反射

トラフィックペイント

消防法、危険物、一般取扱所等

駐車サイン

・ 室名表示

・ バースサイン

・ エントランス案内板

・ 除雪サイン

アクリル・フィルム貼り

図示

SUS製　カラー印刷

図示による

○m以上の積雪がある場合は除雪で行う事

200×200

200×200

50×250

図示

階段

各室

図示

各室

更衣室 Ｈ2000、防炎

1.5m

 野芝：矮性少穂型選抜野芝

図示

（両面貼）

・スノーポール　国策共栄（株）　 鋼管の上特殊合成樹脂　赤色（標準色） Ｈ＝2000同等品

35 その他

・エアカーテン：電動扉式（手指消毒器とのインターロッキング）

30φ　SUS　＠300程度

・ カーテンレール

　 　形式　　　・ 片引き　　　・ 引分け（ ※ 暗幕用は ３００ｍｍ以上の召合せとする）

　　 幅×深さ（ｍｍ）　　　　※ ９０×１５０　 　　・ １５０×８０  　　・ １２０×８０

　　 表面処理・塗装の種別　　※ Ｂ－１種

　　　　　　　　　　　　　　 ・ Ｂ－２種：　※ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー

　　　　　　　　　　　　　 ・ Ｄ　　種：　

材質　　　　　 ・ アルミニウム製　：受け枠　※ アルミ製　　　　　  ・ ステンレス製

仕上げ材　　　 ※ 床仕上と同材　　　・　

　　つり戸棚の耐火性　　　※ 有り（図示）　　・ 無し

　　 操作位置  （ ※ 上階操作　　　・ 上下階操作）

　　 収納ケースの材種 （ ※ ステンレス製　　 ・ 鋼製焼付塗装）

※ 避難器具は認定品とし、消防法などに適合した施工とする。

※ 集成材クリアラッカー仕上げ（市販品　径約 ４５ｍｍ）　

屋内　　※ 塩化ビニール製　　　　  ・ 陶器またはせっ器質タイル（※ 300角　・　　　　　）

屋外　　※ レジンコンクリート製　  ・ 陶器またはせっ器質タイル（※ 300角　・　　　　　）

500・ 固定式　　　　 ※ アルミフレーム　　　高さ（　　　　　ｍｍ）

・ 可動式　　　 　※ 製品は(財)日本建築センター評定品とし、法令に適合した施工とする。

　　　　　　　　　・ 復帰方式　 （ ※ 手動巻上げハンドル　　　 ・ 電動式）

工法　　　　　　　※ コンクリート打込み工法　・ ユニット組立て工法

最高温度　　　　　※ 400℃　　 　・　

材質　　　　　　　※ 無石綿成形品

鋼板製市販品　　  ※　キープラン、室名札付きとする。

・ グレーチング蓋

・ 鋳鉄製マンホール蓋

・ 路床締固め度の試験　　　　　　　　箇所

・ 砂の粒度試験

・ 第３章 土工事による。

※ アスファルト舗装 ※ 顔料混入加熱アスファルト混

　　　アスファルト　　※ 再生アスファルト　　・ ストレートアスファルト

　　　アスファルト混合物の抽出試験

　　　シールコート　　※ 行わない　　　 ・ 行う(施工範囲：　　　　　　　　　　　)

　　　　　　　　　　　※ 行わない　　　 ・ 行う

　　　早強セメント　　※ 使用しない 　　・ 使用する

　　　注入目地材量　　※ 低弾性タイプ　 ・ 高弾性タイプ

　　　溶接金網　　　　※ 有り 　　　　　・ 無し

　　　厚さ試験　　　　※ 行わない　　　 ・ 行う

アスファルト混合物の抽出試験　※ 行わない　　・ 行う

アスファルト混合物　　　　　　※ 改質アスファルト　型　・ 改質アスファルト　 型

・ コンクリート平板舗装

・ インターロッキングブロック舗装

・ 植生ブロック

・ 舗石舗装

・

アスファルト混合物の抽出試験　※ 行わない　　・ 行う

通路　　　　　　　　　※ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　

建物周囲その他　　　　・ Ａ種　　　※ Ｂ種　　　

　※ 工法Ｄ種以外の工法で､現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は､計画地盤からを有効土層と

　　 する。ただし､計画地盤高が現状地盤より高い場合は､計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。　

　・ 浸透性雨水排水設備

※ 現場発生土の良質土　 ・ 客土 　（ ※ 畑土　　　・ 黒土）

※ 杉の焼丸太　　　　 ・ 竹　　  ・ ワイヤー（防錆処理品）

※ 支柱の耐風強度　　風速３０ｍ/ｓｅｃ程度に十分耐える支持力とする。

※　幹巻き用テープ　　・　わら及びこも

　高木・低木　※ １年　　　　　　・ ２年

完成引渡し後の期間　　※ １年　　

・ 花こう岩（文字記号等入り）　※ コンクリートブロック（既製品程度）　・ 

操作方法　　　　※ ハンドル式　　 ・ ロープ式

基礎・地業　　　※ 図示　　　　　 

材質・形式　　　※ アルミ製テーパー型滑車内装式

　　生地は防火認定品

※ 製造所、性能等の確認出来る資料を監理者に提出する。

　　※ 設計図による　　　・ 砂基礎（地業厚さ２００ｍｍ以上）

　　車道部の排水管の敷説

　ただし、以下によりＣＢＲ値が５％以上と判断できる場合は、監理者の承諾

・ 遮断層　　 路床土の設計ＣＢＲ値が3.0以下の場合は遮断層を設ける。

　・ 適用する　　※　川砂、海砂、山砂（厚さ　　ｍｍ）

　・ 適用しない

・ 安定処理 　路床土の設計ＣＢＲ値を満足するよう添加量を適切な方法で定めて、監理者の承諾を受ける。

　・ 適用する　　　図示による

　・ 適用しない

　　　　　　　　　　・ 普通ポルトランドセメント　　・ フライアッシュセメントＢ種

・ 安定処理用添加材料　　　　　図示による

　・ 生石灰（・ 1号　・ 2号）　　・ 消石灰（・ 1号　・ 2号）

・ 凍上抑制層　 　　・ 摘用する　　※ 切り込み砂利（厚さ150　ｍｍ）

　　　　　　　　　　・ 適用しない

　 透水性アスファルト舗装に用いる場合は、透水性の高いものとする。

　舗装の基盤　　※ コンクリート舗装　　・ アスファルト舗装

路面表示用塗装

品質（JIS K5665による）　　※ 3種1号　　・ 1種　　・ 2種

寸法　幅（ｍｍ）　　※１５０　　　　　　厚さ（ｍｍ）　　※１．０　　・　　

工法　　※ 溶融式　 ・ 路面表示延命化工法

10）緑化システム製作所　　  ・　　　　　　　　 ・　

９）かん水設備　　　 　　　 ※ 設ける　　　　（・ ドリップホース方式　　・ スプレー方式）

８）マルチング材　　 　　　 ※ 設ける　　　　（・　樹皮チップ　　　・　 　　　　 ）

　　　　　　　　　　　　　　・ 透水性系シート（排水層の上に敷設）

７）防根対策　　　　   　　 ※ 行う（防水立上り部にも敷き込む）　　

　　　　　　　　　　 　 　　・ 不透水性系シート（排水層の下に敷設）

６）排水方法　　　　 　　　 ※ 排水型　　　    ・ 貯留排水型

５）排水層の厚さ　　  　　　※ 100ｍｍ以上   （・ 設計図による　　　　　　　　　 ）

４）排水点検口　　　 　 　　※ 設ける　　　　（※ 設計図による　　・        　   ）

３）排水金物　　　　 　 　　※ 設ける　　　　（※ 設計図による　　・        　   ）

２）土壌の厚さ　　　 　　　 ※ 設計図による　　・ 　　　　　ｍｍ

　　　　・ 自然土壌　　　　 ・ 改良土壌　　　　・ 人工軽量土壌

 　（特記なき場合は緑化システム製作所の使用による。）

１）土壌の種類

・ 屋上、テラスやバルコニー等建築物・工作物などの人工地盤上の緑化に適用する。

　（告示1458号による風圧力に対応した固定方法）

風圧力に対応した固定方法を保持する為に保護コンクリートのあるものとする。

※ 行う（※ バーク堆肥　　５０リットル/　　　・ 発酵下水汚泥コンポスト　　１０リットル/　）

　　 ・ 設けない

　　 ・ 設ける（・ 暗きょ　　・ 開きょ　　・ 排水槽　　・ 縦穴排水）

第２３章　植栽工事第２２章　舗装工事

第２１章　排水工事

第２４章　その他外構工事

竣 工 図

エントランス他

1枚程度

調理員ＷＣ Ｈ2000、防炎

　　 材種　　　※ アルミニウム製　　 　　 ・ ステンレス製

　　　　　　　 ・ ステンレス製（化粧蓋）　・ 鋳鉄製（　　　　）  

・設備図による

・ アルミ格子フェンス

給食エリア内

給食エリア内

カッテイングシート

　　　　　　 大きさ(ｍｍ）　　・ ６００×６００ 　 ・ ４５０×４５０　　・３００×３００

　　　　　・ 一部エアタイト仕様有り

・ ユニットシャワー　仕上げ材質： ・ 図示　　　・　JSV0812LW

大きさ（ｍｍ）  　・ W450×H380×D270　2個（ﾊｯﾋﾟｰ：682鍵付き）

材質　　　　　　  ・ 鋼板製焼付塗装（ ・ 標準色　　　・ 指定色）　　　・ ステンレス製

・　床置き（樹脂製）

形式　　　　　　　・ ３０組用　　　・ ６０組用×２個（市用・事業者用）　　 　・ １２０組用　　　・　

・コーナーガード　ナカ工業コーナーガードＮＰＣ-6565Ｖ（エンドキャップ付）

1.2m

ｍ２ ｍ２

Av 3.01

山形市学校給食センター新築工事

特記仕様書（９）

508111

09土屋 西邑 １７７２８９ 佐 藤　英 昭



工　事　項　目 建築 電気 空調 衛生 昇降機 備　考

パン
住宅用

ユニットシャワー

浴槽

シャワーカーテン

同上給排水管接続・ダクト接続

流し台のトラップ類金物

ガス湯沸器・電気温水器

同上取付枠

同上電気配管配線

大型化粧鏡
450×600以下

メディシンキャビネット・タオルバー

ペーパーホルダー

便所の手摺

電気室・発電機室・機械室・厨房の
ピット・蓋

湧水・汚水ピット・ＲＣ造各種水槽

同上用防水・マンホール・タラップ一式

同上蓄熱槽断熱一式

液面電極棒取付座 関連工事別

各種満減水警報・液面電極棒取付け

同上電気配管配線

同上オーバーフロー・通気管取付け

埋設オイルタンク･トレンチの躯体･防水

同上用本体注油口・他付属品一式

屋内マンホールの躯体・鋳鉄蓋 関連工事別

屋内マンホールの化粧蓋 図示による

屋外会所桝・マンホール・ハンドホール等
の化粧桝蓋

屋外排水側溝・同蓋

トレンチの躯体・排水溝・仕上げ

同上設備配管類の架台

電動機・同据付

一般制御盤・電動機端子までの電気配管
配線

機器附属制御盤・二次側電気配管配線

各種機器の接地工事(冷凍機･ボイラー･パッ
ケージ･ポンプユニットも含む)

冷凍機･ボイラー･パッケージなどの遠隔
操作用・故障警報用リレー端子の取付

同上より監視盤までの電気配管配線

空調用自動制御器・自動制御盤・同取付
調整

同上間の電気配管配線

空調用自動制御盤への電源送り

同上より中央監視盤までの電気配管配線
(含、親局・子局伝送装置)

ガス漏れ警報器･受信盤･同電気配管配線

ガス緊急遮断弁

同上用受信盤・電気配管配線

機械警備用センサー・同配線

同上用配管

機械警備監視盤

センサー取付け用裏箱(扉・枠とも)

床置型ファンコイルユニット・ラジエー
ター本体

同上用化粧カバー･吹出口･スイッチ蓋

電話用配管・端子盤

同上配線・端子

ＭＤＦ・ＰＢＸ・電話機

ウェザーカバー・ベントキャップ

水道隔測メーター

消火栓ボックス

同上起動用押しボタン・表示灯・電話

消火ポンプ制御盤

同上起動リレー

同上制御盤までの一次側配管配線

同上以降の二次側配管配線結線

不活性ガス消火用機器・同取付け

同上用制御盤への電源送り

同上用制御盤・電気配管配線

同上より火災受信盤・制御盤までの電気
配管配線

同上制御盤(ポンプユニット)

同上用電源工事

給気ダンパー・同開放装置

同上用化粧ガラリ

給気ダンパー・排煙口連動装置

防災監視盤までの配管配線

排煙窓手動開放装置リミットスイッチ

同上より防災監視盤までの配管配線結

防火戸・防火シャッター・防火防煙シャッ
ター・可動式防煙垂れ壁・建具・付属金物
・自動閉鎖(開放)装置・作動確認スイッチ
・操作スイッチ

同上連動制御器・電源・予備電源・煙感知
器・上記機器間防災盤までの電気配管配線

シャッター操作ボタン・マグネットスイッ
チ間の二次側配管配線結線

防火区画・排煙区画貫通部処理

駆動装置・感知装置

同上配管配線

同上電源用一次側配管配線

機械室の床開口・補強・埋戻し・同補修

機械室の床配線ピット・蓋

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

巻揚機周囲のチェッカープレート敷

昇降路内ピット防水・集水ます・点検用
タラップ

各階出入口穴あけ・同補強・埋戻し・同
補修

出入口三方枠取付用下地鉄骨設置 Ｓ造の場合

出入口扉・三方枠

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

中間ビーム取付・ブラケット支持用ベース
プレート取付

防錆処理含む

機械室天井フック取付け

ホール押しボタン･インジケーター･鋼索な
どのコンクリート穴あけ・埋戻し・同補修

昇降路・ピット内保守用コンセント

機械室電源盤への一次側電気工事

機械室電源盤・以降の二次側電気工事

昇降かご内スピーカー・インターホン用
配管(機械室・昇降路内)

同上用配管(上記以外)

同上用配線

運行監視盤

同上用配管(機械室・昇降路内)

同上用配管(上記以外)

エスカレーター底部取付のスピーカー・感
知器・スプリンクラー

関連工事別

同上穴明

エスカレーター区画シャッターとのイン
ターロック

同上配管・配線

機械室換気設備

昇降機工事着手前の昇降路・機械室の清掃

昇降機工事着手後の昇降路・機械室の清掃

ゴンドラ用レール・アンカーボルト

同上用制御盤

同上用電源・コンセント

機械駐車設備本体

同上躯体・基礎・杭・外装

同上制御盤・二次側電気配管配線

同上一次側配管配線

車路管理装置

厨房機器類の製作取付け 業務用

同上給排水管・ガス管接続

同上電源コンセント・配管配線

フード取付け・ダクト接続

植栽工事

同上散水設備

サイン

ブラインド

ブラインドボックス・カーテンボックス

同上カーテンレール

消火器（ボックス）

煙突本体・点検口・掃除口・煙道接続口

同上排水口

１０

１６

１５

１４

１３

１２

１１

９

８

７

６

５

４

３

２

１

７.

品）
オイルトラップ・グリーストラップ（既製

一式
ＲＣ造オイルトラップ・グリーストラップ

敷地外本管への接続

屋内汚水排水工事

敷地内汚水排水工事

屋内雨水排水工事

敷地内雨水排水工事

点検口(天井・壁・床)

ドアガラリ

レターンガラリ

同上接続用アングル・防鳥防虫ネット

同上ＦＤ・ＶＤ・フィルター類

外壁取付けガラリ

開口･取付枠･補強
ブロック･れんがの設備機器取付用

パネルの壁開口･補強
ＡＬＣパネル・押出成形セメント板･ＰＣ

壁・床の直付各種器具取付枠・補強

天井付各種器具の開口・取付枠・補強

間仕切り壁開口部の穴うめ・補修

開口・取付枠・補強
(現場製作間仕切り壁)

開口・取付枠・補強
(工場製作間仕切り壁)

取付
同上仕上・重量物搬出入用フック・ビーム

機械搬入口の確保・同閉鎖

各種貫通穴あけ個所の穴うめ・補修

同上補強(長辺150ｍｍ角を超えるもの)

床・壁の貫通スリーブ・箱入れ

同上補強(100ｍｍφを超えるもの)

ＲＣ造梁貫通スリーブ

Ｓ・ＳＲＣ造貫通鋼管スリーブ・補強

地中梁の連通管・通気管・人通孔・補強

同上アンカーボルト・箱入れ・埋込み

機械基礎（仕上げ含む）

本設電力引込工事

本設上水引込工事

本設下水引込工事

本設ガス引込工事

ス使用料金

電話本設引込工事

工事上の各種申請届出費用

工事用電力・上下水道引込工事

工事用電力・上下水道料金
(引込負担金・基本料金を含む)

本設受電後引渡しまでの電力基本料金

本設後引渡しまでの上水基本料金

本設後引渡しまでの下水基本料金

本設後引渡しまでのガス基本料金

本設受電後引渡しまでの電力･上下水道･ガ

既存上下水道・ガス管の撤去・同手続

ＣＡＴＶ引込工事

２

６.

１

７

６

５

４

３

２

５.

１

６

５

４

３

２

３

４

５

６

７

４.

１

１

９

８

７

６

５

４

３

２

３.

２

１

１１

２.

７

８

９

１２

１３

１４

１５

１６

１０

１

１.

２

３

４

５

６

関連工事別

図示
最終会所桝以降

図示による

図示による

図示による

図示による

関連工事別

関連工事別

調理機電気工　事　項　目 建築 昇降機衛生空調

関連工事別

図示による

引込負担金は別途

引込負担金は別途

引込負担金は別途

引込負担金は別途

使用工事別

関連工事別

備　考

ユニットバス・ユニットトイレ・洗濯機

１７

住宅用

住宅用

は衛生

住宅用

住宅用

１０

１６

１５

１４

１３

１２

１１

９

８

７

６

５

４

３

２

１

１７

８.

関連工事別

関連工事別

１０

１６

１５

１４

１３

１２

１１

９

８

７

６

５

４

３

２

１

１７

９.

２０

２３

２１

２２

１８

１９

２４

関連工事別

関連工事別

関連工事別

図示による

図示による

工　事　項　目 建築 電気 空調 衛生 昇降機 備　考

１０

１６

１５

１４

１３

１２

１１

９

８

７

６

５

４

３

２

１

１０.

１７

１８

４

３

２

１

１１.

１９

図示による

関連工事別

１２.

３

２

１

１０

１６

１５

１４

１３

１２

１１

９

８

７

６

５

４

３

２

１

１７

１３.

２０

２３

２１

２２

１８

１９

２４

２５

２８

２６

２７

１

１４.

２

３

電気工　事　項　目 建築 昇降機衛生空調 備　考

５

４

３

２

１

１５.

４

３

２

１

１６.

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

１７.

工事区分表

関連工事別

ダクト工事
ユニットバス・トイレ・シャワー・浴室の

一次側電気配管配線
ユニットバス・トイレ・シャワー・浴室の

給排水管接続
ユニットバス・トイレ・シャワー・浴室の

屋内マンホールの躯体・鋳鉄蓋・化粧蓋

側溝に挟まれた
雨水桝を含む

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１１

カーテン ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

引込負担金は別途

・

・

・ ・

図示による

・ ・

図示による

図示による・

・

・

工事施工に関する電波障害調査

工事施工に関する電波障害対策工事

１７

１８

　・ 電力　 ・ ガス　 ・ 上水　 ・ 下水
敷地以外の引込負担金

スプリンクラー・泡消火起動用圧力
スイッチ

・

・

・

・

・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・

水廻り

ピット・マンホール・各種槽など

設備関連工事など

防災消火設備など 清掃用ゴンドラ設備

機械駐車設備など

排水工事

点検口・ガラリ

躯体以外の開口・貫通

機械基礎

躯体貫通

共通項目

防火戸など

自動扉

昇降機設備

厨房設備

その他

化粧台
流し台・吊戸棚・レンジフード・洗面

二次側を含む

関連工事別

・ ・

制御盤を含む

２９

同上配線

関連工事別

関連工事別

関連工事別

試運転用も含む

試運転用も含む

試運転用も含む

試運転用も含む

試運転用も含む

住宅用

図示による・

・

・

・ 図示による

市

厨房除外槽躯体8

同上　設備機器9

調理機市 調理機市 調理機市

建築壁貫通部処理5

融雪工事

１8. プレハブ冷蔵庫・冷凍庫

三方枠、シール打

図示による

図示による

制御盤用基礎工事

防災信号配管配線工事

制御盤以降､２次側電源配管配線工事

制御盤への電源給電工事 一次側つなぎ込み迄

冷蔵庫冷凍庫内照明工事５

４

３

２

１

１9. 防熱工事

システム制御盤以降､２次側電源配管配線工事

システム制御盤への電源給電工事

壁、床、天井スリーブ埋設・配管工事

各機器指定供給口配管工事

ドレン排水工事・凍上防止配管

冷凍設備一式

同上機器取り付け用基礎

その他各機器制御盤以降､２次側電源配管配線工事

その他各機器　制御盤への電源給電工事

温度監視及び温度異常感知設備

その他必要な設備

１０

９

８

７

６

１１

１６

１５

１４

１３

１２

一次側つなぎ込み迄

一次側つなぎ込み迄

吊り補強鉄骨

各吊りインサート工事

押えコン及び仕上、カッター目地等

断熱パネル

庫内防湿・断熱・防水工事

結露防止用ウレタン及び取り合い処理

その他防熱上必要な処置

５

４

３

２

１

７

６

設計図によるほか、下記の　   印、および　・　印を工事区分（見積区分）とする。疑義を生じた場

合は質疑応答書等により確認すること。

竣 工 図
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屋外消火栓設備
屋外消火栓設備

（コンテナ・食器消毒）
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竣 工 図
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箇所数設備 基礎寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ） 荷重（Kg）

■  設備コンクリート基礎表

防火区画

パネルシャッター

軽量シャッター

オーバースライダー

防火防煙シャッター

防火シャッター

バンパーポスト（B）

床下点検口（600×600　防水・防臭型）

ステンレスバスケット付き
排水マス（450角）

PS壁点検口（600×600）

エアシャワー

エアカーテン

排水ピット

サニタリーピット 水勾配：2／100

排水目皿付き

水勾配：2／100

ステンレスバスケット付き

コーナーガード（L＝2000）

ルーフドレン

タラップ（H＝4000以上は背かごつき）

竪樋（内樋は設備工事）

バンパーポスト（A）

排水マス（450角）　ノンスリップアルミグレーチング

排水側溝（W250）　ノンスリップアルミグレーチング

排水側溝（W150）　ノンスリップアルミグレーチング

±0

※Z1＝設計GL+900、設計GL＝TP+107.96。

※　　　　　：Z1からの仕上げレベルを示す。
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■  凡例（特記なき限り建築工事）

200(A1)
400(A3) 佐 藤　英 昭

山形市学校給食センター新築工事

１階平面図土屋 西邑 A-11

508111

１７７２８９

※給食エリア内の手洗いには防湿鏡、ライニングを設置。

※　　　　　は避難経路部分を表す。
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多目的便所
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箇所数設備 荷重（Kg）基礎寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ×台）

0.4×3.9×1.2×3台

0.65×0.65×0.15

0.3×1.1×1.2×8台

0.3×1.1×1.2×8台

0.3×1.1×1.2×3台

0.3×1.5×1.2×3台

屋外機

屋外機

屋外タンク

冷温水発生機

オイルサービスタンク

チーリングユニット
ウォーター

■  設備コンクリート基礎表（2Ｆ屋根）

■  凡例（特記なき限り建築工事）

600kg

920kg

防火区画

：キャットウォーク

：キャットウォーク（天井裏設置）

パネルシャッター

軽量シャッター

オーバースライダー

防火防煙シャッター

防火シャッター

バンパーポスト（B）

床下点検口（600×600　防水・防臭型）

ステンレスバスケット付き
排水マス（450角）

PS壁点検口（600×600）

エアシャワー

エアカーテン

排水ピット

サニタリーピット 水勾配：2／100

排水目皿付き

水勾配：2／100

ステンレスバスケット付き

コーナーガード（L＝2000）

ルーフドレン

タラップ（H＝4000以上は背かごつき）

竪樋（内樋は設備工事）

バンパーポスト（A）

排水マス（450角）　ノンスリップアルミグレーチング

排水側溝（W250）　ノンスリップアルミグレーチング

排水側溝（W150）　ノンスリップアルミグレーチング

±0※　　　　：Z1からの仕上げレベルを示す。

※Z1＝設計GL+900、設計GL＝TP+107.96。
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※給食エリア内の手洗いには防湿鏡、ライニングを設置。

（冷蔵庫）

SK
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来客便所（男）

来客便所（女）

（床：キャットウォーク）

ファン・ダクトスペースA

（床：キャットウォーク）

設備基礎

階段A（2）

洗浄室B（1）上部吹抜

煮炊調理室A上部吹抜 煮炊調理室B上部吹抜

排煙トップライト 排煙トップライト

（床：キャットウォーク）

ファン・ダクトスペースA ファン・ダクトスペースB

（床：キャットウォーク）
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■  凡例

オーバーフロー管
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タラップSUS

N

タラップSUS
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■  凡例

※ピット天端はＺ1-2250とする

ＭＨ

（それ以外の部分は捨てコン打設のこと）

上部フロアハッチ

タラップSUS

人通溝（1ｍ×2ｍ×0.9ｍＨ）

通水口・通気口　100φ
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EXP.J

山形市学校給食センター

Ｃ

ボイラー室
煙突（設備工事）

設備ガラリ

設備ガラリ

タラップ
（背かご付き）

下がり壁
ケイカル板VE塗装

下がり壁
ケイカル板VE塗装

下がり壁
ケイカル板VE塗装

下がり壁
ケイカル板VE塗装

設備ガラリ

設備ガラリ

フード用開口
（ｽﾃﾝﾚｽﾌｰﾄﾞ；設備工事）

フード用開口
（ｽﾃﾝﾚｽﾌｰﾄﾞ；厨房工事）

フード用開口
（ｽﾃﾝﾚｽﾌｰﾄﾞ；厨房工事）

フード用開口
（ｽﾃﾝﾚｽﾌｰﾄﾞ；設備工事）

K

O

Q

R

L

M

外壁サイン

笠木 アルミ既成品

N

S

P

竪樋

T

開口部（入荷側シャッター） 電動パネルシャッター（文化シャッター：パネルック同等品）

開口部（トラックヤード前シャッター）

開口部（発送、返却側シャッター）

オーバースライダー

オーバースライダー、ドッグシェルター付

箱文字SUS

SUS　

手摺

開口部（玄関）

玄関庇 ボンデ鋼板1.6ｔ加工（焼付塗装）

外壁 ALC100ｔ（縦貼り）、吹付タイル

※平均ＧＬ＝設計ＧＬ＝107.96とする。

※　　　　　　　　部は区画スパンドレル部を示す。

区画スパンドレル部：外壁　QF045BE-0208

床：（耐火１時間）FP060FL-9102,FP060FL9096

アルミパネル

仕 上 凡 例

I

H

G

F

E

D

C 外壁

記号

A

B

外壁 腰部

外壁

部位

ALC100ｔ（横貼り）、吹付タイル

断熱サンドウィッチ鋼板（焼付け塗装）横貼り（アイジー工業：耐火ヴァンド

仕　上

目隠しルーバー

コンクリート打放し補修吹付タイル 伸縮目地＠3,000内外

外壁 角波サインディング（縦貼り）

アルミルーバー

排煙窓

備考

アルミサッシ、アルミカーテンウォール開口部

鋼製建具開口部

外壁出隅コーナーパネル W=300

J 開口部（ガラリ） アルミ製ガラリ

J’ フード用開口 ステンレスフード（設備及び厨房工事）

竣 工 図
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▼PPTOP（建物最高高さ）

▼設計GL=107.96

▼設計GL=107.96

▼PPTOP（建物最高高さ）

▼設計GL=107.96

▼PPTOP（建物最高高さ） ▼PPTOP（建物最高高さ）

▼設計GL

▼設計GL=107.96

▼PPTOP（建物最高高さ）

北東側立面図

南西側立面図

北西側立面図

南東側立面図

山形市学校給食センター新築工事

立面図
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AT

I
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A A A

D-D断面図

B-B断面図

A-A断面図

発送トラックヤードB 消毒室B 下処理室B（2） 検収室B（2） 荷受前室B（2）揚物・焼物室B（2）

煮炊調理室A調理室A揚物・焼物室A（2） 和え物室A 廊下 調理員便所A（1）

休憩室A（女）見学者通路

配管ピット

アレルギー
煮炊調理室B 調理室B 揚物・焼物室B（2）和え物室B廊下B

休憩室B（女）

アレルギー

消毒室A洗浄室A（1） 洗浄室A（2） 下処理室A（1） 冷凍庫A（1） 検収室A（1） 荷受前室A（1）

見学者通路ファンダクトスペースA

煮炊調理室A

発送室B 揚物・焼物室B（1） 入荷トラックヤードB（1）

入荷トラックヤードA（2）返却トラックヤードA

（配送車車庫）

庇 （床：キャットウォーク） 庇

（肉・魚類）

ファンダクトスペースB
（床：キャットウォーク）

ファンダクトスペースB
（床：キャットウォーク）屋上（室外機置場） 庇庇

（配送車車庫） （コンテナ・食器消毒）

屋上（室外機置場）
廊下A

踏込（2）
廊下B
（2） 屋上（室外機置場）

（1）（男）
調理員便所B（1）

（男）

配管ピット

配管ピット

▼設計GL

▼PPTOP（建物最高高さ）

▼設計GL

▼PPTOP（建物最高高さ）

廊下A（1）ボイラー室 玄関ホール

吹き抜け

庇

風除

展示ホール

▼設計GL

▼PPTOP（建物最高高さ）

▼107.96

▼水下鉄骨天端　ＺR±0

▼水上鉄骨天端　Ｚ2＋335

配管ピット

ボイラー室
煙突（設備工事）

J' J'

（青果物・調味料類）

踏込

J

C-C断面図

竣 工 図

K

O

Q

R

L

M

外壁サイン

笠木 アルミ既成品

N

S

P

竪樋

T

開口部（入荷側シャッター） 電動パネルシャッター（文化シャッター：パネルック同等品）

開口部（トラックヤード前シャッター）

開口部（発送、返却側シャッター）

オーバースライダー

オーバースライダー、ドッグシェルター付

箱文字SUS

SUS　

手摺

開口部（玄関）

玄関庇 ボンデ鋼板1.6ｔ加工（焼付塗装）

外壁 ALC100ｔ（縦貼り）、吹付タイル

※平均ＧＬ＝設計ＧＬ＝107.96とする。

アルミパネル

仕 上 凡 例

I

H

G

F

E

D

C 外壁

記号

A

B

外壁 腰部

外壁

部位

ALC100ｔ（横貼り）、吹付タイル

断熱サンドウィッチ鋼板（焼付け塗装）横貼り（アイジー工業：耐火ヴァンド

仕　上

目隠しルーバー

コンクリート打放し補修吹付タイル 伸縮目地＠3,000内外

外壁 ボルトレス角波サインディング（縦貼り）部

アルミルーバー

排煙窓

備考

アルミサッシ、アルミカーテンウォール開口部

開口部（ガラリ） アルミ製ガラリ

鋼製建具開口部

外壁出隅コーナーパネル W=300

J

J’ フード用開口 ステンレスフード（設備及び厨房工事）

T

1/100 1/100 1/100 1/100
水上

配管ピット

1/100

屋上（室外機置場）

▼PPTOP（建物最高高さ）

▼設計GL

1/100

山形市学校給食センター新築工事

断面図
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＜野菜類検収室・下処理室＞

（野菜検収室）

A-1 保存食用冷凍庫 ＳＲＦ－Ｇ１２６３Ｓ １２１０ ６００ ２０００ ２ 間接４０ ０．５３８

2 ２槽シンク ＤＳ２－２４７Ｂ ２４００ ７５０ ８５０ １ ２０×２ ２０×２ ４０×２

3 運搬台 １５００ ７５０ ６００ １２

4 台秤 ＤＰ－６１００ＧＰ－１５０ ３５０ ６４０ ７８４ ３

5

6

7

移動台 ＤＴＭ－１２７ １２００ ７５０ ８５０ ４

8

Ｌ型運搬車 ＤＬＫ－９６ ９００ ６００ ８００ ８

9

器具消毒保管庫 ＩＳＣ－Ｗ５０Ｆ－Ｅ ２２００ ９５０ １８８０ １ １７．７

10

掃除用具入れ ５００ ５００ １８００ １

ピ－ラ－ ＰＬ－８２Ｎ－Ｍ ８５０ ８５０ １０６０ ３ ２０ ピット ０．７５

移動受台 ９００ ７５０ ６００ ３

（器具洗浄室１）

１１ １槽シンク ＤＳ１－１３９Ｂ １３００ ９００ ８５０ ３ ２０ ２０ ４０

１２ 作業台 ＤＴ－１８９Ｂ １８００ ９００ ８５０ １ ３２

（冷蔵庫・冷凍庫）

１３ 冷凍庫 ５３００ ４８５０ １ ２５ ０．５ ８．０

１４ 冷蔵庫 ７３５０ ４８５０ １
　　２５　　

　ＦＤ５０　 ０．３ ４．２

１５ ラック（冷蔵庫用） ＳＬＭＳ１５２０－ＰＳ１５９０ １５１８ ７６６ １５８７ １０

ラック（カート付・冷蔵庫用） ＳＬＭＳ１５２０－ＰＳ１５９０ １５１８ ７６６ １５８７ ４

ラック（冷凍庫用） ＳＬＭＳ１５２０－ＰＳ１５９０ １５１８ ７６６ １５８７ ９

（下処理室）

１６ 包丁まな板殺菌庫 ＤＳ－１１４Ａ ８５０ ６００ １４３０ ２ ０．５８７

１７ 掃除用具入れ ５００ ５００ １８００ １

１８ 移動台 ＤＴＭ－９７ ９００ ７５０ ８５０ １０

１９ １槽シンク ＤＳ１－１２７Ｂ １２００ ７５０ ８５０ ３０ ２０ ２０ ４０

２０ 渡し台 ２９５０ ７５０ ６００ １０ ３２×２

２１

２２

２３

器具消毒保管庫 ＩＳＣ－Ｗ５０Ｆ－Ｅ ２２００ ９５０ １８８０ ２ １７．７

２４

パススルー冷蔵庫 ＳＲＲ－ＦＰ１５８３ＡＤ １４６０ ８５０ ２０００ １ 間接４０ ０．７５６

（食品庫）

ラック ＬＳ１５２０－Ｐ１５９０ １５１８ ６１３ １５８７ ５

ラック（カート付） ＬＳ１５２０－Ｐ１５９０ １５１８ ６１３ １５８７ ３

２５

移動台 ＤＴＭ－１２７ １２００ ７５０ ８５０ １

２６

電動缶切機 ＥＣ－１ ２３０ ４７５ ５３０ １ ０．３

２７

３槽シンク ＤＳ３－２１７Ｂ ２１００ ７５０ ８５０ １ ２０×３ ２０×３ ４０×３

作業台 ＤＴ－１２７Ｂ １２００ ７５０ ８５０ １ ３２

＜肉魚検収室・下処理室＞

（検収室）

B-1 運搬車 １５００ ７５０ ６００ ８

2 掃除用具入れ ５００ ５００ １８００ １

3 台秤 ＤＰ－６１００ＧＰ－１５０ ３５０ ６４０ ７８４ ３

4 移動台 ＤＴＭ－１２７ １２００ ７５０ ８５０ ４

5 Ｌ型運搬車 ＤＬＫ－９６ ９００ ６００ ８００ ４

（器具洗浄室２）

７ １槽シンク ＤＳ１－１３９Ｂ １３００ ９００ ８５０ ３ ２０ ２０ ４０

８ 作業台 ＤＴ－１８９Ｂ １８００ ９００ ８５０ １ ３２

（冷蔵庫・冷凍庫）

肉魚用冷凍庫9

肉魚用冷蔵庫10

ラック（冷蔵庫用） ＳＬＳ１２２０－ＰＳ１５９０ １２１２ ６１３ １５８７ ４11

ラック（冷蔵庫用） ＳＬＳ１８２０－ＰＳ１５９０ １８２１ ６１３ １５８７ ５

ラック（冷凍庫用） ＳＬＳ１８２０－ＰＳ１５９０ １８２１ ６１３ １５８７ ４

（下処理室）

12

器具消毒保管庫 ＩＳＣ－Ｗ５０Ｆ－Ｅ ２２００ ９５０ １８８０ ２ １７．７

移動台 ＤＴＭ－１２７ １２００ ７５０ ８５０ ８

２槽シンク ＤＳ２－１８７Ｂ １８００ ７５０ ８５０ １ ２０×２ ２０×２ ４０×２

６ ＤＳ２－１８７Ｂ １８００ ７５０ ８５０ １ ２０×２ ２０×２ ４０×２２槽シンク

２４５０ ４２５０ １ ２５ ０．３ ３．８

９３５０ ２４００ １
　　２５　　

　ＦＤ５０　 ０．３ ４．０

１３

１４

１２′ ＩＳＣ－Ｗ３０Ｆ－Ｅ １２９０ ９５０ １８８０ １ ９．７５器具消毒保管庫

８′ ＩＳＣ－Ｗ３０Ｆ－Ｅ １２９０ ９５０ １８８０ １ ９．７５器具消毒保管庫

１５′

１５″

2'

２３′

12'

注1:上記接続工事並ビ消費量ハ各器具ニ於ケル1台ヲ示ス
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ドライ仕様

有効内容積１５１４Ｌ

打合せ要

打合せ要

ドライ仕様

ドライ仕様

能力：６ｋｇ／回

ドライ仕様

能力：１００～１８０ｋｇ／ｈ（野菜）

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

容量：４２０Ｌ

ドライ仕様

有効内容積（Ｆ）５４６Ｌ，（Ｒ）５４６Ｌ

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

ガラス扉、棚１０段、別途浄軟水器要

ドライ仕様

能力：６ｋｇ／回

ドライ仕様

１７

３槽シンク ＤＳ３－２１７Ｂ ２１００ ７５０ ８５０ ２ ２０×３ ２０×３ ４０×３

パススルー冷蔵庫 ＳＲＲ－ＦＰ１５８３ＡＤ １４６０ ８５０ ２０００ １ 間接４０ ０．７５６

（割卵室）

１８ 卵冷蔵庫（１） ５３５０ １９５０ １
　　２５　　

　ＦＤ５０　 ０．２ ２．３

１９ 卵冷蔵庫（２） ３０５０ ２６００ １
　　２５　　

　ＦＤ５０　 ０．１ １．４

２０ ラック ＳＬＭＳ１５２０－ＰＳ１５９０ １５１８ ７６６ １５８７ ３

２１ ラック ＳＬＳ１５２０－ＰＳ１５９０ １５１８ ６１３ １５８７ ２

２２ ３槽シンク ＤＳ３－２１７Ｂ ２１００ ７５０ ８５０ １ ２０×３ ２０×３ ４０×３

２３ 割卵機 ＥＧ－６０Ｓ ５００ ７５０ １２５０ １ ０．３

２４ 移動台 ＤＴＭ－１２６ １２００ ６００ ８５０ １

＜上処理室＞

C-1 器具消毒保管庫 ＩＳＣ－Ｗ５０Ｆ－Ｅ ２２００ ９５０ １８８０ １ １７．７

2 ドライ式高速度ミキサ－ ＭＸ－４０Ｓ－Ｍ ４２０ ５９０ １０６０ ４ ０．４

ドライ式高速度ミキサ－用受台 ＭＸ－ＭＳ ５００ ５３０ ９００ ４

3 フードカッター置台 ＤＴＭ－１５７（Ｈ６００） １５００ ７５０ ６００ １

4 フ－ドカッタ－ ＦＤ－５０Ｓ ６４０ ５３０ ５３０ ２ ０．４

5 ドライ用移動式フードスライサー ＨＡＳ－１０Ｃ－Ｍ ８５０ ８００ ８９５ ４ １５×２ 側溝 ０．９５

移動受台（移動式フードスライサー用） ＨＡＳ－１０Ｃ－Ｍ＃１ ８５０ ７００ ９５３ ４ 側溝

6 ドライ対応移動式サイノ目切機 ＣＢＭ－４０－Ｍ ８００ ７００ ８９５ １ ０．４

移動受台（移動式サイノ目切機用） ＣＢＭ－４０－Ｍ＃１ ８５０ ７００ ９５３ １ 側溝

7 ３槽シンク ＤＳ３－２７７Ｂ ２７００ ７５０ ８５０ ４ ２０×３ ２０×３ ４０×３

8 移動ラック ＤＲＭ－１５７ １５００ ７５０ １３９０ ５

9 移動台 ＤＴＭ－１２７ １２００ ７５０ ８５０ ７

10 包丁まな板殺菌庫 ＤＳ－１１４Ａ ８５０ ６００ １４３０ ３ ０．５８７

（器具洗浄室３）

11 作業台 ＤＴ－１８９Ｂ １８００ ９００ ８５０ １ ３２

12 １槽シンク ＤＳ１－１２９Ｂ １２００ ９００ ８５０ ３ ２０ ２０ ４０

13 ３槽シンク ＤＳ３－２６７Ｂ ２６５０ ７５０ ８５０ １ ２０×３ ２０×３ ４０×３

14 器具消毒保管庫 ＩＳＣ－Ｗ５０Ｆ－Ｅ ２２００ ９５０ １８８０ ２ １７．７

＜調理室＞

D-1 スパテラスタンド １５

2 ザル置台 ＤＢＭ－６００ Φ６００ ６００ １３

3 調味料ラック ＤＲＭ－１２６ １２００ ６００ １３９０ １０

4 蒸気回転釜 ＳＲＢ－４００ＮＲ－Ｄ １９２０ １３００ ９４５ １４ ２０ ２０ ピット ２５ ２５ １３０

5 蒸気式グランドケトル ＫＳＭ－８００ ２１５０ １０００ １７５０ ２ ２０ ２０ ピット １．５５ ２５ ２５ ２１０

6 盛付台 １５００ ７５０ ６００ ２２

7 掃除用具入れ ５００ ５００ １８００ １

＜アレルギー専用調理室＞

E-1 掃除用具入れ ５００ ５００ １８００ １

2 冷凍冷蔵庫 ＳＲＲ－Ｇ１２８３Ｃ２ １２１０ ８００ ２０００ ２ 間接４０ ０．６２８

3 ３槽シンク ＤＳ３－１８７Ｂ １８００ ７５０ ８５０ １ ２０×３ ２０×３ ４０×３

4 吊戸棚 ２４００ ３５０ ６００ １

5 作業台 ＤＴ－１２７Ｂ １２００ ７５０ ８５０ １ ３２

6 移動台 ＤＴＭ－１２７ １２００ ７５０ ８５０ ２

7 器具消毒保管庫 ＩＳＣ－Ｗ２０Ｆ－Ｅ ９１０ ９５０ １８８０ ２ ７．９５

8 ガスレンジ ＧＲＶ－０９７３Ｂ ９００ ７５０ ８５０ ２ ２５ ３２．７ Ｇ

9 ガステーブル ＧＴＶ－０９７３Ｂ ９００ ７５０ ８５０ ２ ２０ ２３．７ Ｇ

10 作業台 ＤＴ－９７Ｂ ９００ ７５０ ８５０ ２ ３２

11 キャビネット付移動台 １２００ ６００ ８５０ ５

12 移動台 ＤＴＭ－１２６ １２００ ６００ ８５０ ５

13 温蔵庫 ＨＦＣ－０６Ｇ ６００ ８００ １８８０ １ １５ 高温２５ ３．１

１５

１６

５００ ５００ １８００ １掃除用具入れ

１５′ ＤＴＭ－９７ ９００ ７５０ ８５０ ２移動台

２５

ＭＸ－ＭＳ ５００ ５３０ ９００ ２ドライ式高速度ミキサ－用受台

ＭＸ－４０Ｓ－Ｍ ４２０ ５９０ １０６０ ２ ０．４ドライ式高速度ミキサ－

１５００ ７５０ ６００ ６盛付台６
，

注1:上記接続工事並ビ消費量ハ各器具ニ於ケル1台ヲ示ス
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ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

打合せ要、３7.4㎡

最大容量２２０Ｌ

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

内1台逆勝手仕様、別途浄軟水器要

油量２１５Ｌ

油量２１５Ｌ

最大容量２００Ｌ

ドライ仕様

ドライ仕様

ドライ仕様

打合せ要（天井裏ベース・天井穴・部屋建築工事）

打合せ要（天井裏ベース・天井穴・部屋建築工事）

打合せ要

打合せ要

架台付、エア-配管設備工事

ドライ仕様

移動式

＜和え物室＞

F-1 移動ラック ＤＲＭ－１５７ １５００ ７５０ １３９０ ４

2 移動台 ＤＴＭ－１２７ １２００ ７５０ ８５０ １２

3 ２槽シンク（蓋付） ＤＳ２－１８７Ｂ １８００ ７５０ ８５０ １ ２０×２ ２０×２ ４０×２

4 作業台 ＤＴ－１２７Ｂ １２００ ７５０ ８５０ １ ３２

5 スパテラスタンド ４

6 Ｌ型運搬車 ＤＬＫ－９６ ９００ ６００ ８００ ４

7 真空冷却機（パススルー式） ２８００ １３７０ １９００ ２ ２５
２０×２

５．５ ２５ ６４

8 チルド庫 ７７５０ ４９００ ２５００ １ 　２５ｘ２　

ＦＤ５０ｘ４ １．２ １０．８

9 包丁まな板殺菌庫 ＤＳ－１１３ ６００ ５００ １０３０ １ ０．５３７

10 器具消毒保管庫 ＩＳＣ－Ｗ５０Ｆ－Ｅ ２２００ ９５０ １８８０ １ １７．７

11 和え物用回転釜 ＳＲＢ－２００ＮＲ－Ｄ－ＢＸ－Ｗ １６５６ ９７５ ９２７ ４ ２０ ２０
ピット

５０

12 運搬台 １５００ ７５０ ６００ ４

13 掃除用具入れ ５００ ５００ １８００ １

＜揚げ物・焼物室＞

G-1 ラック ＬＳ１８２０－Ｐ１５９０ １８２１ ６１３ １５８７ ２

2 移動台 ＤＴＭ－１２７ １２００ ７５０ ８５０ ２０

3 ３槽シンク ＤＳ３－２４７Ｂ ２４００ ７５０ ８５０ １ ２０×３ ２０×３ ４０×３

4 スチ－ムコンベクションオ－ブン ＮＬ－１２０Ｆ－ＧＭ １０５０ ８８０ ２０２０ １０ ２０ 高温間接５０ ２０ ５１．２ ２．３ Ｇ

5 大型蒸し器 ＮＳＣＡ－１ ９３０ １０１０ ２１３５ ２ ２０
高温２０

排水マス ０．４３ Ｈ ２０ ２０ １１０

6 連続式揚物機 ＦＡＧ－Ｎ６Ｌ－Ｔ ６１００ １４２７ １７７０ １ ２０ ２０ 高温２５ ２５×２ ２２０．９ ０．２６ Ｇ

7 連続式揚物機 ＦＡＧ－Ｎ６Ｌ－Ｔ ６１００ １４２７ １７７０ １ ２０ ２０ 高温２５ ２５×２ ２２０．９ ０．２６ Ｇ

8 油切りコンベヤ ＭＷ－６００－Ｎ １８００ ６００ ６２０ ２ （０．０６）

9

10 ガス回転釜 ＤＧＫ－６０ＣＦＴ－Ｄ－Ｆ １２９０ １１４０ ８２０ １ ２０ ２０ ピット ２０ ５０．０ Ｇ

11 掃除用具入れ ５００ ５００ １８００ １

12 器具消毒保管庫 ＩＳＣ－Ｗ５０Ｆ－Ｅ ２２００ ９５０ １８８０ １ １７．７

13 運搬台 １５００ ７５０ ６００ ５

＜洗浄室＞

H-1

2

3

4

コンプレッサー ＰＯＤ－３．７Ｍ５／６ ９１７ ７２０ ９９９ ２ ＦＤ２５ ３．７

5

6

移動シンク ＨＭＳ－１５７Ｄ １５００ ７５０ ８５０ ４

7

食缶下洗機 ＮＰＣＷ－２Ｃ－８ ２９５０ １８００ ２０４０ ２ ２０ ２０
　５０×２　

　　４０　　 ６．３ ２５ １０

8

食缶洗浄機 ＣＷＸ４－８ＮＵ－Ｍ ７２５０ １６５０ ２２０５ ２ ２０×２
　２０　

　２５　

高温５０×２

　４０×２　 ２８．５ Ｄ ２５×２ ２０ ３００

9

３槽シンク ＤＳ３－２７７Ｂ ２７００ ７５０ ８５０ ３ ２０×３ ２０×３ ４０×３

10

作業台 ＤＴ－１２７Ｂ １２００ ７５０ ８５０ ２ ３２

11

移動シンク ＨＭＳ－１５７Ｄ １５００ ７５０ ８５０ ２

12

移動台 ＤＴＭ－１５９ １５００ ９００ ８５０ １２

13

自動食器浸漬槽 ＪＥＴ－４６ＢＣ ４６００ １５９０ １３９０ ２ ２０ ２０×２
高温４０

高温５０ ２．６ ２０ １１０

14

脇台 ７００ ７００ ８５０ ２ ３２

食器自動供給装置 ＮＣＡＰ－６Ｄ １３６０ ９００ １２２５ ２ （０．４１）

食器洗浄機 ＤＷＸ４－２ＮＵＳＢ－Ｍ ７７００ １５５０ ２３０５ ２ ２０×２
　２５　

　２０　

高温５０×２

　４０×２　 ２８．７６ Ｄ ２５×２ ２０ ３２０

食器自動整理装置 ＣＡＰＵ－６Ｄ・Ｃ ２ （０．２３）

コンテナ洗浄機 ＣＯＷ－Ｃ－ＭＤ ８７００ ２６６０ ３０５０ １ ２０×２ ２５
　　ピット　

　排水マス　 １１．４ Ｄ
２５×２

　３２　 ４９０

食缶・器具消毒装置 ３１０００ ４４００ １ １４６．０ ４０００

20

コンテナー消毒装置 ２１１００ １３７５０ １
Ｈ－１６

に含む

Ｈ－１６

に含む

21

コンテナー １２７０ ８００ １５４０ １０２

22

食缶保管用カート ７８

23

運搬台 １５００ ７５０ ６００ １２

24

保管用カート ７５０ ８００ １７２０ ２４

保管用カート収納庫 ２２００ ２０００ ２２５０ ６

５００ ５００ １８００ １掃除用具入れ

ラック ＬＳ１５２０－Ｐ１５９０ １５１８ ６１３ １５８７ １

残滓計量コンベア ６００ １ ２５×４ ０．６

減容機 ＮＬＫ－２００ ２２１９ １０１３ １６５０ １
　ピット

排水マス ３．７

油濾過機 ＭＫ－７００ ７５０ ５９５ ８５０ ２ ０．７５

１５

１６

１７

１８

１９

高温２５・４０

洗浄脇台25 １４００ ６００ ４００ １５

1'

注1:上記接続工事並ビ消費量ハ各器具ニ於ケル1台ヲ示ス

厨房設備器具明細表

W H 三相200V単相１00V

台

数
備         考

単相200V

ﾌ
|
ド

Nｏ
D

ガ ｽ(LPG)

排 水給 湯給 水
形      式品         名

規  格  寸  法 電 気(50Hz)kW

口 径 kW 戻 り供 給 戻 り供 給ｋｇ/ｈ l/min

蒸     気 冷  却  水配 管 接 続 口 径

注2:台数表示ハ1棟当リノ台数ヲ示ス
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有効内容積：Ｆ２８８Ｌ、Ｒ８１８Ｌ

ドライ仕様

最大容量２００Ｌ

油量２５Ｌ

架台付

打合せ要

打合せ要

打合せ要

打合せ要

ドライ仕様

K- （バイキング）

1 冷凍冷蔵庫 ＳＲＲ－Ｇ１２８１ＣＳ １２１０ ８００ ２０００ １ 間接４０ ０．６４４

2 卓上ガス炊飯器 ＲＲ－５０Ｓ１ ５２５ ４８１ ４３４ ２ ９．５ミリ １０．２ Ｈ

4 ガステーブル ＧＴＶ－０９７３Ｂ ９００ ７５０ ８５０ ２ ２０ ２３．７ Ｇ

5 ３槽シンク（蓋付） ＤＳ３－１８７Ｂ １８００ ７５０ ８５０ １ ２０×３ ２０×３ ４０×３

6 吊戸棚 １８００ ３５０ ６００ １

7 ガス回転釜 ＤＧＫ－６０ＣＦＴ－Ｄ－Ｆ １２９０ １１４０ ８２０ １ ２０ ２０ ピット ２０ ５０．０ Ｇ

8 フライヤ－ ＤＦ－０２５ ５４０ ６００ ８５０ １ ９．５ミリ １４．５ Ｇ

9 キャビネット付可動台 １２００ ６００ ８５０ ２

10 器具消毒保管庫 ＩＳＣ－Ｗ２０Ｆ－Ｅ ９１０ ９５０ １８８０ １ ７．９５

11 スチ－ムコンベクションオ－ブン ＮＬ－１１０Ｆ－Ｇ１ＫＭ １０３０ ７８０ １６５０ １ ２０ 高温間接５０ ２０ ３１．４ １．１ Ｇ

12 作業台 ＤＴ－９７Ｂ ９００ ７５０ ８５０ ３ ３２

＜前室＞

I-1 エプロン・靴殺菌庫 １２００ ５００ １８００ １７ ０．６

＜２Ｆ調理実習室＞

J-1 戸棚 ＨＣ－１５７ １５００ ７５０ １８００ ２

2 師範台 ２８００ ８００ ８５０ １ １５ １５ ４０

電気オーブンレンジ ＦＥ－６０１Ｍ １．３８

ＩＨクッキングヒーター ３Ｇ－ＥＭＥ ４．５

3 実習台 ２３００ ９００ ８５０ ４ １５ １５ ４０

電気オーブンレンジ ＦＥ－６０１Ｍ ４ １．３８

ＩＨクッキングヒーター ３Ｇ－ＥＭＥ ４ ４．５

温度管理システム １

3 炊飯台 １２００ ７５０ ７００ １ ３２

注1:上記接続工事並ビ消費量ハ各器具ニ於ケル1台ヲ示ス

厨房設備器具明細表

W H 三相200V単相１00V

台

数
備         考

単相200V

ﾌ
|
ド

Nｏ
D

ガ ｽ(LPG)

排 水給 湯給 水
形      式品         名

規  格  寸  法 電 気(50Hz)kW

口 径 kW 戻 り供 給 戻 り供 給ｋｇ/ｈ l/min

蒸     気 冷  却  水配 管 接 続 口 径

注2:台数表示ハ1棟当リノ台数ヲ示ス

2007.08.24
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